
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 





- 1 -

目 次

はじめに -------------------------------------------------------------- 

第１章 環境創造センターの概要 --------------------------------------------- 

第１ 環境創造センターの概要 --------------------------------------------- 

Ⅰ 沿革 --------------------------------------------------------------- 

Ⅱ 施設 --------------------------------------------------------------- 

第２章 環境創造センターの業務報告 ----------------------------------------- 

第１ 環境創造センター中長期取組方針【フェーズ３】の概要 ---------------- 

Ⅰ 環境創造センター中長期取組方針、方針の期間 ------------------------- 

Ⅱ 方針の推進体制 ----------------------------------------------------- 

Ⅲ 事業実施に当たっての基本的考え方 ----------------------------------- 

Ⅳ 中長期にわたる事業方針（平成 27 年度～令和６年度） ------------------- 

Ⅴ フェーズ３の基本方針（令和４年度～令和６年度） ---------------------

第２ 福島県と国際原子力機関（IAEA）との協力 ----------------------------- 

第３ 令和６年度の業務概要 --------------------------------------------  

Ⅰ 主な取組 ----------------------------------------------------------- 

3 

4 

5 

5 

7 

11 

15 

15 

15 

16 

17 

18 

19 

22 

22 

Ⅱ モニタリング -------------------------------------------------------

１ きめ細やかで継続した環境放射能モニタリングシステムの充実・強化 ---- 

23

23 

２ 一般環境中の有害物質等モニタリングの実施 ------------------------- 

３ モニタリングデータの一元管理、解析・評価 -------------------------

４ 緊急時におけるモニタリング体制の構築・運用 ----------------------- 

５ 評価と課題 ------------------------------------------------------- 

Ⅲ 調査研究 -----------------------------------------------------------

【放射線計測部門】 ------------------------------------------------- 

１ 調査研究計画及び成果 --------------------------------------------- 

２ 部門長による評価 ------------------------------------------------- 

【除染・廃棄物部門】 --------------------------------------------------- 

１ 調査研究計画及び成果 --------------------------------------------- 

２ 部門長による評価 ------------------------------------------------- 

【環境動態部門】 ------------------------------------------------------- 

26 

28 

29 

30 

34 

35 

35 

39 

41 

41 

48 

50 

1



- 2 -

１ 調査研究計画及び成果 --------------------------------------------- 

２ 部門長による評価 ------------------------------------------------- 

【環境創造部門】 ------------------------------------------------------- 

　１ 調査研究計画及び成果 ---------------------------------------------- 

　２ 部門長による評価 -------------------------------------------------- 

【部門間連携】 -----------------------------------------------------------

Ⅳ 情報収集・発信 -----------------------------------------------------

１ モニタリングデータの収集・発信 -------------------------------------

２ 調査研究成果の収集・発信 ----------------------------------------

３ 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報の収集・発信 --------------- 

４ 交流棟「コミュタン福島」における取組 ------------------------------- 

５ 評価と課題 -----------------------------------------------------

Ⅴ 教育・研修・交流 ------------------------------------------------------ 

１ 放射線等に関する教育 ----------------------------------------------- 

２ 環境の回復・創造に関する人材育成・研修 ----------------------------- 

３ 県民・NPO・関係機関との交流 ---------------------------------------- 

４ 評価と課題 ---------------------------------------------------------- 

Ⅵ 総合的な事業評価 -----------------------------------------------------

Ⅶ 令和６年度における環境創造センターの取組 ----------------------------- 

１ 環境創造センターの取組 ------------------------------------------

２ 学会発表 ----------------------------------------------------------- 

50

61

63

63

71

73

75

75

76

78

79

81

84

84

85

87

88

91

93

93

99

３ 論文掲載 ----------------------------------------------------------- 115

2



 

- 3 - 
 

はじめに 

環境創造センターは、福島県における前例のない原子力災害からの環境の回復

と創造に向け、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収集・発信」及び「教

育・研修・交流」を行う総合的な拠点として、平成 28 年度にグランドオープンし

ました。 

令和６年度は、福島県環境創造センター基本構想に基づく取組を具体的に進め

る「環境創造センター中長期取組方針」のフェーズ３（令和４年度～令和６年度）

の最終年度であり、福島県（以下「県」という。）と研究棟に入居する国立研究

開発法人日本原子力研究開発機構（以下「JAEA」という。）及び国立研究開発法

人国立環境研究所（以下「NIES」という。）の３者が連携して、放射線計測、除

染・廃棄物、環境動態、環境創造の４分野・34 テーマで調査研究を推進しました。 

これらの調査研究の成果については、国や県、市町村の行政施策に反映されて

いるほか、研究成果報告会やシンポジウム、研究者との対話イベントに加え、原

子力に関する高度な知見を有する国際原子力機関（以下「IAEA」という。）によ

る県内大学生向けの講義を新たに実施するなど、県民の不安解消に資するよう、

情報発信に取り組んできたところです。 

また、展示や体験研修を通じて放射線や環境問題を学べる交流棟「コミュタン

福島」においては、これまで県内の小中学生を中心に 70 万人を超える来館者をお

迎えし、本県の現状や放射線に関する理解を深めていただきました。 

この「令和６年度環境創造センター年報」は、こうした環境創造センターにお

ける県、JAEA 及び NIES の令和６年度の取組についてとりまとめたものです。 

一方、令和７年度から、環境動態研究の一部が福島国際研究教育機構（以下

「F-REI」という。）に統合されることに伴い、県、JAEA、NIES 及び F-REI（以下

「４者」という。）による連携・協力協定を令和６年７月に新たに締結したとこ

ろです。 

今後は、４者による新たな連携・協力体制の下、それぞれの強みを生かしつつ、

県内外で活動する様々な機関との連携も活用しながら、令和７年３月に新たに策

定した「第２期環境創造センター中長期取組方針」に基づき、引き続き「モニタ

リング」、「調査研究」、「情報収集・発信」及び「教育・研修・交流」の４つ

の事業を着実に推進してまいりますので、皆様の御支援、御協力をよろしくお願

いいたします。 

 

福島県環境創造センター所長 郡司 博道  
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第１章 環境創造センターの概要 

  

環境創造センター外観  

令和６年８月 コミュタンスタディキャンパス in Summer 
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第第１１  環環境境創創造造セセンンタターーのの概概要要  

 

Ⅰ 沿革 

年  月 事       項 

平成２４年 

  

１月 環境創造戦略拠点基本構想検討委員会設置 

１０月 福島県環境創造センター基本構想発表 

平成２５年 １０月 本館及び南相馬施設の概要発表 

平成２６年 １月 研究棟及び交流棟の概要発表 

  ３月 環境創造センター本館及び南相馬施設建設工事着工 

  ５月 環境創造センター運営戦略会議設置 

  １０月 研究棟及び交流棟建設工事着工 

  １２月 環境創造センター県民委員会設置 

平成２７年 ２月 「環境創造センター中長期取組方針」策定【フェーズ１】 

  ３月 交流棟愛称「コミュタン福島」公表 

  ４月 県、日本原子力研究開発機構(JAEA)、国立環境研究所(NIES)

「環境創造センターにおける連携協力の基本協定」締結 

  ８月 本館竣工、引渡し 

  ９月 南相馬施設竣工、引渡し  

  １０月 旧環境センター、旧原子力センター及び旧原子力センター福島

支所を廃止し、福島県環境創造センターを新設、本館業務開始 

   出張所として環境放射線センター及び福島支所を新設し、それ

ぞれ南相馬市及び福島市で業務開始 

平成２８年 ３月 研究棟・交流棟竣工、引渡し 

  ４月 研究棟 日本原子力研究開発機構福島環境安全センター業務開始 

  ６月 研究棟 国立環境研究所福島支部業務開始 

  ７月 環境創造センターグランドオープン記念式典 

  
 

交流棟「コミュタン福島」業務開始、グランドオープン記念イ

ベント 

   国立科学博物館との連携 

平成２９年 ４月 第１回環境創造センター研究成果報告会開催 

  ７月 環境創造センター開所１周年記念イベント開催 

  ８月 コミュタン福島来館者数１０万人達成 

平成３０年 ３月 第１回環境創造シンポジウム開催 

  ７月 環境創造センター開所２周年記念イベント開催 

  ９月 コミュタン福島 来館者数２０万人達成 

  １１月 三笠宮寛仁親王妃信子殿下センター御視察 

  １２月 第２回環境創造シンポジウム開催 
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年  月 事       項 

平成３１年 

(令和元年) 

１月 復興大臣センター視察 

２月 「環境創造センター中長期取組方針」改定【フェーズ２】 

７月 環境創造センター開所３周年記念イベント開催 

９月 コミュタン福島 来館者数３０万人達成 

令和２年 ２月 第３回環境創造シンポジウム開催 

 １０月 環境創造センター開所４周年記念イベント開催 

令和３年 ３月 第４回環境創造シンポジウム開催 

７月 コミュタン福島 来館者数４０万人達成 

 １０月 環境創造センター開所５周年記念イベント開催 

 １１月 第５回環境創造シンポジウム開催 

令和４年 ２月 「環境創造センター中長期取組方針」改定【フェーズ３】 

８月 環境創造センター開所６周年記念イベント開催 

令和５年 ３月 環境創造センターリニューアルオープン記念式典 

第６回環境創造シンポジウム開催 

 ４月 福島県気候変動適応センター設置 

 ８月 環境創造センター開所７周年記念イベント開催 

令和６年 ２月 第７回環境創造シンポジウム開催 

  コミュタン福島 来館者数６０万人達成 

 ７月 「環境創造センターにおける連携協力に関する基本協定」締結 

 ８月 環境創造センター開所８周年記念イベント開催 

 １１月 第８回環境創造シンポジウム開催 

令和７年 ２月 コミュタン福島 来館者数７０万人達成 

 ３月 「第２期環境創造センター中長期取組方針」策定 
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Ⅱ 施設 

 

１ 施設概要及び所在地 

福島県環境創造センター（本館・研究棟・交流棟（コミュタン福島）） 

〒９６３－７７００  田村郡三春町深作１０番２号 

【出張所】 

環境放射線センター 

〒９７５－００３６  南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５番１６９号 

福島支所 

〒９６０－８１６３  福島市方木田字水戸内１６番６号 

【附属施設】 

野生生物共生センター 

〒９６９－１３０２  安達郡大玉村玉井字長久保６７番地 

猪苗代水環境センター 

〒９６９－３２８４  耶麻郡猪苗代町大字三ツ和字前田３８番２号 
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２ 施設及び主な設備 

施 設 名 称 構造、又は主な設備（○印） 延床面積 摘 要 

環境創造センター【三春町】   

 本館棟 

○ 

鉄筋コンクリート造２階建 

太陽光発電設備 出力 30kW 

4,202.37  

 交流棟 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

鉄骨鉄筋コンクリート造２階

建（渡り廊下を含む） 

画像音響設備 

展示造作・グラフィック 

展示ＡＶ機器 

映像コンテンツ 

全体プロジェクタシステム 

音響システム 

球形ドームスクリーン 

太陽光発電設備 出力 30kW 

4,620.88 

コミュタン福島 

 研究棟 鉄筋コンクリート造２階建

（渡り廊下を含む） 

5,598.61 JAEA、NIES 

 車庫 鉄骨造平屋建 283.12  

 車庫（研究棟） 鉄骨造平屋建 176.26  

 車庫（研究棟） 鉄骨造平屋建 140.80  

 車庫（研究棟） 鉄骨造平屋建 182.37  

環境放射線センター【南相馬市】   

 本館棟 

校正棟 

車庫 

鉄筋コンクリート造２階建 

鉄筋コンクリート造平屋建 

鉄骨造平屋建 

2,852.58 

464.14 

307.20 

 

福島支所【福島市】   

 鉄筋コンクリート造３階建 478.18  

野生生物共生センター【大玉村】   

 本館棟 

救護棟 

飼育舎 

水鳥舎 

熊檻舎 

○ 

木造平屋建 

鉄骨造平屋建 

鉄骨造平屋建 

鉄骨造平屋建 

鉄筋コンクリート平屋建 

展示造作・グラフィック 

299.77 

154.00 

79.92 

39.99 

23.76 

 

猪苗代水環境センター【猪苗代町】   

 

○ 

木造平屋建 

展示造作・グラフィック 

182.18  

公有財産台帳より   

 

8



- 9 -

３ 交流棟「コミュタン福島」の概要 

福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」は、放射線やふくしまの

環境の今を学び、伝える学習施設です。愛称の「コミュタン」は、交流を意味

する「コミューン」と福島県のマスコットキャラクター「キビタン」を合わせ

て名付けられました。 

コミュタン福島の展示室は６つのエリアで構成され、アテンドスタッフの説

明や各エリアを体験することにより総合的にふくしまの今を知り、放射線や環

境問題を理解し、未来について考えることができます。 

本県の復興の状況や環境を巡る社会情勢の変化等を踏まえ、展示を更新し、

令和５年３月 19 日にリニューアルオープンしております。 

 

「１ ふくしまの３．１１から」は、原子力発電所事故からのふくしまの原子

力災害との闘い、復興へ向けた歩みを伝える導入エリアです。 

「２ 未来創造エリア」では、原子力発電所事故による環境への影響や近年、

地球を脅かす環境問題を学び、現在の課題と未来のビジョンをみんなで共有し

ます。 

「３ 環境回復エリア」では、放射線のことを知り、きちんと判断するため

の情報を体験型の展示で学びます。 

「４ 環境創造エリア」では、“原子力に依存しないふくしま”の実現に向

けて、「自分にできること」、「みんなでできること」を発見します。 

「コミュタン福島」６つのエリア 
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「５ 環境創造シアター」では、日本に２つしかない大迫力の全球型シアタ

ーで、「放射線の性質」、「福島のすばらしい自然や文化」や「かけがえのな

い『ふくしま』の環境を未来へつなぐ」を体験します。 

「６ 触れる地球」は、地球上の様々なできごとに触れることができるデジ

タル地球儀です。私たちが生きている惑星“地球”の鼓動を体感することがで

きます。 

コミュタン福島では、学校等の団体を対象として、「放射線」、「自然環

境」、「再生可能エネルギー」などについての体験学習も実施しており、展示

で学んだ知識の定着を図ることができます。 

また、館内は、展示エリアのほか、ホール（約 200 名収容）や大小様々な会

議室を備え、貸出も行っています。 

土日祝日には、様々なイベントやサイエンス体験、工作などの体験プログラ

ム、企画展などを実施しています。

体験しながら放射線の性質を学ぶ子どもたち

再生可能エネルギーを学べる展示

放射線の飛跡を観察できる霧箱

360 度の映像と音響を体感できる日本で

２つしかない全球型シアター
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第２章 環境創造センターの業務報告

県内中学校で行った出前講座

研究員によるサイエンストーク
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福島県環境創造センター

福島県環境創造センターは、前例のない原子力災害からの「環境の回復と創造」

に向けた取組を行う総合的な拠点として、福島県が設置した施設です。当センタ

ーは、平成27年２月に策定した「環境創造センター中長期取組方針」に基づき、

環境放射能や有害物質等のモニタリング、環境回復・創造に向けた調査研究の推

進、モニタリングデータや調査研究成果の情報収集・発信、展示施設等を活用し

た放射線教育・環境教育などを実施しています。 

当センターでは、平成 27 年４月に締結した「環境創造センターにおける連携

協力に関する基本協定」に基づき、福島県、日本原子力研究開発機構（JAEA）、

国立環境研究所（NIES）の三機関が連携協力し、福島の環境回復・創造に向けた

研究開発を行っています。地方公共団体と国の専門機関が一体となった初めての

取組として、県民の皆様の視点に立って「放射線計測」、「除染・廃棄物」、

「環境動態」及び「環境創造」の４つの分野で研究を進めています。 

日本原子力研究開発機構（JAEA）福島廃炉安全工学研究所廃炉環境国際共同研究セ

ンター

日本原子力研究開発機構は、我が国唯一の総合的な原子力研究開発機関です。 

福島第一原子力発電所の事故では、その直後から国の公共指定機関として、モニ

タリングや避難等の支援活動に取り組み、その後も“ふくしま”の環境回復と廃

炉に必要な技術開発を行うなど、“ふくしま”の復興・再生に向けて積極的に研

究開発・支援活動に取り組んでいます。 

廃炉環境国際共同研究センターでは、“ふくしま”の環境回復に係る研究開発

を行い、県民の皆様が安心して生活できるよう、様々なニーズに対応しています。 

その取組として、事故直後から継続して行っている放射線モニタリング、空間

線量率及び放射性物質の沈着量のマップ作成や将来予測などを進めています。 

また、環境中の放射性物質が今後どうなるのかといったことに関する「環境動

態研究」、無人ヘリなどを用いた広範な大地の効率的な測定や迅速に放射性物質

の濃度を測定する放射線計測技術の開発、除染効果の把握及び除染廃棄物の減

容・再利用の方策の支援に係る研究開発などを行っています。 

これらに加え、県民の皆さんの健康管理調査（内部被ばく検査）、放射線に関

する御質問への対応や原子力人材育成への協力・支援などにも積極的に取り組ん

でいます。 
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国立環境研究所（NIES）福島地域協働研究拠点 

国立環境研究所は、環境行政の科学的・技術的基盤を支え、幅広い環境研究に

取り組む国内唯一の研究所として、昭和49年、茨城県つくば市に発足しました。

以来、専門家集団としての高い使命感と幅広い知識を持って、地球温暖化や循環

型社会、生態系の劣化、大気汚染などに関する幅広い環境研究を実施し、国内外

の環境政策に貢献するとともに、環境問題を解決するための適切な情報の発信に

努めてきました。 

長年にわたり培ってきた環境研究の蓄積を基に、東日本大震災の発生直後から

国や地方自治体と連携・協働して、様々な被災地の災害環境研究を行ってきまし

た。その取組は、がれき等の災害廃棄物や放射性物質に汚染された廃棄物の処

理・処分、放射性物質の環境動態や生物・生態系影響、地震・津波による環境変

化・影響、被災地の復興まちづくりと地域環境の創生など広範に及んでいます。 

これらの取組を被災地に根ざして力強く継続的に進めるため、研究棟内に福島

支部（現：福島地域協働研究拠点）を開設しました。こちらを拠点として、福島

県や JAEA をはじめとする関連機関、様々な関係者と力を合わせて、被災地の環

境回復と環境創生に向けた災害環境研究に取り組んでいます。また、環境創造セ

ンターが進める環境情報の収集・発信や教育・研修・交流等の取組に、災害環境

研究の面から協力・支援しています。これらを進めることによって、災害環境研

究の世界的拠点となることを目指します。

福島国際研究教育機構（F-REI） 

福島復興再生特別措置法に基づき設立された特別な法人として、世界に冠たる

「創造的復興の中核拠点」を目指すこととしており、自然環境についての調査分

析や、被災地の安全性を高めるための科学的知見の蓄積と情報発信を行うことに

より、本県の課題解決に貢献します。 

（注記） 

この年報においては、特段の説明がない限り、基本的に以下のとおり用語・意

味を示すものとして使用します。 

環境創造センター 三機関（福島県環境創造センター、国立研究

開発法人日本原子力研究開発機構及び国立研究

開発法人国立環境研究所）又は三機関の活動全

体を表す言葉として使用

福島県環境創造センター 福島県の出先機関又はその活動、三機関が入居

する田村郡三春町の建物を表す言葉として使用
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日本原子力研究開発機構

（JAEA） 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構福

島廃炉安全工学研究所廃炉環境国際共同研究セ

ンター又はその活動を表す言葉として使用

国立環境研究所（NIES） 国立研究開発法人国立環境研究所福島地域協

働研究拠点又はその活動を表す言葉として使用

福島国際研究教育機構

（F-REI） 

福島国際研究教育機構又はその活動を表す言

葉として使用
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第１ 環境創造センター中長期取組方針【フェーズ３】の概要 

Ⅰ 環境創造センター中長期取組方針、方針の期間 

１ 環境創造センターにおいて、県、JAEA、NIES の三者が連携・協力して、中長

期にわたり取り組む基本的な方針を定めるもの。 

２ 環境創造センター運営戦略会議において策定する。  

３ 方針の期間は、平成 27 年（2015 年）度から令和６年（2024 年）度までの 10

年間。 

環境創造センターの事業は、前例がないものであることから、３つのフェー

ズによる段階的な取組方針とする。 

Ⅱ 方針の推進体制 

● 推進の基本的考え方

県は、JAEA 及び NIES と連携・協力を図りながら、環境回復の推進と美しい

自然環境に包まれた持続可能な社会の実現の連携を具現化するための取組を主

体的かつ総合的に行い、本方針を推進する。 

JAEA及び NIESは、福島復興再生基本方針に基づき、原子力災害からの復旧・

復興に向けた取組に積極的に貢献するとともに、本県の環境回復・創造のため、

その優れた知見と研究リソースを活用して、県、JAEA、NIES の３者が一体とな

って総合的な機能が発揮できるよう連携・協力を進める。 
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Ⅲ 事業実施に当たっての基本的考え方 

１ 県民が安心して生活できる環境の一刻も早い実現 

２ 県民の多様化するニーズに応えられる安全と安心が確保された社会の構築 

県、JAEA、NIES の三者が総合的、発展的な連携・協力に取り組むための基盤

整備・体制強化を図りつつ、喫緊の課題のみならず中長期的な課題にも効果

的・効率的に対応できるよう総力を挙げて取り組む。 
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Ⅳ 中長期にわたる事業方針（平成 27 年度～令和６年度） 

● モニタリング

空間線量や放射性物質のきめ細やかで継続的なモニタリングを行うとともに、

一般環境中の有害物質等モニタリングについても着実に実施する。 

また、緊急時におけるモニタリング体制を整え、緊急時の対応に当たる。 

● 調査研究

環境創造センター中長期取組方針の基本的考え方に沿い、効果が高いと見込

まれる調査研究テーマを優先的に選定し、最新の技術や手法を最大限活用し、

関連する研究を計画的、体系的に進め、適時・的確にその成果を活用していく。 

● 情報収集・発信

関係する情報を幅広く収集・整理し、県民等が分かりやすい形で活用できる

ような情報発信体制の整備を進めるとともに、世界が注目する知見や経験を国

際的に共有するための積極的な情報収集・発信を行う。 

● 教育・研修・交流

本県の環境の現状や放射線に関する情報を伝え、本県の未来を創造する力を

育むための教育・研修・交流に取り組む。また、大学等と連携した長期にわた

る人材育成に貢献する。 
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Ⅴ フェーズ３の基本方針（令和４年度～令和６年度） 

東北地方太平洋沖地震及び東京電力福島第一原子力発電所の事故から 14 年以

上が経過する中、避難指示の解除が進むなど、福島の復興及び再生は着実に進展

している。 

一方で、廃炉作業の進捗や国における ALPS 処理水※の処分方針の決定、中間

貯蔵施設に搬入される除去土壌の処分・再生利用等に伴う放射性物質に関する不

安の解消や風評の払拭が求められている。また、持続可能な開発目標（SDGs）や

地球温暖化などの世界的な環境問題への対応など、取り巻く社会情勢等は大きく

変化している。 

そのような中で、福島の復興及び再生をさらに進め、県民が地域に愛着を持ち、

豊かさの実感を持って安全で安心して暮らせる生活環境を実現するためには、科

学的な知見に基づく措置が講じられること、とりわけ、放射性物質に汚染された

環境の回復と新たな環境の創造に関しては、廃炉・ALPS 処理水対策、中間貯蔵

施設における除去土壌の管理等や県外最終処分、避難地域の再生、風評・風化対

策、持続可能な地域環境創生等を始めとした取組が中長期に及ぶことから、引き

続きモニタリング及び調査研究を推進して科学的な知見の充実を図ることが必要

である。 

また、福島の環境回復や環境創造に関する正確な情報について、県民はもとよ

り国内外に向けて継続的かつ効果的に発信するとともに、令和２年（2020 年）

に開館した東日本大震災・原子力災害伝承館等と連携した情報発信など環境に関

する教育・研修、社会との交流等を実施することにより、県土の環境回復・創造

に関する理解の促進に資することも必要である。 

さらに、地球温暖化に伴う気候変動により頻発する自然災害への不安解消に向

け、災害発生時における調査や情報発信に関する三機関の連携を強化することが

重要である。 

このため、三機関における連携を一層強化するとともに、県庁関係各課、研究

機関、NPO 等の協力を得ながら、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収

集・発信」及び「教育・研修・交流」の４つの事業の連携を推進する。 

 

※ ALPS 処理水とは、東京電力福島第一原子力発電所の建屋内にある放射性物質を含む水に 

ついて、多核種除去設備（ALPS）によりトリチウム以外の放射性物質を規制基準値以下まで 

浄化処理した水のこと。 
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第２ 福島県と国際原子力機関（IAEA）との協力 

 

平成 24 年 12 月 15 日、原子力に関する高度な知見を有する国際原子力機関

（IAEA）との間で、放射線モニタリング及び除染の分野における協力覚書を締結し、

河川・湖沼等の除染技術の検討や野生生物における放射性核種の動態調査などの協

力プロジェクトを進めた。 

当初の期間は、平成 25 年～29 年度までの５年間であり、平成 29 年 12 月にプロ

ジェクトを５年間延長する旨の実施取決めへの署名が完了した。 

さらに令和４年 12 月、これまでの協力プロジェクトの成果など将来を担う県内

の若い世代に発信するため、令和９年までプロジェクトを延長することとした。

これにより、令和６年度から９年度にかけて、県内の大学生等を対象に IAEA によ

る講義等を開催することとした。 

令和６年度は、IAEA 協力プロジェクトを開始した平成 25 年から 10 年間の研究

成果等を中心に県内３大学等を対象に講義を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 25 年から令和４年まで（2013～2022）の 10 年間の報告書は次のホームペー

ジに掲載＞ 

https://www.fukushima-kankyosozo.jp/iaeasummary2022.html 

  

IAEA による講義及びワークショップ 
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福島県と IAEA との間の実施取決めに基づく協力プロジェクト 

（平成 30 年～令和９年） 

 

 

① 福島における除染 

○ 技術的アドバイスのため IAEA 及び国際的な専門家から構成される IAEA ミッションを

派遣する。 

○ 環境回復を進める上で生じる新たな課題について支援を行う。 

 

② 除染活動から生じた放射性廃棄物の管理 

○ 技術的アドバイスのため IAEA 及び国際的な専門家から構成される IAEA ミッションを

派遣する。 

○ 地元及び政府の関係機関との意見交換を通じた、放射性廃棄物の保管、放射性廃棄物

の処理、放射性廃棄物を取り扱う際の放射線被ばく等に関する支援を行う。 

 

③ 森林における放射性物質の長期モニタリングとその対策及び放射線モニタリングに関す

る支援 

○ 技術的アドバイスのため IAEA 及び国際的な専門家から構成される IAEA ミッションを

派遣する。 

○ UAV による環境マッピング技術の活用に関する専門家会合を開催しフィールドテスト

を実施する。研修及び技術的支援を実施する。  
（令和４年 12 月 15 日締結） 

 

（平成 30 年～令和４年） 

 
 

① モニタリングに基づく放射性セシウムの動態が水圏に与える影響の評価 

○ 河川水に含まれる溶存態や懸濁態の放射性セシウム濃度を測定し、濃度分布と経時

変化を把握する。 

○ 県内を中心とした河川水のモニタリング結果に基づき、数値モデル等を用いて放射

性セシウムの移動の予測や検証を行う。 

 

② 野生動物における放射性核種の動態調査 

○ 野生動物の筋肉組織、胃内容物、食物等の放射性セシウム濃度の測定や、食性解析、

行動調査等を実施し、一部の野生動物において放射性セシウム濃度が高い要因を推定

する。 

 

③ 陸水域における持続可能な放射性物質対策 

○ 除染後の河川敷の空間線量率や堆積土砂の放射性セシウム濃度等を継続的にモニタ

福島県提案のプロジェクト（FIP） 

IAEA 提案のプロジェクト（FCP） 
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リングし、濃度変化の動向を把握する。 

○ 濃度変化が生じた場合には、その要因を推定するとともに、必要に応じて効果的な

対策を検討する。 

 

④ 放射性物質を含む廃棄物の適正な処理の検討 

○ 焼却灰中の放射性セシウムの存在形態等を分析し、効果的な難溶化手法又は除去技

術を検討する。 

○ 放射性セシウムを含む廃棄物を埋め立てた場合の放射性セシウムの挙動を予測する。

また、浸出水処理施設における捕集技術を検討する。 

 

⑤ 放射性核種の簡易・迅速な分析法の検討 

○ 水試料中のトリチウムを効率的に濃縮・測定する方法、有機的に結合したトリチウ

ムを分離・測定する方法を検討する。 

○ 環境中のストロンチウム-90 を簡易・迅速に分離・測定する方法を検討する。 

 

（①～④平成 29 年 12 月 25 日締結、⑤平成 28 年 10 月 25 日締結）  
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第３ 令和６年度の業務概要 

  

ⅠⅠ  主主なな取取組組  

年 月 取 組 内 容 

令和６年

４月 
コミュタンフェスティバル in G.W.（28 日） 

５月 猪苗代水環境センター３万人記念セレモニー（18 日） 

コミュタンサイエンスアカデミア Basic（全 12 回）初回開催（26 日） 

コミュタンサイエンスアカデミア Advanced（全 12 回）初回開催（26 日） 

熱中症対策出前講座（28 日、７月５日、７月８日） 

６月 令和６年度環境創造センター成果報告会（25 日） 

７月 環境創造センター三機関連携研究体験講座（全４日）（６日） 

「環境創造センターにおける連携協力に関する基本協定」締結式（８日） 

ネイチャーハンタークイズラリー2024（20 日～10 月 31 日） 

８月 野生生物共生センター環境学習会（全４回）初回開催（３日） 

猪苗代水環境センター環境学習会（全２回）初回開催（４日） 

開所８周年記念イベント「コミュタン福島スタディキャンパス 2024 in  

Summer」（17～18 日） 

９月 コミュタンフェスティバル in Autumn（29 日） 

11 月 コミュタン福島スタディキャンパス 2024 in Autumn（３日～４日） 

コミュタンサイエンストーク（13 日） 

IAEA 職員による県内の大学生を対象とした講義（19～20 日、23 日） 

原子力施設等放射能調査機関連絡協議会福島視察会（21 日～22 日） 

理科自由研究発表会（30 日～12 月１日） 

12 月 高校生のための化学物質リスクコミュニケーション講演会・交流会（18 日）

環境創造センター県民委員会（第１回）（20 日） 

令和７年 

１月 

コミュタン福島スタディキャンパス 2025 in Winter（13 日） 

コミュタンサイエンストーク（17 日） 

２月 化学物質リスクコミュニケーション推進セミナー（５日） 

福島県放射能分析精度管理事業結果報告会（28 日） 

３月 環境創造センター県民委員会（第２回）（18 日） 

環境創造センター運営戦略会議（28 日） 
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令和６年度も三機関の連携を一層密にしながら、「環境創造センター中長期取

組方針」（フェーズ３（令和４年度～６年度））及び「令和６年度環境創造セン

ター年次計画」に基づき、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収集・発

信」及び「教育・研修・交流」の４つの事業を推進した。 

 

ⅡⅡ  モモニニタタリリンンググ  

 

国が定める「総合モニタリング計画」及び県の「環境放射能等測定計画書」

に基づく環境放射能モニタリングや、県が定める「水質測定計画」等の各種計

画に基づく一般環境中の有害物質等のモニタリングを着実に実施した。 

環境放射能モニタリングでは、環境放射能の測定値は、福島第一原子力発電

所の周辺地域では事故前の測定値の範囲を上回っている地点もあるが、県内全

域で年月の経過とともに減少する傾向にあることを確認した。 

有害物質等のモニタリングでは、計画に従い実施するとともに、地方振興局

等から緊急に依頼された事案に迅速に対応して調査結果を報告することで、地

方振興局等が法令に基づいて行う原因究明や汚染原因者に対する改善対策等の

指導に寄与した。 

また、原子力防災訓練等に参加し、緊急時モニタリング体制の構築・点検を

実施するとともに、モニタリング要員の知識・技術の習熟を図った。 

 

１１  ききめめ細細かかでで継継続続ししたた環環境境放放射射能能モモニニタタリリンンググシシスステテムムのの充充実実・・強強化化  

 

(1) 全県的な放射能等モニタリング調査の実施【福島県】 

・ 福島第一原子力発電所事故により放出された放射性物質の影響の推移を

把握するため、原子力災害対策本部に設置されたモニタリング調整会議が

定めた「総合モニタリング計画」に基づき、学校・公園等の定点測定、路

線バス等を利用した走行サーベイ及びリアルタイム線量測定システム・可

搬型モニタリングポスト（約 3,500 基）等により、県内全域を対象とした

広域的な空間線量率のモニタリングを実施した。 

・ 土壌、大気、主要な河川・湖沼・海域(水浴場含む)及び地下水等におけ

る放射性物質濃度等を測定した。 

・ 水産課及び港湾課等の県庁関係各課からの依頼に基づき、海水、海底土

等の放射性物質濃度を測定した。 

・ 環境放射能の測定値は事故前の測定値の範囲を上回っている地点もある

が、県内全域で年月の経過とともに減少する傾向にある。 
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＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県原子力防災課 HP    
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16025d/ 

県環境放射能測定マップ  
https://fukushima-radioactivity.jp/pc/ 

県環境放射能監視テレメータシステム 

https://www.atom-moc.pref.fukushima.jp/public/map/MapMs.html 

環境創造センターHP  
https://www.fukushima-kankyosozo.jp/monitoring.html 

 

(2) 原子力発電所周辺の空間線量率、放射性物質濃度等の測定の実施【福島

県】 

・ 原子力発電所の廃炉措置に伴う放射性物質の放出及び福島第一原子力発

電所事故により放出された放射性物質の影響の推移を監視するため、「福

島県原子力発電所の廃炉に関する安全監視協議会環境モニタリング評価部

会」の意見を踏まえて策定された「令和６年度環境放射能等測定計画書」

に基づき、東京電力福島第一原子力発電所及び同福島第二原子力発電所か

ら概ね 30km までの範囲の原子力発電所周辺地域において環境放射能等の

監視測定を実施した。 

・ 環境試料として、降下物、大気浮遊じん、大気中水分、土壌、上水、海

水、海底土、松葉及びほんだわらのガンマ線及びベータ線放出核種分析を

実施した。また、一部試料（土壌、海水、海底土等）でアルファ線放出核

種分析を実施した。 

・ モニタリングポスト、連続ダストモニタ・リアルタイムダストモニタ

で、環境放射能監視テレメータシステムによる環境放射能の常時監視を実

施した。また、電子式線量計を用いた空間積算線量の定点測定を実施し

た。 

・ 福島第一原子力発電所の周辺地域では、高い空間線量率が観測されてい

る地点もあるが、事故直後と比較すると大幅に減少しており、年月の経過

とともに減少する傾向にある。 

・ 地下水バイパス及びサブドレン・地下水ドレン処理済み水の海域への排

出に伴う海水モニタリングを年４回実施し、放射性物質濃度は令和６年度

の調査を含め調査開始以降、告示濃度限度及び WHO 飲料水水質ガイドライ

ンを大幅に下回っていることを確認した。 
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・ ALPS 処理水の放出に係る海域モニタリングについては、毎月、９測点

でサンプリングし、ガンマ線放出核種、トリチウム、全ベータ放射能及び

アルファ線放出核種(プルトニウム)の分析を実施した。 

・ また、トリチウムの分析に当たっては、令和４年度から引き続き電解濃

縮法（従来の減圧蒸留法による検出下限値の 1/10）を採用するととも

に、放出期間中は迅速分析法(従来の方法を基に測定時間等を短縮した方

法)による分析も毎週実施した。 

 

(3) 環境放射能水準調査の実施【福島県】 

・ 「環境放射能水準調査」（原子力規制庁からの受託事業）として、福島

市において大気浮遊じん、降下物（定時、月間）、上水、土壌等の環境試

料中の放射性物質濃度を測定したほか、モニタリングポストにより空間線

量率を常時測定した。 

 

(4) 県民ニーズに対応したモニタリングの実施【福島県】 

・ 特定廃棄物埋立処分施設への埋立処分が終了し、埋立物を前処理するた

めのセメント固型化処理施設（楢葉町）が解体されることから、周辺環境

への影響の有無を確認するため、解体中の同施設における空間線量率及び

大気浮遊じんの放射性物質濃度を測定した。 

 

＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県中間貯蔵・除染対策課モニタリング等 HP 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16045d/ 

 

・ 県民の安心確保のため、県内各地における集会所、学校等で空間線量率

の測定等、住民ニーズに応えたモニタリングを実施するとともに、走行サ

ーベイシステム（KURAMA-Ⅱ）を市町村に貸し出し、市町村のモニタリン

グ事業を支援した。 

 

(5) 環境放射線モニタリングの実施【JAEA】  

・ 原子力規制庁からの受託事業として継続的なモニタリングを実施した

（無人ヘリによる航空機サーベイ及び車両による走行サーベイは、岩手県

から千葉県、群馬県までの事故影響地域を対象に実施。歩行サーベイは、

80km 圏内及び帰還困難区域を対象に実施。海洋モニタリングは、請戸川

河口域を対象に実施）。また、植物等の放射能分析を三春及び南相馬施設
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において実施した。 

・ 福島県からの受託事業として、路線バスに設置した空間線量測定データ

の分析を実施した。 

 

２２  一一般般環環境境中中のの有有害害物物質質等等モモニニタタリリンンググのの実実施施  

 

(1) 一般環境中の有害物質等に関する調査分析の実施【福島県】 

ア 大気汚染 

・ 一般環境調査 

大気汚染防止法に基づき、硫黄酸化物、窒素酸化物、光化学オキシダ

ント及び微小粒子状物質（PM2.5）等を 16 測定局で常時監視するととも

に、会津若松市及び白河市において有害大気汚染物質の調査を実施し

た。また、県内４地区で一般環境大気中のアスベスト濃度を調査すると

ともに、会津若松市及び三春町において酸性雨調査を実施した。 

・ 発生源対策調査 

大気汚染防止法に基づく建築物の解体等に係る作業基準の遵守状況等

を確認するため、建物解体等に係る作業現場周辺の大気中のアスベスト

濃度を調査した。 

 

＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県水・大気環境課環境等測定結果 HP  
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035c/ 

 

イ 水質汚濁 

・ 一般環境調査 

「令和６年度水質測定計画」に基づき、有害物質を使用している工

場・事業場周辺等の地下水中の揮発性有機化合物、重金属類等の有害物

質を調査した。 

・ 発生源対策調査 

水質汚濁防止法等に基づく排出基準の遵守状況を確認するため、特定

事業場等から出る排水等の揮発性有機化合物、重金属類の有害物質等を

調査するとともに、ゴルフ場の排水中の農薬を調査した。 
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ウ 騒音・振動 

・ 交通騒音調査等 

市町村が実施する新幹線や高速道路等の交通騒音調査等を支援するた

め、市町村担当者向け機材取扱研修会を開催するとともに、市町村に対

して測定機材を貸し出した。 

・ 航空機騒音 

航空機騒音に係る環境基準の達成状況を確認するため、福島空港周辺

４地点（年４回）で調査した。 

 

エ 廃棄物関係 

・ 廃棄物処理法等に基づく排出基準の遵守状況等を確認するため、一般

廃棄物最終処分場及び産業廃棄物最終処分場の放流水及び周縁地下水等

の pH、BOD 及び有害物質等を調査した。また、旧産業廃棄物最終処分場

の処理水等の有害物質等を調査した。 

 

オ 化学物質関係 

・ ダイオキシン類調査 

ダイオキシン類対策特別措置法等に基づく排出基準の遵守状況等を確

認するため、一般廃棄物最終処分場、産業廃棄物最終処分場の放流水等

を調査した。また、産業廃棄物の中間処理物を調査した。 

・ 化学物質環境実態調査 

環境省からの委託事業として、海域及び河川において海水等を採取

し、前処理を実施した。 

・ 有機ふっ素化合物（PFAS）調査 

公共用水域及び地下水の有機ふっ素化合物（ペルフルオロオクタンス

ルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOS））を調査した。 

 

(2) 猪苗代湖のモニタリング調査の実施【福島県】 

・ 猪苗代湖の水質保全対策に資するため、猪苗代湖及び主要流入河川のイ

オンバランスの季節変動・経年変化調査を年６回及び猪苗代湖湖心におけ

る難分解性有機物調査を春季と秋季に計２回実施した。 

 

＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県猪苗代調査関係 HP 
https://www.fukushima-kankyosozo.jp/inawashiro-chousa.html 
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３３  モモニニタタリリンンググデデーータタのの一一元元管管理理、、解解析析・・評評価価  

 

(1) 環境放射能モニタリングデータの管理【福島県】 

・ 原子力発電所の周辺モニタリング結果は、原子力の専門家等から構成さ

れる「福島県原子力発電所の廃炉に関する安全監視協議会環境モニタリン

グ評価部会」で評価を受けるとともに、速やかに県のホームページで公表

した。 

・ また、ALPS 処理水の放出に係る海域モニタリングの結果については、

結果が判明次第速やかに県のホームページで公表した。 

・ 空間線量率等の測定データは、地図上で閲覧できる「放射能測定マッ

プ」、「空間線量率マップ」等により県のホームページで過去の結果も含

めてわかりやすく公表した。 

・ 原子力発電所の周辺モニタリング及び環境放射能水準調査（モニタリン

グポスト）の測定データは、環境放射線センター及び福島支所が常時監

視・解析を実施し、環境創造センター、環境放射線センター、県庁及び発

電所周辺の 13 市町村に配備した大型表示装置及びホームページ（PC 版及

びモバイル版）でリアルタイムに公表した。 

 

＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県原子力防災課 HP    
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16025d/ 

県環境放射能測定マップ  
https://fukushima-radioactivity.jp/pc/ 

県環境放射能監視テレメータシステム            
https://www.atom-moc.pref.fukushima.jp/public/map/MapMs.html 

県環境創造センターHP  
https://www.fukushima-kankyosozo.jp/monitoring.html 

    国立研究開発法人日本原子力研究開発機構(JAEA) 

 放射性物質モニタリングデータの情報公開 HP 

https://emdb.jaea.go.jp/emdb/ 

 

(2) 一般環境中の有害物質等のモニタリングデータの管理【福島県】 

・ 関係機関と連携し、大気汚染、水質汚濁、騒音、化学物質等に関する調

査分析結果や大気汚染常時監視データ等の管理及び解析・評価を実施し

た。 
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＜調査結果の詳細は次のホームページに掲載＞ 

県水・大気環境課環境等測定結果 HP 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035c 

                     

(3)  環境放射能等測定における信頼性の確保【福島県】 

・ 正確な放射線量（率）を測定するため、環境放射線センターで県関係機

関が所有するサーベイメータ及び個人線量計の校正を実施した。 

 

(4) 正確な測定技術の確保【福島県】 

・ より正確なモニタリングデータを県民に提供するために、放射能測定の

技術向上を図る目的で、放射能分析精度管理事業を開催した（県、市町村

等 21 機関参加）。 

・ 職員の技術向上のため、測定分析の外部研修（放射能にあっては原子力

規制委員会主催、有害物質等にあっては環境省主催）を受講した。 

・ 放射能にあっては IAEA 及び公益財団法人日本分析センターが主催する

精度管理事業、有害物質等にあっては環境省及び県が主催する精度管理事

業に参加し、良好な結果を得た。 

 

４４  緊緊急急時時ににおおけけるるモモニニタタリリンンググ体体制制のの構構築築・・運運用用  

 

(1) 緊急時モニタリング体制の構築【福島県】 

・ 令和６年 10 月９～10 日に開催された緊急時モニタリングプレ訓練、令

和６年 12 月 11～12 日に開催された緊急時モニタリングセンター(EMC)活

動訓練及び令和７年１月 21 日に開催された福島第一原子力発電所での事

故を想定した福島県原子力防災訓練に参加し、緊急時モニタリングに係る

知識・技術等の習熟を図った。 

 

(2) 大規模火災対応等訓練【JAEA】  

・ 令和５年 10 月 13 日に福島県及び双葉地方広域市町村圏組合消防本部が

主催する「令和５年度避難指示区域内における大規模火災対応訓練」に消

防隊員及び消防車両のスクリーニングの支援対応として参加した。 

 

(3) 環境汚染事故等の緊急時体制の充実・強化【福島県】 

・ 緊急時において、迅速かつ的確に水質調査を実施するため、試験検査標

準作業手順書を整備・改訂するとともに、分析方法の OJT を実施して分析
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体制の強化を図った。 
・ また、騒音・振動等の苦情の際に、市町村が的確に調査できるように、

要望のあった市町村等に対して測定機器の貸し出し等の技術支援を行っ

た。 
・  これらの緊急時体制を運用することで、水質等に関する事故又は苦情等

が生じた際の周辺環境への影響の確認や原因の特定又は改善状況確認のた

めの水質調査等を迅速かつ的確に実施した。  
・ 令和４年 11 月下旬から 12 月にかけて伊達市、飯舘村で発生した高病原

性鳥インフルエンザの事案については、周辺の河川及び地下水の水質調査

を継続実施することで、防疫措置による影響がないことを確認した。  
・ また、メッキ工場を起因とする地下水汚染事案や新たに環境基準超過が

確認された地下水汚染事案等においては、工場周辺等における地下水調査

を実施したが、その結果は地方振興局等が法令に基づいて行う汚染原因者

に対する原因究明、改善対策等の指導に活用された。  
・ さらに、騒音及び低周波音に係る苦情事案に対し、市町村が行う発生源

周辺における調査や、その測定結果の解析・評価等について支援した。 

 

５５  評評価価とと課課題題  

 

((11))  主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜１１次次評評価価：：福福島島県県環環境境創創造造セセンンタターー＞＞  

 

・ 各種放射能モニタリングを計画どおり実施するとともに、その結果につ

いて「福島県原子力発電所の廃炉に関する安全監視協議会環境モニタリン

グ評価部会」で解析・評価を実施した。また、ALPS 処理水の海洋放出に

係るモニタリングをきめ細かに継続して実施し、県のホームページ等で公

表することで、県民へ速やかに情報を提供した。 

・ 有害物質等のモニタリングを計画どおり実施し、県内の汚染状況の把握

に努めた。また、各地方振興局等が事業者指導を適切に実施できるよう、

大気汚染、水質汚濁、廃棄物等の分析を計画どおり実施するとともに、緊

急の事案にも的確に対応し、分析結果を各地方振興局等に報告することで、

地方振興局等が法令に基づいて行う、原因究明や汚染原因者に対する改善

対策等の指導に活用された。 

・ 猪苗代湖のモニタリング調査を計画どおりに実施し、水質データを継続

的に取得した。 
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・ 放射能測定機器の校正及び放射能分析精度管理事業への参加により、分

析過程の検証を実施することで分析精度の信頼性を確保した。また、計画

的に分析研修を職員に受講させ、所内での勉強会を開催する等により分析

技術の維持、向上に努めた。 

・ 原子力災害を想定した訓練に参加し、緊急時のモニタリング体制を維持

するとともに、モニタリング要員の技能向上を図った。 

・ 環境汚染事故等では、地下水汚染事案に迅速に対応するとともに、事案

発生時のモニタリング体制の維持、強化に努めた。また、騒音等の苦情対

応に協力した。 

・ 有害物質等の正確な分析の維持、向上のため、引き続き環境省等の現地

及びリモートでの分析研修を受講する必要がある。 

 

((22))  主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜２２次次評評価価（（放放射射能能モモニニタタリリンンググ））：：小小山山吉吉弘弘氏氏（（元元  

福福島島県県原原子子力力専専門門員員））＞＞  

 

・ 令和６年度は福島県環境創造センターの「中長期取組方針」(平成 27 

年度〜令和６年度)の最終年度にあたり、放射能モニタリングの分野にお

いても各種放射能モニタリングについては従来同様計画どおり実施され、

その結果についても県民へ速やかに情報提供が行われている。 

・ 全県的な放射能モニタリングについては、福島第一原子力発電所事故の

影響の推移を図るため実施されているが、測定結果の分析・評価の情報発

信については一層の充実を図っていく必要があるのではないか。 

・ 総合モニタリング計画においては、地方公共団体はモニタリング測定結

果の分析・評価の集約・発信を行うとしており、特に分析・評価とは「モ

ニタリングデータの信頼性の確認を実施し、さらに異常値が検出された際

には、その要因を解析すること等をいう。」と定義している。この意味に

おいて、モニタリングデータの信頼性確認等のためどのように取り組んで

いるかの情報発信については必ずしも十分とは言えない側面があるのでは

ないか。 

・ 令和６年度のモニタリングの取組について「きめ細かで継続した環境放

射能モニタリングシステムの充実・強化」という観点から、例えば昨年度

から実施しているモニタリングポスト内測定装置の耐震性改善の取組み等

についても、その実施内容を業務年報等で適切に報告していくことが望ま

れる。原子力発電所周辺モニタリングについては、福島第一原子力発電所

事故による環境の推移の把握とともに、その後の廃炉作業による異常放出
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の有無の確認も大きな役割であり、この意味でモニタリングポスト等によ

る常時監視結果の分析・評価の充実を図っていく必要があるのではないか。 

 

((33))  主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜２２次次評評価価（（有有害害物物質質等等モモニニタタリリンンググ））：：中中野野和和典典氏氏

（（日日本本大大学学工工学学部部  教教授授））＞＞ 

 

・ 大気汚染に関する調査分析として、16 測定局で大気汚染の常時監視が

行われている。発生源対策として、建物解体作業現場周辺の大気中のアス

ベスト濃度の調査が実施されている。 

・ 水質汚濁に関する調査分析として、「令和６年度水質測定計画」に基づ

く地下水の水質調査が実施されている。 

・ 騒音・振動に関する調査分析に関しては、市町村に対して測定機材を貸

し出し、福島空港周辺の航空機騒音調査は４地点で実施された。 

・ 廃棄物に関する調査分析として、一般廃棄物最終処分場、産業廃棄物最

終処分場で、有害物質等が測定され、旧産業廃棄物最終処分場の浸出水、

処理水等の有害物質等が測定されている。 

・ 環境省の委託事業として、化学物質環境実態調査が海域及び河川で、ダ

イオキシン類対策特別措置法に基づく排出基準の遵守状況等の調査として

一般廃棄物最終処分場、産業廃棄物最終処分場の放流水等の調査が行われ、

産業廃棄物の中間処理物の調査が実施されている。 

・ 猪苗代湖のモニタリングとして、猪苗代湖及び主要流入河川のイオンバ

ランスの季節変動・経年変化調査及び猪苗代湖湖心における難分解性有機

物調査（春季と秋季の計２回）が実施されている。 

・ 以上の成果より、県庁関係各課が定める計画に基づいた一般環境中の有

害物質等モニタリングが十分に実施されていることが確認できた。大気汚

染、水質汚濁等の実態と経年変化の把握のためには、引き続き継続してモ

ニタリングを実施していくことが必要である。 

・ 一般環境中の有害物質等のモニタリングデータの管理については、関係

機関との連携により、大気汚染、水質汚濁、騒音、化学物質等に関する調

査分析結果、大気常時監視データ等の管理や解析・評価が実施された。 

・ 以上の成果より、モニタリングデータの一元管理と解析・評価が有効に

実施され、正確な分析を行うための支援策の運用が十分になされ、県民の

ニーズに貢献する情報の開示状況についても確認することができた。 

・ 環境汚染事故等の緊急時体制の充実・強化については、大気、水質に関

する事故や苦情等が生じた際に、環境への影響の有無の確認、原因の特定、
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改善状況の把握等のための水質等の調査分析を実施している。特に、令和

４年 11 月下旬から 12 月にかけて伊達市、飯舘村で発生した高病原性鳥イ

ンフルエンザの事案では、防疫措置に伴う環境への影響を確認するため、

令和６年度も継続して周辺河川及び地下水の水質調査が実施されている。 

・ 騒音・低周波音に係る苦情事案においては、調査に協力するとともに、

測定結果の解析、評価を行った。 

・ 以上の成果より、環境汚染事故等の緊急時には、モニタリング体制の維

持・運用が図られており、実際に発生した高病原性鳥インフルエンザ事案

にも迅速に対応できたことで、緊急時におけるモニタリング体制の運用に

も問題がないことを確認できたと言える。引き続き同様の方策を継続して、

緊急時に備える必要がある。 
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ⅢⅢ  調調査査研研究究  

「環境創造センター調査研究計画（フェーズ３）」に基づき、福島県、

JAEA、NIES の三機関が、「放射線計測」、「除染・廃棄物」、「環境動態」、

「環境創造」の４つの部門において調査研究を着実に進めた。調査研究の成果

は、学会発表、論文投稿、成果報告会等により情報発信を実施し、福島県の環

境回復と環境創造への貢献を図った。 

また、フェーズ３からの新たな取組である部門間連携については、研究成果

をとりまとめた事例集及び報告書を作成した。 

調査研究事業の全体像 
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フェーズ３における放射線計測部門のイメージ図

１１  調調査査研研究究計計画画及及びび成成果果

(1) 分析・測定技術の開発【JAEA、福島県】

① 動態解明等のための放射性物質の分析法の高度化【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 有機結合型トリチウム(OBT)を含めたトリチウム分析法について、

引き続き他分析機関と連携しながら精度を向上する。 

・ ALPS 処理水の状況を考慮し、適宜、トリチウム以外の人工放射性核

種の分析手法について検討する。 

・ 引き続き JAEA の助言を得ながら、災害廃棄物仮置場を想定した空

間線量率のシミュレーション計算結果から災害廃棄物中のセシウム

137 濃度を推定する手法の検討結果をとりまとめる。

イ 令和６年度成果

・ OBT 分析法の精度を高めるため、大熊町・双葉町で採取した松葉の

OBT を対象に、公益財団法人環境科学技術研究所の助言を得ながら分

析を実施し、0.72～1.03 Bq/L･燃焼水の範囲で検出した。また、同じ

松葉試料中の組織自由水トリチウム（TFWT）についても分析（0.55～

1.05 Bq/L）し、TFWT 濃度と OBT 濃度の比較を行ったところ、両者に

大きな違いは見られなかった。

・ 電解濃縮装置を用いたトリチウム分析法について、IAEA が実施する

技能試験に参加し、良好な評価が得られた。

放放射射線線計計測測部部門門  
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・ 災害廃棄物の円滑な広域処理に資することを目的として、空間線量

率によるセシウム 137 濃度推定手法の現場での適用可能性を評価する

とともに、除染・廃棄物部門と合同で、採取した廃棄物を用いて、非

破壊検査法による放射性物質濃度測定の精度を評価し、結果を報告書

形式でとりまとめた。

OBT 分析（前処理）の様子

② 放射性物質分析技術の高度化【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 令和５年度で構築した分析法を利用して、その他環境試料への適応

拡大を図る。

・ オンサイト濃縮技術と ICP-MS/MS を用いたテクネチウム 99 のモニタ

リング技術開発を進める。

・ 開発した OBT 迅速分析法の適用試料を拡充し、得られた結果から環

境への影響を考察する。

・ 環境試料等の ToF-SIMS分析を進め、同位体比パターンを指標とする

起源追跡への適用を目指す。

・ 継続して、微粒子の ToF-SIMS 分析/同位体比パターン解析法の適用

性を調査する。

イ 令和６年度成果

・ １mm 糸巻フィルタと強塩基性イオン交換樹脂を備えたオンサイト濃

縮装置を構築し、200L 程度の海水に含まれるテクネチウム 99 を約

100％吸着していることを確認した。

・ フィルタと樹脂から懸濁態と溶存態のテクネチウム 99 を回収する

手法を開発した。

・ 開発した OBT 迅速分析法を令和５年度に採取した福島県沿岸のヒラ

メ 12 匹へ適用し、全 OBT の値が全て検出限界値未満（検出限界値：

0.95 Bq/kg 生）であることを地元漁協へ報告した。

・ 材料系試料など測定対象範囲を拡げて ToF-SIMS分析を進め、同位体

比パターンを指標とする試みを実施した。
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・ 継続して、微粒子の ToF-SIMS 分析/同位体比パターン解析法の適用

性を調査した。

③ 避難指示区域解除に向けた放射線測定技術開発と原子力防災への適用

【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 原子力規制庁から受託する大規模モニタリング事業の確実な実施と

線量率及び放射性セシウム濃度の変化傾向を解析する。

・ 特定復興再生拠点外の帰還困難区域に関するモニタリング及び線量

評価を継続的に実施するとともに、自治体との情報共有を図る。

・ トリチウムを含めた海洋のモニタリングデータの解析を実施すると

ともに結果を原子力規制庁に共有する。

・ 原子力防災への活用を目指した無人飛行機のデータ収集及びデータ

共有システムを開発する。

イ 令和６年度成果

・ 原子力規制庁から受託する大規模モニタリング事業の確実な実施と

線量率及び放射性セシウム濃度の変化傾向を解析した。

・ 特定復興再生拠点外の帰還困難区域に関するモニタリング及び線量

評価を継続的に実施するとともに、自治体との情報共有を図った。

・ トリチウムを含めた海洋のモニタリングデータの解析を実施すると

ともに結果を原子力規制庁と共有した。

・ 原子力防災への活用を目指した無人飛行機のデータ収集及びデータ

共有システムを開発した。

(2) 被ばく線量等の評価手法・モデル開発【JAEA、福島県】

① 原子力発電所事故の影響を踏まえたモニタリングデータの解析・評価に

関する研究 【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 環境試料の放射性核種（セシウム 134、セシウム 137、トリチウム、

ストロンチウム 90 等）のデータについて、「平常の変動幅」の設定

手法を検討する。

・ 大気浮遊じん、上水等のモニタリングデータを用いた被ばく線量評

価を試行する。

イ 令和６年度成果

・ モニタリング結果の評価を客観的に行う手法を検討するため、モニ

タリングポストで測定した空間線量率が統計的に有意な減少傾向を示

すかどうかを地点ごとに解析した結果、解析対象とした 26 地点全て

で減少傾向と評価した。この結果は本庁のモニタリング担当課から公

開の会議で報告された。
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・ モニタリング結果の評価を客観的に行う手法を検討するため、大気

浮遊じん中セシウム 137 濃度の変動傾向を解析した結果、評価基準

（回帰直線と実測値の相対誤差から求めた標準誤差の２倍）の超過率

は９％であった。

モニタリングポスト（１地点）で測定された空間線量率の解析結果

② 放射性物質の環境動態を考慮した被ばく解析評価ツールの開発・整備

【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 継続して、環境中の放射性セシウムの動態及び対策が、線量率及び

林産物等に与える影響についてシミュレーションにより評価する。

イ 令和６年度成果

・ コンパートメントモデルを利用した数値シミュレーションにより、

森林管理において追加的な対策を想定した際に、それらの対策が木材

中の放射性セシウム濃度に与える影響について試行的に検討した。そ

の結果、材中のセシウム濃度を低減するためには、インベントリを低

減させるための落葉層・土壌層の一部除去と、経根吸収率抑制のため

のカリウム施肥が効果的である可能性が示唆された。（F-REI からの

受託研究の成果）
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コンパートメントモデル概念図（左）と追加的対策効果の予測結果（右）

③ 地衣類、コケ等の特性を活かした放射性物質の沈着・飛散挙動評価

【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 継続して地衣類等が捕捉した微粒子の存在量評価のための手法を検

討する。

・ 令和５年度に取得したコケバッグ観測の結果と、これまでの観測試

験及び解析結果を総括し、コケバッグ適用時の観測条件等を取りまと

め評価する。

イ 令和６年度成果

・ 継続して地衣類等が捕捉した微粒子の存在量評価のための手法を検

討した。

・ 令和５年度に取得したコケバッグ観測の結果と、これまでの観測試

験及び解析結果を総括し、コケバッグ適用時の観測条件等を取りまと

め評価した。

２２  部部門門長長にによよるる評評価価＜＜池池内内嘉嘉宏宏  ((元元  公公益益財財団団法法人人日日本本分分析析セセンンタターー  理理事事))＞＞  

放射線計測部門では、大きく分けて「分析・測定技術の開発」と「被ばく線

量の評価手法・モデル開発」という２つの中区分で二機関連携のもと研究を進

めてきた。 

「分析・測定技術の開発」においては、OBT 分析法について、大熊町及び双葉

町で採取した松葉を対象に、公益財団法人環境科学技術研究所の助言を得なが

ら分析を実施し、0.72～1.03 Bq/L･燃焼水の範囲で検出した。 

また、開発した OBT迅速分析法を用いて、令和５年度に福島県沿岸で採取した

ヒラメを分析したところ、全試料で検出限界値である 0.95 Bq/kg 生未満である

ことを地元の漁協に報告した。さらに、低濃度まで定量できる電解濃縮装置を
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用いたトリチウム分析法について、国際原子力機関（IAEA）が実施する技能試

験に参加し、分析法の妥当性を確認した。東京電力福島第一原子力発電所から

のトリチウムを含む ALPS 処理水の海洋放出に対して、これらトリチウムに係る

分析・測定技術の開発及び妥当性の確認を、今後も継続していく必要がある。 

災害廃棄物の円滑な広域処理に資するため、空間線量率によるセシウム 137の

濃度推定法を、現場で適用可能かを評価するとともに、除染・廃棄物部門と合

同で、採取した災害廃棄物を対象に非破壊分析法による測定の精度を評価して

報告書とした。 

１mm 糸巻フィルタ及び強塩基性イオン交換樹脂を備えた装置を現場で試した

ところ、200L 程度の海水に含まれるテクネチウム 99 を、ほぼ 100%吸着できるこ

とを確認した。また、この装置のフィルタ及び樹脂から、懸濁態及び溶存態の

テクネチウム 99 を回収する方法を開発した。

「被ばく線量の評価手法・モデル開発」においては、モニタリング結果の評

価を客観的に実施する方法を検討するため、モニタリングポストで測定した空

間線量率が、統計的に有意な減少傾向を示すか検討したところ、解析対象とし

た 26 地点全てで減少傾向にあった。この結果は福島県庁の公開の会議で、福島

県庁の担当課から報告された。コンパートメントモデルを用いた数値シミュレ

ーションにより、森林における放射性セシウム濃度を低減する対策として、落

葉層・土壌層の一部除去及び根からの吸収を抑制するカリウム肥料が効果的で

あることを確認した。 

令和５年度に採取したコケバッグ観測結果及びこれまでの観測試験並びに解

析結果を総括し、コケバッグ適用時の観測条件等を取りまとめ評価した。 

令和４年度から始まったフェーズ３は本年度で最後となり、10 年間続けてき

た第１期環境創造センター中長期取組方針も終了するが、放射線計測部門で

は、「分析・測定技術の開発」と「被ばく線量の評価手法・モデル開発」の２

分野において、今まで開発した分析・測定手法について、分析結果の精度を担

保するとともに、より正確な被ばく線量評価のためのモデルの高度化及び精度

向上を実施し、周辺住民等の安全・安心に寄与するとともに、ALPS 処理水の海

洋放出、廃炉作業及び自然災害の発生等に伴う自治体の行政判断に寄与する正

確な情報を、来年度から始まる第２期環境創造センター中長期取組方針におい

ても、提供し続けていく必要がある。 
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フェーズ３における除染・廃棄物部門のイメージ図

１１  調調査査研研究究計計画画及及びび成成果果

(1) 地域循環共生圏の創造に向けたバイオマス利活用技術の確立【NIES、福

島県】

① 資源循環等の推進に向けたバイオマスの有効利用に関する研究【福島県】

ア 令和６年度計画

・ これまで実施してきた放射性セシウムを含む木質燃料燃焼試験の結

果について、試験スケール（実機・ラボレベル）や炉形式（ストーカ

式・流動床式等）、燃焼温度及び燃料の種類（黒チップ・白チップ・

バーク）を踏まえてとりまとめる。

・ 木質燃料の流通状況に関する調査について、NIES（環境創造部門）

の調査結果と組み合わせつつとりまとめる。

イ 令和６年度成果

・ これまで、実機とラボレベルの燃焼炉で放射性セシウムを含む木質

燃料を燃焼利用した場合の灰や排ガスへの放射性セシウムの挙動調査

を行ってきた。その結果、①炉形式が同じであれば試験スケール（実

機とラボレベルの燃焼炉）による結果への影響は軽微である、②炉形

式により灰への放射性セシウムの移行挙動は異なる（ストーカ式の場

合主灰と飛灰が生じるためそれぞれに放射性セシウムが移行し濃縮す

る、流動床式の場合飛灰しか生じないため放射性セシウムは飛灰に濃

除除染染・・廃廃棄棄物物部部門門
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縮する）、③炉形式を問わず燃焼温度の上昇に伴い飛灰への放射性セ

シウムの移行傾向が顕著となる、④投入燃料の灰分量の違いによって

灰の発生量が異なり、結果的に灰の放射性セシウム濃度に影響を与え

る、ということを明らかにした。

・ 県（除染・廃棄物部門）と NIES（環境創造部門）がこれまでに実施

してきた木質燃料の流通状況に関する調査を整理し、素材生産の段階

では県全体で約３割の事業者が放射性物質による森林の汚染を課題と

して認識しているものの、放射性物質を要因とした木質燃料の流通の

停滞はほとんど発生していないことを明らかにした。また、素材生産

者においては木質燃料の原料となる原木の生産量の不足、燃料製造業

者・発電事業者においては原木・木質燃料の供給不足が課題となって

おり、現在建設中及び計画中の発電施設を考慮すると更に木質燃料の

競合が加速することが見込まれた。

流動床式のラボ燃焼炉

ストーカ式のラボ燃焼炉

燃燃焼焼炉炉  

集集塵塵装装置置  

排排ガガススのの流流れれ  

主主灰灰のの排排出出口口  

燃燃料料投投入入口口  

燃燃焼焼炉炉  
集集塵塵装装置置  

流流動動砂砂等等のの排排出出

飛飛灰灰のの排排出出口口  

排排ガガススのの流流れれ  

燃燃料料投投入入
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② 対策地域内等におけるバイオマス利活用技術及びシステムの開発

【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 前年度に調査した施設と異なる実機木質バイオマスガス化熱電併給

施設（県外）に対して調査を実施し、物質収支と放射性セシウムを含

めた元素フローを解析する。

・ 福島県の木質バイオマスに対して、上記施設への適用可能性を評価

する。また、実機バイオ炭に対して、リンやカリウム等に着目した肥

料特性を把握する。

・ ネットゼロに向けたバイオマス利活用計画を進める地域に関して、

メタン発酵原料となり得るバイオマス種と量を整理し、代表的な品目

については近赤外吸収スペクトルと分析した栄養成分との対応データ

を蓄積し、スペクトルからのバイオマス性状予測モデルの構築を進め

る。

イ 令和６年度成果

・ 県内で稼働する木質ガス化熱電併給施設において上記燃料の利用を

検討するため、森林総合研究所と連携して熱力学的解析手法等を用い

て、ガス化炉内に溶融物（クリンカ）が生成しない運転の可能性を明

らかにした（木質原料中の灰分のカルシウムとカリウムの組成比をカ

ルシウムがリッチな組成へコントロール）。

・ 県内の木質ガス化熱電併給施設から排出されるバイオ炭を、炭素貯

留機能を有した肥料としての利用を検討するため、明治大学と連携し

てまずは以下の予備的検討を行った。バイオ炭単独、バイオ炭＋堆肥

もしくは化学肥料の混合物を肥料として、それぞれの試料を酸抽出試

験等に供して、可給態リン（作物に直接吸収利用できる形態）の存在

量、リンの溶出性、バイオ炭へのリンの吸着性等を調べた。バイオ炭

の添加により、可給態リンの量や水溶性リンの量が増える傾向であっ

た。また、上記の肥料とバイオ炭を併用した栽培ポット試験を行い、

バイオ炭を添加することで植物の重量が増加する効果を確認した。さ

らに、浜通りの地域の復興として、ガス化熱電併給施設とメタン発酵

施設のコンバインドシステムの実装も検討していることから、バイオ

炭＋メタン発酵液の組み合わせによる栽培ポット試験も行い、メタン

発酵液のケースでも同様に植物の重量が増える効果を確認できた。バ

イオ炭の併用は植物の栽培に有用であることが示唆された。

・ ネットゼロに向けたバイオマス利活用計画を進める地域に関して、

環境創造部門と連携してメタン発酵原料となり得る廃棄物系バイオマ

ス種と量を整理し、メタン発酵システムの設計に着手した。最終的に

は、実証事業の提案を行った。
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バイオ炭の炭素貯留及び肥料としての利用の検討（明治大学加藤雅彦准教

授との共同研究）  
 

(2) 廃棄物等の適正処理・再生利用技術の確立【NIES、福島県】 

① 廃棄物処理施設等における放射線影響についての安全性評価【福島県】 

ア 令和６年度計画 

・ 一般廃棄物最終処分場の浸出水の放射性セシウム濃度と各種元素濃

度の関係や放射性セシウム濃度と浸出水量及び降雨量の関係を明らか

にする。  
・ 一般廃棄物最終処分場内の放射性セシウムの挙動をシミュレーショ

ンによって定性的に明らかにする。  
・ これまで実施してきた一般廃棄物最終処分場等に関する調査結果及

びシミュレーション結果についてとりまとめる。 

イ 令和６年度成果 

・ 数か所の一般廃棄物最終処分場を対象に、浸出水中の放射性セシウ

ム濃度と各種元素濃度の関連性や浸出水量と降雨量の関係を調査する

ことで処分場毎の特性を検討し、処分場間の類似点や相違点等を定量

的に明らかにした。 
・ 一般廃棄物最終処分場を簡略模擬した２次元簡易処分場内の溶存態

及び懸濁態放射性セシウムの挙動をシミュレーションによって定性的

に確認した。 
・ これまで実施してきた一般廃棄物最終処分場等に関する調査結果を

まとめることで各物質の濃度の経時変化を確認した。また、シミュレ

ーション結果をまとめることで処分場内の全体的な水と物質の挙動を

把握できた。 
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一般廃棄物最終処分場における放射性セシウムの拡散挙動シミュレー

ションの例

② 最終処分に向けた除去土壌等の減容化・処分技術システムの開発【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 溶融スラグ３種のテストセルの環境モニタリングを実施して、スラ

グ再生利用における安全性の評価を実施する。

・ 灰洗浄・吸着濃縮については処理時間も考慮したベンチ試験を実施

して、現実的運転条件について提案する。

・ セシウム含有飛灰のセメント固型化体にはセシウム溶出を完全に防

止する能力はないが、コンクリートへのセシウム浸透は骨材による固

定吸着により浸透遅延する。また、コンクリートの炭酸化によっても

セシウムは著しい吸着を起こす。処分施設内からセシウムが溶出する

ことをコンクリートは防止できることが分かったが、より長期的には

いったんコンクリートに入ったセシウムが放出されるのか確認する必

要もある。そこで、いったんコンクリートに浸透・吸着したセシウム

が、低濃度セシウム溶液によりイオン交換し溶出するのか検討する。

・ 処理・処分シナリオ評価では、多様なシナリオを評価しつつ、経済

性評価の精緻化、そしてシナリオ毎の安全評価を実施する。

イ 令和６年度成果

・ 溶融スラグの屋外実証試験（φ4.0m×h3.1m のテストセル３基）を

用いて、双葉仮設灰処理施設等から排出される溶融スラグの環境安全

性に関する実証研究を開始した。

・ 県外最終処分に向けた減容化方策の 1 つとして溶融飛灰の最大濃縮

の可能性に関する研究開発として安定セシウムを用いた二段階化学共

沈法に着目した検討を実施した結果、数億 Bq/kg まで濃縮できる可能

性が示唆された。なお、実飛灰での実施の場合、飛灰中の安定セシウ
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ム量並びにカリウム量によって最大濃度が大きく変化することも分か

った。

・ コンクリートは大気中の CO2 により炭酸化するが、その炭酸化部分

にセシウムを多く吸着することが実験並びに福島第一原子力発電所か

ら南へ約 500m に存在するコンクリート構造物の分析からも明らかに

なった。また、このコンクリート構造物の表面線量率は経時低下する

ことが分かっており、その原因は構造物に海水から飛来塩分としても

たらされたカリウムとのイオン交換である可能性が示された。よって、

処分施設コンクリートの表層が炭酸化することで、放射性セシウムを

表層に吸着することはできるが、長期的に地下水等からカリウムイオ

ンが供給される場合は移動が促進される可能性があることが分かった。

・ 県外最終処分に向けた技術選択シナリオとしては、代表的な３つの

シナリオとして、非濃縮シナリオ、バランスシナリオ、最大濃縮シナ

リオを示し、それぞれの最終処分形態を想定した放射性セシウムの挙

動評価を実施した。その結果、いずれも最終処分場の埋立地内で濃度

限度を満足する挙動となる可能性が示唆された。

３種の溶融飛灰を用いた屋外実証試験の様子（JESCO 撮影） 

県外最終処分に向けた溶融飛灰の技術選択シナリオ 
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③ 帰還困難区域等での廃棄物・資源循環フローと事故由来放射能汚染廃棄

物対策の検証【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 特定一般廃棄物として移動した放射性セシウム量の推計に着手し、

東日本全域で移動した概略をとりまとめる。

・ 環境再生事業に伴う放射性セシウムの移動量について、構築したシ

ステムを用いて移動量の可視化を試みると同時に、データの拡充に向

けた情報整理を実施する。

・ 東京電力福島第一原子力発電所事故での除去土壌等の発生特性を整

理し、公表されている事故予測評価を元に全国の原子力発電所に展開

し、除去土壌等の発生量について試算して、原子力災害廃棄物処理計

画の基礎データを作成する。

イ 令和６年度成果

・ 環境再生事業に伴う放射性セシウムの移動量について、2022 年ま

でに中間貯蔵施設に運搬されたフレキシブルコンテナのタグ情報を整

理し、表面線量率とフレコン重量の情報から放射性セシウムの移動量

を試算した。その結果、総量として約 191 TBq（2011 年時換算）が運

搬されたと試算された。

・ 各地域からの運搬袋数と総 Bq 数を集計した結果、運搬袋数は中通

りと浜通りで大きく違いは無いものの、総 Bq 量としては浜通りから

の運搬量は、中通りの運搬量の約 5 倍程度と試算された。

除染措置等により中間貯蔵施設に運搬された総放射性セシウム量の試算案 
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各地域からの運搬袋数と総 Bq 数の経時変化の試算案 

２２  部部門門長長にによよるる評評価価  ＜＜井井上上正正（（一一般般財財団団法法人人電電力力中中央央研研究究所所  名名誉誉研研究究アアドドババ

イイザザーー））＞＞

除染・廃棄物部門ではフェーズ３(令和４年度開始)から「廃棄物等の適正処

理・再生利用技術の確立」並びに「地域循環共生圏の創造に向けたバイオマス

利活用技術の確立」の２課題に分類して調査研究を実施している。前者では①

廃棄物処理施設等における放射線影響についての安全性評価、②最終処分に向

けた除去土壌等の減容化・処分技術システムの開発、③帰還困難区域等での廃

棄物・資源循環フローと事故由来放射能汚染廃棄物対策の検証を、後者につい

ては④資源循環等の推進に向けたバイオマスの有効利用に関する研究、⑤対策

地域内等におけるバイオマス利活用技術及びシステムの開発を実施している。

①については降雨量が放射性セシウム(以後、セシウム)や他の元素の浸出に

及ぼす影響を把握した。本成果は今後の降雨時に懸念されるセシウムの処分場

からの浸出についての有益な成果を提供した。一方、処分場からのセシウムの

浸出の有無は県民の懸念に結びつくため今後も異常降雨時等を対象としてその

影響を把握することが望まれる。

②については減容化の一環として実施する焼却により発生する飛灰はコンク

リートへの吸着により溶出が遅延できる効果が確認された。一方、処分は長期

にわたることからコンクリートの劣化とともにセシウムの長期溶出についても

把握することが望まれる。また県外最終処分に際しての技術選択肢が示された

が今後それらの得失を示し社会に向けて発信していくことが必要である。

③についてはセシウムが除染等により県内から中間貯蔵施設へ移動した放射

性物質量が試算された。今後は再生利用や県外最終処分に向けてそれらがどの

ように移動していくかの試算が必要である。これらを通して福島第一原子力発

電所から放出されたセシウム全体の国内における分布の把握も望まれる。 

④についてはセシウムを含む木質材料を燃焼した場合の灰や排ガスへの移行

を評価した結果、炉形式(流動床式、ストーカー式)により異なるが、形式に寄

らず燃焼温度の上昇とともに飛灰へのセシウムの移行が顕著になることを明ら
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かにした。また県内の木質燃料の流通の調査の結果、セシウムを要因とした木

質燃料の流通の停滞はほとんど発生していないことが分かった。一方、バイオ

燃料となる木質燃料の生産量の不足が今後の課題となることも明確となった。

⑤については対策地域内の木質バイオマスを燃焼させる場合には、燃焼飛灰

を捕集するフィルターにセシウムが濃縮されることが考えられるためセシウム

の分配挙動を把握することは重要である。また種々のバイオマス原料を検討す

る場合に、その原料の組成・成分変化がセシウムの挙動に影響を与えるのか否

かの検討も必要である。さらに県内での木質ガス化熱電供給施設の稼働に向け

適切な運転条件を把握して県内での利用が行われることを期待したい。

以上、本年度の成果についての評価を記載したが全体を通じてほぼ計画通り

に実施されたと評価できる、また、本年度は３年間にわたるフェーズ３の最終

年度にあたるためフェーズ全体を通じての成果のまとめを行っていく必要があ

り、その成果を県民向け、専門家向け、さらに国外へも発信の機会を設けるこ

とが必要である。
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フェーズ３における環境動態部門のイメージ図

１１  調調査査研研究究計計画画及及びび成成果果

(1) 移行挙動評価【JAEA、NIES、福島県】

① 放射性核種の環境中における移行挙動の実態把握及び将来予測に関する

研究【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 阿武隈川と浜通りの複数河川において、河川水の懸濁態・溶存態放

射性セシウム濃度のモニタリングを継続する（広域多地点調査）。

・ これまでの広域多地点調査の観測結果と福島県内の気候変動予測結

果に基づいて、計算モデル「MERCURY」を用いた放射性セシウム移行

量の経年変化等に関する将来予測を試みる。

・ 空間線量率が高く、現時点でも帰還困難区域に指定されている森林

域において、生活圏への放射性セシウムの移行量や供給源の推定に向

けた研究に取り組むため、渓流水中の懸濁態・溶存態放射性セシウム

濃度について、引き続き調査・解析を実施する。

・ 放射性セシウムの移行挙動を明らかにするために、河川水中懸濁物

質に含まれる元素等と放射性セシウムとの相関関係について、調査・

解析を実施する。

イ 令和６年度成果

・ 河川水の懸濁態・溶存態放射性セシウム濃度に係る広域多地点調査

を継続した。これまでの観測データの解析を行い、浜通りを流れる９

環環境境動動態態部部門門
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水系によって 2012～2020 年の間に海洋に 1.7×1013Bq（流域初期沈着

量の 0.1～1.7％）の懸濁態放射性セシウムが流下したことを明らかに

した。 

・ 計算モデル「MERCURY」を用いた放射性セシウム移行量の経年変化

に関する将来予測を試みた。

・ 現在も帰還困難区域に指定されている十万山や前田川、猿田川にお

ける、渓流水及び河川水の放射性セシウム濃度は、年々減少傾向にあ

り、2024 年５月時点で、飲用基準の 1,000 分の１以下であった。

・ 県内を流れる河川水中の溶存イオンと溶存態放射性セシウム濃度を

調査した結果、同一水系においてカリウムイオン濃度と溶存態放射性

セシウム濃度との間に有意な正の相関が確認された。これにより、溶

存態放射性セシウムの形成過程において、河川水中のイオン交換反応

が関係しているものと推察された。

② 森林生態系における放射性物質の環境動態に関する研究【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 森林生態系での林床への放射性セシウム還元量評価に係る樹幹流、

林内雨及び落葉落枝に伴う現地観測を継続する（１林分）。

・ 現地観測データに基づく樹木の放射性セシウム吸収量推定及び安定

セシウムを用いた放射性セシウム濃度の動的平衡時期を推定する（１

林分）。

・ 森林の林床を模擬した試験環境を構築し、溶存態セシウムのきのこ

等の林産物への移行挙動を把握するための室内の調査試験を継続する。

イ 令和６年度成果

・ 森林生態系での林床への放射性セシウム還元量評価に係る現地観測

を落葉広葉樹林１林分にて実施し、樹冠から林床への放射性セシウム

移行量を推定した。

・ 放射性セシウム吸収量及び動的平衡時期の推定のために現地観測デ

ータを解析した結果、セシウム吸収量は年間１％未満であり、セシウ

ム濃度の経年変化からは動的平衡に達しつつあることを明らかにした。

・ 森林の林床を模擬した試験を実施し、土壌から落葉層に放射性セシ

ウムが移行する過程において、微生物活動の有無による影響があり、

微生物による有機物分解活動がある場合に土壌層から落葉層への放射

性セシウムの移行が促進される可能性が示された。

③ 水域における環境動態及び水産物への放射性物質の移行挙動に関する研

究【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 各河川、貯水池及び河口・沿岸域において放射性セシウムのモニタ

リングを実施する。

51



- 52 -

・ 放射性セシウムの供給源と供給メカニズムに係る調査と室内試験を

実施する。

・ 生活圏・市街地における放射性セシウムの動態調査を実施する。

イ 令和６年度成果

・ 請戸川・高瀬川における河川水中の放射性セシウム濃度は１Bq/L を

十分に下回る数値で推移している。

・ 福島県内における汽水湖内の底泥中の放射性セシウムは台風等によ

る大規模な出水が複数回あったものの、経年的に減少する傾向を示し

ている。そのため、放射性セシウムが留まり続ける可能性は低く、生

物への影響も小さいことが示唆される。

・ 市街地では放射性セシウムは舗装面から降雨に伴い流失し水系へと

移行するが、その降雨への溶出のしやすさには気温が大きく影響する

ことが示唆された。

汽水湖（松川浦）における底泥中の放射性セシウムの経年変化

④ 環境中放射性核種の固－液間相互作用機構の解明【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 天然の土壌に対する放射性物質の吸着メカニズムの解明のため、環

境中に存在する有機物等の影響について評価をするため、収着試験や

固相分析装置を用いた表面分析を実施する。

・ 開発した OBT 迅速分析法の適用試料を拡充し、得られた結果から環

境への影響を考察する。

・ セシウムを含む地衣類の抽出試験を行い、生体内のセシウム分布と

化学形態を推定する。

イ 令和６年度成果

・ 天然の土壌に対する放射性物質の吸着について評価をするため、ア

クチノイド核種と化学的特性の類似するユウロピウムの収着試験を行

い、電子顕微鏡等を用いた表面分析を実施した。
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・ 開発した OBT 迅速分析法を令和５年度に採取した福島県沿岸のヒラ

メへ適用し、全 OBT の値が全て検出限界値未満（検出限界値：0.95

Bq/kg 生）であることを地元漁協へ報告した。

・ セシウムを含む地衣類を用いて、生体内のセシウム分布と化学形態

を推定した。

⑤ 流域スケールでの生物利用性放射性セシウムの動態解明と発生抑制策の

評価【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 除染作業実施中の貯水池の流入部･下流部の定期観測結果から、除

染事業による放流水の放射性セシウム低減効果を評価する。

・ ダム湖内とともにダム集水域の除染実施を想定し、様々な除染シナ

リオ･ダム管理シナリオに対するダム放流水中の放射性セシウム負荷

の軽減効果を数値計算モデルによって予測する。

イ 令和６年度成果

・ 2022 年より除染作業を実施している貯水池上流･下流の河川水を毎

月観測した結果、休工中の冬季を除き、貯水池下流の溶存態セシウム

137 濃度が上流に比べて有意に高く、特に下流の懸濁物質濃度が 100

mg/L を超えた時に数倍程度の濃度上昇が観測された。

・ 福島県南相馬市の横川ダムを対象に、数値計算プログラムによって

除染シナリオの効果のシミュレーションを行った結果、ダム湖内の底

質除去により溶存態セシウム 137 の放流負荷を 7.2％以上低減できる

ことがわかった。ただし計算モデル流入部の空間解像度が粗いため、

より正確な低減率を示すにはモデルの改良が必要である。
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（年）

数値計算モデルによる、ダム湖浚渫･底層水曝気シナリオの

シミュレーション結果の一例

⑥ 放射性セシウムの生物移行特性評価と将来予測【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 淡水魚と餌生物の放射性セシウム濃度についてモニタリングを継続

し、淡水魚の魚類セシウム放射性濃度と環境中の放射性セシウム濃度

との関係解明を進める。原発事故後の放射性セシウム濃度の減少傾向

の変化について評価を実施する。

・ 魚類・山菜等、自然資源の汚染実態と移行特性の知見を積み上げる

ことで、将来的な放射性物質の環境中での挙動評価と予測に繋げる。

イ 令和６年度成果

・ 太田川・はやま湖・秋元湖における水生生物と淡水魚について継続

的にサンプリングと放射性セシウム濃度の測定を実施した。

・ 南相馬市横川ダムの魚の放射性セシウム濃度と湖水溶存態セシウム

137 濃度の関係について解析したところ、2019 年台風後に湖水溶存態

セシウム 137 濃度の大幅な減少が見られたが、特に冬のイワナ・ヤマ

メのセシウム 137 濃度は台風前後で変化しなかった。安定同位体比分

析により、横川ダムでは溶存態セシウム 137 よりもベントス由来のセ
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シウム 137 が魚の汚染に重要であることが明らかになり、湖水溶存態

のセシウム 137 濃度低下が魚の濃度低下に直結しないと考えられた。

・ 野生山菜の摂取量の聞き取り調査を、飯舘村Ａ地区において食物摂

取頻度質問票を用いて実施した結果、コシアブラ、ワラビ、タラノメ

の合計摂取量は、事故前の野生山菜を最も食べていた頃でも、ほとん

どが年間２kg 未満と推定された。

・ 上記の摂取量に、2021 年の飯舘村で採取された放射性セシウム濃度

と、調理によるその低減効果を考慮して算出した放射性セシウムの摂

取量は、中央値で年間 302 Bq となった。これは内部被ばく線量として

年間 0.004 ミリシーベルトに相当し、追加被ばく線量の目標値である

年間 1 ミリシーベルトに対して十分に小さかった。

放射性物質の摂取量の求め方 

(ふくしまから地域と環境の未来を考える WEB マガジン「FRECC+」より転載) 

(2) 移行モデル【JAEA、NIES】

① 陸水域動態モデルの開発【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 陸域・水域での放射性セシウム動態モデルの開発・検証を継続する。

・ 汽水湖を対象に、潮汐に伴う塩淡境界の変動による放射性セシウム

の脱離・収着、凝集・沈殿等の現象に着目した解析を継続する。

イ 令和６年度成果

・ 事故初期における陸域での放射性セシウム動態の解明に向け、NIES

と連携し、太田川上流域を対象とした陸域動態モデル GETFLOWSを用い

て、大気拡散計算を入力条件とした放射性セシウム流出計算を継続し、

事故初期の溶存態セシウム流出傾向を把握した。

・ 汽水湖での放射性セシウムの脱離及び凝集沈殿のメカニズム解明に

向け、松川浦を対象とした水域動態モデル 3D-Sea-SPEC のシミュレー

ションを継続した。解析メッシュやパラメータの修正を行うことで、

実測値の再現性を向上した。
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水域動態モデル 3D-Sea-SPEC を用いた汽水湖を対象にした 
シミュレーション結果

② 原子力発電所事故後初期の環境挙動の実態解明【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 太田川水系横川ダム湖を対象として、JAEA と連携し、JAEA が開発

している３次元水土砂動態モデル 3D-Sea-SPEC へ NIES が開発したダム

湖底泥からのセシウム 137 溶出サブモデルを結合し、湖内における放

射性セシウム挙動の精緻化を図る。

・ ダム湖ならびにその集水域（森林流域）にそれぞれ開発を進めてい

るセシウム 137 動態モデルを適用し、統合的に利用することで、事故

後初期の放射性セシウムの流出挙動について検討を進め、福島原発事

故の振り返り（汚染対策に係る様々な取組の検証）と将来の原子力災

害の備え（発災後初動初期の流域環境管理手法の構築）に繋げる。

イ 令和６年度成果

・ 大気モデルにおいて放射性セシウム動態の高空間解像度化及び精緻

化を進めることで、初期沈着量分布の再現性の向上が図られた。

・ 太田川流域全体を適用対象として大気、森林生態系、流出の各過程

に係るモデルの非同化、統合利用を行い、原発事故後初期のセシウム

137 流出挙動について JAEA と連携して再現計算を実施し、森林が占め

る上流域河川において、初期沈着直後に著しい溶存態濃度ピークが生

じること、事故後２週間におけるセシウム 137 の流出率は総沈着量の

１％程度に相当することが確認された。

・ 横川ダム湖へ適用した動態モデルを用い、湖内における溶存態セシ

ウム 137 濃度の季節変動に対する底泥からの溶出の寄与について定量

評価を実施した。

・ 上記モデルを統合的に利用することで、事故後初期の横川ダム湖に

おけるセシウム 137 堆積特性について定量評価を実施した。
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③ 福島の環境影響評価を総合的に行う包括的評価システムの整備【JAEA】

ア 令和６年度計画

・ 引き続き最新の研究成果及びモニタリングデータを収集・登録し、

広く公開する。

・ データや知識のアーカイブ化を進める。

イ 令和６年度成果

・ 最新の研究成果を根拠情報 Q&A サイト

（https://fukushima.jaea.go.jp/QA/）にて公開した（分野別：環境

動態関連６件、放射線計測関連５件、除染・廃棄物関連３件／組織

別：福島県５件、林野庁２件、水産庁２件、JAEA５件）。

・ 環境モニタリングデータベース(https://emdb.jaea.go.jp/emdb/)

にデータを追加（約 440 万レコード）した。

・ 上記の知識及びデータ管理・発信の取り組みの記録を報告書として

まとめるとともに、報告書の付録として根拠情報 Q&A サイトの電子

データをアーカイブとして整備した。

(3) 生態系への影響把握【NIES、福島県】

① 野生動物に対する原子力発電所事故の影響に関する研究【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 野生動物の放射性核種の汚染状況を継続的に調査する。

・ 放射性セシウム濃度の季節変動の機構を解明するために、野生動物

の胃内容物を採集し、食性解析（目視、DNA）を実施する。

・ 環境中から体内への放射性核種の移行を調べるために、野生動物の

消化管内容物を採集し、分析及び解析を実施する。

・ 出荷制限解除に向けた知見を得るために、キジについて GPS 発信器

を用いた行動調査を実施する。

イ 令和６年度成果

・ イノシシ等の筋肉中の放射性核種濃度を測定し、現在の状況を把握

した。

・ イノシシ及びツキノワグマの胃内容物において、放射性核種濃度を

測定するとともに胃内容物の組成分析及び DNA 分析を実施した。

・ キジについて、GPS 発信器を装着し、行動圏及び利用場所に関する

知見を得た。

・ 野生鳥獣肉の出荷制限解除に向けて、非破壊式簡易測定器とゲルマ

ニウム半導体検出器との比較検証を実施した。

・ イノシシ消化管内容物の灰分と酸不溶性灰分について、蛍光 X 線分

析を行い組成を測定した結果、酸不溶性灰分の主要成分が二酸化ケイ

素であることが明らかになった。この二酸化ケイ素を非吸収性指標に

用いることで放射性セシウム等の吸収率が測定可能となりうることが

示唆された。
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2011 年から 2024 年のイノシシの筋肉中の放射性セシウム濃度 

消化管内容物の灰分と酸不溶性灰分(AIA)の金属酸化重量割合の処理間及び

部位間比較 

消化管内容物の灰分と酸不溶性灰分（AIA）の金属酸化物/二酸化ケイ素

（SiO2）の処理間及び部位間比較 

Cs
13

4+
13

7 
(B
q/
kg
, 生

重
量

)

酸化物
処理⽅法
 (灰分 vs. AIA)

平均値の差分
(灰分 - AIA)

部位
(胃 vs. 結腸)

平均値の差分
 (胃 - 結腸)

SiO2 灰分 < AIA ** -3.21 n.s. 0.57

Fe2O3 灰分 > AIA ** 2.03 n.s. -0.65

Al2O3 n.s. -0.03 胃 > 結腸* -0.18

K2O 灰分 > AIA** 3.46 n.s. -0.21

CaO 灰分 > AIA** 1.91 n.s. -0.39

MgO 灰分 > AIA** 1.87 n.s. -0.28

MnO 灰分 > AIA** 2.64 n.s. -0.41

TiO2 n.s. 0.03 n.s. -0.11

*p<0.05, **p < 0.001

酸化物
処理⽅法
 (灰分 vs. AIA)

平均値の差分
(灰分 - AIA)

部位
(胃 vs. 結腸)

平均値の差分
 (胃 - 結腸)

Al2O3 灰分 > AIA ** 1.05 n.s. -0.17

CaO 灰分 > AIA ** 2.50 n.s. -0.28

Fe2O3 灰分 > AIA ** 1.62 n.s. -0.30

MgO 灰分 > AIA ** 1.64 n.s. -0.17

K2O 灰分 > AIA ** 3.44 n.s. -0.08

MnO 灰分 > AIA ** 2.36 n.s. -0.16

TiO2 灰分 > AIA ** 1.03 n.s. -0.11

*p<0.05, **p < 0.001
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② 原発周辺における指標生物の平時モニタリング【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 伊方原発（愛媛県）及び美浜原発（福井県）周辺の国有林にて野生

アカネズミの捕獲を実施する。

・ 捕獲した野生アカネズミのゲノム配列のリシーケンスを行い、遺伝

情報を取得する。

イ 令和６年度成果

・ 美浜原発周辺の植生や土地所有者等に関する情報収集と捕獲予定地

の下見を行った。

・ 次年度の捕獲予定地である美浜原発、大飯原発、高浜原発周辺の植

生や土地所有者等に関する情報を収集した。

・ 川内原発周辺で捕獲したアカネズミの高精度ゲノム解析を行い、総

塩基長約 2.24 Gbp のドラフトゲノム配列を得ることができた。

・ 伊方原発周辺において３個体の野生アカネズミの捕獲をすることが

できた。

説明：西日本のアカネズミは東日本のアカネズミと比較して

染色体が２本少ないことが報告されている。本研究で

は茨城県（東日本）と鹿児島県のアカネズミの間でお

よそ 0.2 Gbp のゲノムサイズの差が認められ、この差

は染色体数の差に由来すると考えられた。 

③ 生態系の実態把握と回復研究【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 継続的に生物分布データの取得・整備・公開を進めるとともに、指

標的な生物種群に関する統計モデルの精緻化等により、避難指示区域

の状態とその解除が及ぼす影響の頑健な評価を進める。

・ 継続的に哺乳類・鳥類・昆虫類・豚熱ウイルス等のモデリング及び

モニタリング手法・体制の開発・改良を実施する。
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イ 令和６年度成果

・ 令和５年度の昆虫類暫定集計値等を調査対象地の各小学校等に報告

するとともに、哺乳類、鳥類、カエル類、昆虫類について継続的にサ

ンプリングを実施した。また、飯舘村長泥地区の水田試験地等で赤ト

ンボ類の自動撮影調査を実施した。哺乳類の記録に関してデータペー

パーを更新し、2021 年初夏までのデータを追加で公開した。

・ 2015-2022 年の昆虫調査を基に避難指示区域と旧避難指示区域の送

粉昆虫の分析を進めたところ、旧避難指示区域では避難指示を受けな

かった地域と比べて長舌ハナバチの多様性が高いことが示されており、

無居住化後の避難指示解除は少なくとも一時的に一部の送粉者の多様

性を増加させる可能性が示唆された。

・ 国際的な自動撮影画像データ共有ネットワークである「Snapshot」

にサブプロジェクトとして参加し、静止画ベースの哺乳類及び鳥獣の

自動撮影データを収集・整備し、茨城県、千葉県等におけるサブプロ

ジェクトで収集されたデータと統合した。

・ 帰還困難区域で捕獲されたイノシシの豚熱抗原及び抗体検査を実施

したところ、抗原が検出された個体の割合は６％程度だったのに対し

て、抗体が検出された個体は 60％を超えており、豚熱ウイルスが低密

度ながらも帰還困難区域内に定着していることが示唆された。

・ 赤トンボ類自動撮影装置によって自動撮影された画像について事後

的に深層学習モデルによる画像分類技術を適用することで、野外での

誤検出による自動撮影画像（トンボが写っていない）を判別し、画像

確認・集計作業をさらに省力化することが可能であることを明らかに

した。

・ 鳴き声から鳥の種同定を実施するスキルを訓練するオンライン訓練

システム「とりトレ」について、福島市小鳥の森、筑波大学と協働し

て地域の野鳥観察初心者を対象とした体験会を実施してその普及を進

めると共に、クイズによって習熟した種の表示を目立つようにすると

意欲向上につながる可能性があるといった改善点等についても知見を

得た。

福島市小鳥の森における「とりトレ」体験イベントの様子
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２２  部部門門長長にによよるる評評価価  ＜＜塚塚田田祥祥文文（（国国立立大大学学法法人人福福島島大大学学  環環境境放放射射能能研研究究所所  

教教授授））＞＞  

本部門は、環境中における放射性物質の移行挙動の評価及び生態系への影響

の評価を目的としている。調査研究は平成 27 年からスタートし、現在進行中の

フェーズ３（令和４～６年度）では、「移行挙動評価」「移行モデル」及び

「生態系への影響把握」の中区分課題の下に 12 の個別研究テーマを設定し、福

島県、JAEA 及び NIES の３機関協力体制のもとで調査研究を進めてきた。

放射性セシウムの陸域圏での移動や陸域から海洋への移行を見積もるため、

森林から河川・ダム湖等を経て河口域に至る様々な地点において試料採取を行

い、調査研究を行った。阿武隈川と浜通りの複数河川において、河川水の懸濁

態・溶存態放射性セシウム濃度のモニタリングを継続して実施し、2012～2020

年の間に浜通りを流れる河川によって 17 テラベクレルの懸濁態放射性セシウム

が海洋へ流下したこと等を明らかにした。また、福島県松川浦内では台風など

による大規模な出水が複数回あったものの、底泥中放射性セシウムは経年的に

減少する傾向を示しており、生物への影響も小さいとみられること等を明らか

にした。 

福島県の陸水域における放射性セシウムについて、事故後初期の流出挙動の

再評価や、今後の移行量などの将来予測に向けて、モデルの構築及び精緻化に

取り組んだ。汽水湖での放射性セシウムの懸濁物質・湖床土からの脱離及び凝

集沈殿のメカニズム解明に向け、松川浦を対象に水域動態モデルのシミュレー

ションを継続し、実測値の再現性向上等に取り組んだ。また、大気、森林生態

系、流出の各過程に係るモデルを太田川流域全体を対象として統合的に利用し、

原発事故後初期のセシウム 137 流出挙動に関する再現計算を実施した結果、事

故後約 2 週間の期間でセシウム 137 の初期沈着量のうち約１％が流出すること

等が確認された。

放射性物質の生態系への影響を評価するため、イノシシ等の筋肉中の放射性

核種濃度を測定し、現在の状況を把握すると共に、イノシシ消化管内容物の灰

分と酸不溶性灰分について、蛍光 X 線分析を行い組成を測定した。酸不溶性灰

分の主要成分が二酸化ケイ素であり、非吸収性放射性セシウムの指標として用

いることで、放射性セシウム等の吸収率が予測可能となりうること等を明らか

にした。また、将来の原発事故による野生生物への遺伝的影響を評価するため、

鹿児島県の川内原発・茨城県の東海第二原発周辺で捕獲したアカネズミの高精

度ゲノム解析等を行うと共に、被災地域の自然体験の再開に資する情報を提供

するため、鳴き声から鳥の種同定を実施するスキルを訓練するオンライン訓練

システム「とりトレ」の体験会による普及を進めた。

このほか、山菜中放射性セシウム濃度が農作物中濃度より高いことから、被

ばく線量評価に必要となる山菜の摂取量の聞き取り調査を飯舘村内で行った。

これを基に 2021 年の飯舘村内における野生山菜の摂取に伴う放射性セシウムの
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内部被ばく線量を算出し、公衆の追加被ばく線量の目標値に対して十分に小さ

かったこと等を明らかにした。 

環境動態部門では、将来にわたる福島県の環境における放射性物質の移行挙

動と影響を明らかにし、国内外の学会や国内・国際誌での発表のほか、福島県

民の安心・安全な生活の醸成に資するため、成果報告会、環境創造センター年

報、ホームページ等を通じ広く福島県民に情報を発信してきた。次年度以降も

引き続き、原発事故の影響を長期的な観点で把握し、環境回復と自然との共生

を実現するため、F-REI を加えた４機関の新体制の下、第２期環境創造センタ

ー中長期取組方針に基づく研究課題に取り組み、社会情勢の変化や県民ニーズ

等に柔軟に対応しながら、調査研究を推進することが期待される。 
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フェーズ３における環境創造部門のイメージ図

１１  調調査査研研究究計計画画及及びび成成果果

(1) 持続可能な地域づくり【NIES】

① 地域課題への統合的アプローチによる持続可能な復興ビジョンの構築

【NIES】

ア 令和６年度計画

・ これまでに構築したデータベース及び地域統合評価モデルを活用し、

被災地における複数の地域課題を踏まえた持続可能な発展の定量的な

将来シナリオを構築し、各課題の目標達成に必要な取組・事業・技術

の水準と課題を示す。

イ 令和６年度成果

・ 中間貯蔵施設の区域を含む、避難指示未解除の区域を念頭に、復興

の方向性や必要な整備の議論を開始するための枠組みとして、主に活

用する地域資源と地域内外の関係により２つの軸を設定し、各象限に

対応する４つのシナリオ（穏やか・賑やか・豊か・活発）を作成した。

・ 大熊町・双葉町を対象として、各シナリオにおける具体的な活動を

想定し、地域統合評価モデルを利用して 2050 年における将来像を定

量化した。

・ 脱炭素等の環境目標を達成しつつ、居住人口や雇用等の社会・経済

面の回復を実現するために必要な技術と産業立地等を示した。

環環境境創創造造部部門門
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② 持続可能な地域拠点の創生プロセスに関する研究【NIES】

ア 令和６年度計画

・ パターンを活用したワークショップの開催等、浜通り地域での実証

研究を継続展開する。

・ 社会転換にかんする関連研究等をレビューしそれらとの比較に基づ

いて、パターンの記述内容の精度を向上させるともに、Web 化等を進

める。

イ 令和６年度成果

・ パターンを活用したワークショッププログラムを構築し、浜通り地

域における地域ステークホルダーと協働してワークショップを継続実

施し、パターンの復興まちづくりにおける適用可能性について検証し

た。

・ パターンランゲージの Web サイトを構築した。

③ 適切な森林管理に向けた木質バイオマス利活用による環境創生型地域づ

くり手法の開発【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 令和５年度までに開発、改良した手法を用いて、県内地域（三島町

及び浜通り地域を想定）における森林情報の取得及び森林管理施策の

検討支援を引き続き検討するとともに、手法の精度向上を検討する。

イ 令和６年度成果

・ 令和５年度に実施した県産材を用いた木質バイオマス利用（燃料製

造及び発電）に関するアンケート調査結果をとりまとめ、関係者への

情報提供を行った。

・ 福島県三島町において、間伐実施前後の比較を行うため UAV 飛行調

査を実施した。

・ 福島県三島町において、住民目線による地域の森林価値の評価と可

視化手法開発の一環として、地域内ステークホルダーへのインタビュ

ー調査と座談会を実施した。

④ 脱炭素化に資する地域復興・創生を駆動する資源循環・廃棄物処理シス

テムの研究【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 令和５年度に設計した廃棄物・木質バイオマス利活用システムにつ

いて、より具体化していく。

・ 実証・実装に向けた課題を明確にするとともに、体制整備に向けた

協議を開始する。
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イ 令和６年度成果

・ 福島県浜通り地域において、廃棄物・木質バイオマス利活用策につ

いて特定の自治体を対象に、具体システムを設計し、温室効果ガス排

出削減及び経済性について評価をした。

・ その中で、他セクターの連携の意義を明確にした。

・ それら結果をもとに、関係者との協議を進めた。

脱炭素化にむけた廃棄物・木質バイオマス利活用システムと

実証・実装にむけた検討

(2) 強靭な社会づくり【NIES】

① 広域・巨大災害時に向けた地域の資源循環・廃棄物処理システム強靭化

研究【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 具体地域において、廃棄物処理に係る協働によるガバナンス構築プ

ロセスの検討を進める。

・ ガバナンス構築の取組みに活用できる広報支援ツールを開発する。

・ 巨大災害時における木質系廃棄物について、発生量及び処理実態の

把握並びに処理シナリオの評価、検討を進める。

イ 令和６年度成果

・ 災害廃棄物ガバナンスの概念モデルの妥当性をさらに実証するため

に、短い期間に複数の災害を経験した福島県内の自治体を対象とした

事例調査を進めた。

・ 災害廃棄物処理に係る広報や住民との協働に関する先駆的取組を対

象にヒアリング調査を行い、住民連携取組のパターンごとの手法や効

果をまとめた事例集を作成した。

・ 過年度に公開した災害廃棄物対策の支援ツールである「災害廃棄物

対策マネジメントツール：Sai-hai」の実装方法について、自治体と

の協働を通じて検討を進め、市町村職員が Sai-hai を個人利用して自

組織の災害廃棄物対策を自己評価するだけでなく、自己評価結果を複

数の自治体で持ち寄り、議論することを通じて、災害廃棄物対策ヘの

理解や見通しが大きく向上することが明らかになった。
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・ 想定される首都直下型地震において大量に発生するコンクリート殻

の出口戦略を検討するため、従来の再生利用方法（路盤材利用）と新

たな再生利用方法（マウンド礁造成、海洋の窪地充填）を組み合わせ

た最適な処理シナリオを、総処理費用最小化を目的とした線形計画モ

デルを用いて検討した。ケーススタディとして発生量の多い都内３特

別区を対象にしたところ、図の通り、コンクリート殻発生量の約 87%

が新たな海洋利用法で再利用されるという結果となり、路盤材のみの

場合と比較すると処理費用を約７％低減でき、処理期間を 8.8 年から

2.4 年に短縮できる結果が得られた。よって、コンクリート塊の再利

用先を路盤材だけでなく海洋まで広げることは、処理にかかるコスト、

期間の観点から有効であるといえる。

・ 木質系廃棄物について、特に解体に伴う廃木材の処理フローに着目

し、平時と災害時の実態調査を進めた。

線形計画モデルによるコンクリート殻の最適配分

（首都直下地震を例とした計算結果）

② 緊急時における化学物質のマネジメント戦略【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 揮発性化学物質だけでなく、親水性化合物向けの自動同定定量シス

テム（AIQS-LC：液体クロマトグラフ質量分析計）についてもデータ

ベース収載物質の拡充を進める。

・ 海域における様々な流出油事故の起源推定や汚染影響を的確に評価

するため、船舶重油や潤滑油の分析検体数を増やして、含有炭化水素

種と燃料重油の低硫黄化のためのプロセスの影響及び船舶機関での燃

焼障害等との関係を検討する。

イ 令和６年度成果

・ 半揮発性化合物について、今年度も地方環境研究所との共同研究を

継続し AIQS-GC の開発を進め、また災害時における試料前処理法のプ

ロトコル案の策定、AIQS-GC 測定マニュアルの読み合わせを行った。

・ 親水性化合物については、昨年度までに実施したデータベース収載

要望物質のアンケート調査に基づいて 31 化合物の精密質量スペクト

ルと保持時間データを採取し、データベースへ追加した。

海洋利⽤
682万t
（87%）

路盤材利⽤
100万t
（13%）

処理費⽤︓2,637億円 処理完了︓発災から2.1年後
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・ 商船三井技術研究所から提供された多様な船舶燃料重油や潤滑油中

の炭化水素組成の詳細分析（計 140 検体）を実施した。

・ 海洋生態系や人間の健康への悪影響が懸念される高分子（四環以上）

の多環芳香族炭化水素（PAH）の濃度に着目した結果、近年普及して

いる低硫黄燃料重油（VLSFO）と非 VLSFOとの間で明確な差異は現在の

ところ確認できなかった。

・ 今年１月に発生した能登半島地震の津波により転覆した漁船から油

が流出した事態を受け、珠洲漁港内で採泥を実施した。

・ 東日本大震災の津波で流出生成した三陸海岸周辺の炭化水素による

汚染状況調査結果の一部が、海洋観測ガイドライン改訂版（日本海洋

学会）に記載されオンライン発行された。

DIA（Data Independent Acquisition）測定法である Q-RAI (Quadrupole 

Resolved All Ions)法と AIQS-LC で採用している SWATH（Sequential window 

acquisition of all theoretical fragment ion spectra）法との感度比較 

注）Q-RAI 法は従来のデータ依存型 MS/MS 法とは異なったデータ非依存型 

MS/MS 法であり、イオンの網羅的な MS/MS 測定が可能である。一方、

SWATH 法はデータ非依存型解析法であり、試料中に存在するすべての検出

可能な化合物の包括的な検出及び定量が可能である。 
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(3) 自然豊かなくらしの実現【福島県】

① 猪苗代湖の水環境に関する研究【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 猪苗代湖北岸部における植生を考慮したモデルの精緻化を実施する。

また、繁茂する水草回収等の対策を考慮したモデル計算を行い、モデ

ルによって浄化対策効果を検証する。

・ 水質浄化実証試験結果をまとめ、上記のモデルの計算結果において、

植生浄化の社会実装を実施した場合の水質改善に対する寄与を算出す

る。また、社会実装を見据えた植生浄化に係る啓発のため、水質浄化

施設等の見学会を実施する。

イ 令和６年度成果

・ 猪苗代湖水質予測モデルを用いて、植生の繁茂が見られる猪苗代湖

北岸部にて、その植生が水質に与える影響、水草回収等の対策効果を

考慮したモデル計算を行い、浄化対策効果を検証した。

・ 水質浄化実証試験結果をまとめ、上記のモデルの計算結果において、

植生浄化の社会実装を実施した場合の水質改善に対する寄与を算出し

た。その結果、水質浄化施設のみの社会実装による湖の水質改善効果

は十分でないことが明らかになったため啓発方法を見直した。また、

他の河川等への活用を想定し試験結果の解析を実施した。

(4) 統合イノベーションの創出【NIES、福島県】

① 環境情報技術を活用した地産地消型エネルギー計画・評価手法の開発

【NIES】

ア 令和６年度計画

・ エネルギー地産地消の実現に向けた地域エネルギーマネジメントの

計画・評価システムに関する技術開発を継続する。

・ 地域内への電力供給と地域外への売電を併用した効率的な再生可能

エネルギー利活用の評価について検討を開始する。

イ 令和６年度成果

・ デマンドレスポンス等を組み込んだ地域エネルギーマネジメントモ

デルを構築し、新地駅周辺のデータにより、地域エネルギー事業が拡

大した場合の設備構成をシミュレーション評価した。

・ 再生可能エネルギーを組み込んだエネルギー供給システムの設計を

支援する研究として、メソスケール気象モデル WRF を用いて標準年の

計算結果を蓄積し、同じ気象条件下での建物側のエネルギー需要と太

陽光発電、風力発電を結び付けてエネルギーマネジメントをシミュレ

ーション評価する手法を提案した。
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福島県新地町におけるドップラー観測結果の WRF による再現（2019.12～2020.2） 

② 環境創生に向けたステークホルダー分析および地域協働のプラットフォ

ーム構築【NIES】

ア 令和６年度計画

・ 福島イノベーション・コースト構想に関わる政策ネットワークの構

造と、本構想の推進に関与する多様な団体間の広域的連携によるネッ

トワーク形成の課題を分析する。

・ 福島浜通り地域（大熊町等）の脱炭素型復興まちづくりに関与する

ステークホルダー相互の連携の実態及び復興政策・脱炭素政策に対す

るステークホルダーのニーズを分析する。

・ その他、福島浜通り地域の復興・環境創生に係る政策課題（アジェ

ンダ）に着目して、当該政策課題におけるステークホルダー間の連携

の実態分析を実施する。

イ 令和６年度成果

・ 福島イノベーション・コースト構想に関わる団体を対象に実施した

アンケート調査のデータをもとに、本構想に係る政策ネットワークの

構造と、本構想の推進に関与する多様な団体間の広域的連携によるネ

ットワーク形成の課題を分析した。

・ 福島県大熊町において、同町の脱炭素型復興まちづくりに関わるス

テークホルダー（町役場 13 課室・民間 20 団体）を対象に実施したイ

ンタビュー調査のデータをもとに、各ステークホルダーの脱炭素型復

興まちづくりに関する意識・ニーズ、活動の実態、関係団体との連携

状況を分析した。

ドップラーソーダ
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福島イノベーション・コースト構想における団体の政治的影響力の分析結果

③ 正確な情報の効果的な発信のあり方に関する研究 【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 「放射線健康不安」、「伝えたい」や「知りたい」に関する質問等

から、深層心理の変化を明らかにする。

・ 正確な情報の効果的な発信の事例研究として、潮汐現象の説明に、

理論的正確性と理解しやすさが共存した説明資料を作成する。

・ 風評被害払拭対策として、「欠如モデル志向」や責任の回避、実施

可能な観点から立案した対策の実施等、わかりやすい情報発信欲求と

の関連に着目した考察を継続する。

イ 令和６年度成果

・ 「知りたい」から放射性不安が緩和し、子育て環境が重視されてい

く傾向が見られた。また、「伝えたい」から、現状に不安を示す層と

産業振興を重視する層の分化を明らかにした。

・ 物理学会や気象庁等の解説記事を収集・評価し、創造センター版の

解説文（数式有 Or 数式無）を文章成型システム(TeX)にて作成した。

・ わかりやすい説明を肯定あるいは否定する論文や文献を収集し、そ

れぞれの主張から真意を把握した。それより、分かりやすさを求める

層（説明側）の意図を指摘した。
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④ 脱炭素社会実現に向けた取組の効果検証【福島県】

ア 令和６年度計画

・ 気候変動に関する適応策実施のシナリオを検討し、関連機関と連携

し、どういった適応策が考えられるかを検討し、動学的一般均衡モデ

ル分析に反映させる。

・ シナリオごとに、適応策の費用対効果の分析を、地域レベルの河川

流域を対象に実施する。

イ 令和６年度成果

・ SSP シナリオに基づいた動学的一般均衡モデル分析を地域レベルで

行い、洪水が将来のいわき地域にもたらす経済被害について推計し、

気候変動の激甚化に伴って間接被害の影響も大きくなる可能性が示唆

された。

・ 洪水による間接被害の影響を産業部門ごとにみると、不動産部門が

最も大きな影響を受けると推計された他、気候変動の激甚化に伴って

被害を受ける産業部門の数及び影響も大きくなる傾向がみられた。

分析に用いた SSP シナリオ 

シナリオ 内容（2100 年期） 

SSP1-2.6 持続可能な発展の下で気温上昇を 2.0℃未満に抑える 

SSP2-4.5 中道的な発展の下で気候政策を導入する 

SSP5-8.5 化石燃料依存型の発展の下で気候政策を導入しない 

※福島大学「福島県の気候変動と影響の予測」（令和５年）より引用

CGE モデルの概念図 

２２  部部門門長長にによよるる評評価価  ＜＜中中田田俊俊彦彦（（国国立立大大学学法法人人東東北北大大学学  教教授授））＞＞  

環境創造部門では、グローバルの気候変動の緩和を進めつつ豊かな地域社会

を実現する持続可能な社会システムの実現を主眼としている。そのために、福

島県内の科学的エビデンスとなる地域データの取得と分析を重視して、「持続

可能な地域づくり」、「強靱な社会づくり」、「自然豊かなくらしの実現」、

「統合イノベーションの創出」の中区分課題を設定し下記の各課題に取り組ん

できた。
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「持続可能な地域づくり」では、持続可能な復興ビジョン、復興地域拠点の

創生プロセス、木質バイオマス利活用による環境創生型地域づくり、地域復

興・創生を駆動する資源循環・廃棄物処理システムに着目して、地域社会への

実装をめざしている。復興地域拠点の創生研究では、パターン・ランゲージ手

法を取り入れて地域の特徴や価値を整理して、それらを可視化したカード集を

用いて議論を深める試みを開始した。今後は、各研究成果の社会実装とそのフ

ィードバック、学術成果の発信を期待する。

「強靱な社会づくり」では、巨大災害時の地域の資源循環・廃棄物処理シス

テムの強靱化、緊急時の化学物質マネジメント戦略の策定に取り組んでいる。

災害時に大量に発生するコンクリート殻の合理的な処理方法を解析すると共に、

漏洩した化学物質の環境影響評価を行い基礎となる化学物質データベースを増

強した。今後は、災害廃棄物の広域処理の実践的な行動指針の策定、膨大な化

学物質の迅速な統合マネジメントの仕組みの構築を期待する。

「自然豊かなくらしの実現」では、猪苗代湖の水環境に着目して、環境修復

のための研究に継続して取り組んでいる。酸性河川の流入と湖水滞留の相互影

響を解明するためにフィールドデータを取得し、沿岸の植生や水草の影響を分

析した。水質浄化施設の改善への寄与を調査して、今後の対策に有益な知見を

得た。今後は、猪苗代湖の調査研究結果を福島県内の河川に応用することを期

待する。

「統合イノベーションの創出」では、環境情報を活用した地産地消型エネル

ギーの設計手法の開発、環境創生に向けた地域社会のステークホルダー分析と

地域協働のプラットフォーム構築、正確な情報の効果的な発信のあり方、脱炭

素社会に向けた取組効果について研究を進めた。福島イノベーション・コース

ト構想の関係団体を対象にしたアンケート調査結果をデータ分析し、本構想に

係る関係機関の政策ネットワークの構造を可視化し課題を抽出した。今後は、

復興まちづくりへの貢献と、イノベーション・コーストの実現に向けた実効あ

るシナリオ分析を期待したい。

以上のように、本部門ではカーボンニュートラル社会の地域デザイン、災害

廃棄物のリスク管理、自然環境の保全と共生を進めると共に、復興まちづくり

への貢献をめざして、従来の研究分野の枠組みを越えた分野横断型の研究アプ

ローチを進めてきた。今後は、地域データの継続した収集と解析手法の向上、

研究成果の地域社会への還元など、福島県内の多様な地域社会の特徴を活かし

た具体的な貢献が求められる。気候変動やレジリエンスなどグローバルな社会

構造の変化を見据えて、地域社会の持続可能性とカーボンニュートラルを実現

する規範を、科学的エビデンスに基づき継続して探求することを期待している。
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「バイオマスの利活用」、「放射性物質濃度の迅速な推定」の２つについて、

フェーズ３（令和４～６年度）を通して部門間で連携して取り組むこととしてい

る。

１ 「バイオマスの利活用」について

脱炭素社会の構築の観点から、放射性物質の挙動を踏まえたバイオマスの利

活用の促進を目的としており、除染・廃棄物部門、環境動態部門及び環境創造

部門の３部門の以下の研究テーマが連携して取組を実施した。 

（除染・廃棄物部門） 

・資源循環等の推進に向けたバイオマスの有効利用に関する研究【福島県】

・対策地域内等におけるバイオマス利活用技術及びシステムの開発【NIES】

・帰還困難区域等での廃棄物・資源循環フローと事故由来放射能汚染廃棄物

対策の検証【NIES】

（環境動態部門） 

・森林生態系における放射性物質の環境動態に関する研究【JAEA】

（環境創造部門） 

・適切な森林管理に向けた木質バイオマス利活用による環境創生型地域づく

り手法の開発【NIES】

・脱炭素化に資する地域復興・創生を駆動する資源循環・廃棄物処理システ

ムの研究【NIES】

＜令和６年度成果＞ 

福島県内で木質バイオマスを燃料としてエネルギー利用する事業者や市町村

等を支援することを目的として、各部門（除染・廃棄物、環境動態、環境創造）

の研究成果をとりまとめた事例集を作成した。 

当該事例集は令和７年度に公開する予定。 

２ 「放射性物質濃度の迅速な推定」について 

自然災害発生時の災害廃棄物処理を円滑に進めるためには、県内の災害廃棄

物の放射性物質濃度を迅速に把握することが必要となることを踏まえ、放射線

計測部門及び除染・廃棄物部門の２部門の以下の研究テーマが連携して取組を

実施した。 

（放射線計測部門） 

・動態解明等のための放射性物質の分析法の高度化【福島県】

・放射性物質の環境動態を考慮した被ばく解析評価ツールの開発・整備

【JAEA】

部部門門間間連連携携
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（除染・廃棄物部門）

・廃棄物処理施設等における放射線影響についての安全性評価【福島県】

＜令和６年度成果＞ 

放射性セシウムを含む災害廃棄物の円滑な広域処理に資することを目的とし

て、２部門（放射線計測、除染・廃棄物）の共同研究成果をとりまとめた報告

書を作成した。 

当該報告書は令和７年度に公開する予定。
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ⅣⅣ  情情報報収収集集・・発発信信 

各種モニタリングデータについて適時・適確に情報発信するとともに、交流

棟「コミュタン福島」における展示を活用して環境創造センターの取組の成果

等を発信した。

また、交流棟「コミュタン福島」でのイベントを定期的に開催するととも

に、東日本大震災・原子力災害伝承館、アクアマリンふくしま等と連携し、研

究成果発表、ブース出展など様々な取組を実施した。

さらに、研究員との対話・交流による情報発信、テレビ、SNS など様々な媒

体等を活用した情報発信を実施した。

１１  モモニニタタリリンンググデデーータタのの収収集集・・発発信信 

(1) モニタリングデータの収集・発信【福島県】

・ 県民等が求める環境放射能、有害物質等のモニタリングデータを収集

し、経年変化、英語版等の情報を引き続きウェブサイト等で発信した。 

https://www.fukushima-kankyosozo.jp/monitoring.html 

・ 交流棟「コミュタン福島」において、空間線量率について県内の当日の

データ、県外及び世界各地のデータを収集・発信し、県内外の数値を比較

することで放射線に関する理解を深めた。 

(2) 放射性物質モニタリングデータの情報公開サイトの更新【JAEA】

・ 福島第一原子力発電所事故に伴って大気中に放出された放射性物質につ

いて、国、地方自治体、電力会社など様々な組織がモニタリング調査を実

施している。それらのデータを一元的に網羅し、利用者が直観的に状況を

把握できるようデータベースを構築・公開しており、帰還困難区域及び旧

避難指示解除準備区域を中心としたデータベースを更新した。 

・ 現時点における県内の空間線量率分布を迅速に確認可能とするために、

福島県において取得している路線バス等を利用した走行サーベイの線量率

データの提供を受け、週ごとに集計し地図上に公開した。 

https://info-fukushima.jaea.go.jp/joho/ 
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２２  調調査査研研究究成成果果のの収収集集・・発発信信  

(1) 調査研究成果等の収集及び効果的な発信【福島県】

・ 日本原子力学会及び環境放射能除染学会をはじめ、様々な学会に参加

し、当センターの研究成果及び取組について、学会の要旨集等に投稿し発

信するとともに、調査研究成果等の最新の知見を収集した。 

・ 論文検索データベース等を活用し、調査研究成果等の最新の知見を収集

した。 

・ 三機関の成果報告会を会場及びオンラインで開催するとともに、会場に

おいてポスターセッションを実施した。また、口頭発表についてはアーカ

イブ動画、ポスターセッションについてはポスターをホームページに公開

した。 

https://www.fukushima-kankyosozo.jp/2024seikahoukoku/ 

・ 当センターの研究員等と対話しながら楽しく学べる環境創造センター取

組発信イベント「コミュタン福島スタディキャンパス2024 in Autumn」を

開催し、来館者との交流の機会を創出するとともに、研究員との対話・交

流により三機関の取組及び研究成果を発信した。 

・ 三機関が連携して県内中学校を対象に出張講座を実施し、ふくしまの現

状及び放射線・環境問題について、生徒の理解促進に努めた。 

・ 郡山女子大学短期大学部、桜の聖母短期大学の学生等を対象に「コミュ

タンサイエンストーク」を開催し、研究員との対話・交流により、三機関

の取組及び研究成果を発信し、本県の環境回復について発信した。 

・ 「第８回福島県環境創造シンポジウム」を開催し、ブース出展等におい

て、環境活動を行っている県内団体、企業、学校等の取組を発信した。 

コミュタン福島スタディキャンパス 2024

in Autumn 

コミュタンサイエンストーク
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(2) 福島原子力事故関連情報アーカイブの更新【JAEA】

・ 国立国会図書館と連携し、散逸・消失が懸念される国、東京電力ホール

ディングス株式会社等が発信する福島原発事故に関する国内外文献情報、

インターネット情報、学会等の口頭発表情報等を収集・整理し、「福島原

子力事故関連情報アーカイブ（FNAA）」として発信した。 

http://f-archive.jaea.go.jp 

・ 環境回復に関する研究成果を住民・自治体のニーズに直結するような形

で発信するため、福島総合環境情報サイト(FaCE!S)に新たな知見を追加

し、サイトを更新した。 

(3) 研究関連刊行物の発刊【福島県・NIES】

・ 環境創造センターにおける調査研究等をはじめとした取組を広く周知す

るため、福島県環境創造センターニュースレターを四半期毎に作成・配布

するとともに、県の Web サイトへ掲載した。

https://www.fukushima-kankyosozo.jp/download.html 

・ 災害環境研究の取組を福島県内（特に次世代層）に広く伝えるため、

NIES の Web サイト「ふくしまから地域と環境の未来を考える WEB マガジン

FRECC+」において、月２～３記事を公開した。 

https://www.nies.go.jp/fukushima/magazine/ 

・ NIES の WEB マガジンとして公開した記事を再編集した冊子「FRECC+エッ

センス」vol.６及び vol.７を発行し、福島県内の自治体、教育機関を中

心にそれぞれ約 4,500 部を配布した。 

・ NIES 福島地域協働研究拠点公式ホームページをリニューアルし、従来

より見やすく、情報を探しやすいサイトにした。 

・ 「ゼロカーボンビジョン」を策定する地方自治体の担当者向けに、NIES

が作成した「地域における『脱炭素社会ビジョン』策定の手順」の周知を

目的として職員がマンガを制作し、第３話を 10 月に発行・Web 公開した。 

福島総合環境情報サイト(FaCE!S) 
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３３  環環境境回回復復・・地地域域再再生生・・環環境境創創造造にに関関すするる情情報報のの収収集集・・発発信信  

 

(1) 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報発信【福島県・NIES】 

・ 県内の大学に在学する学生を対象としたIAEA職員による講義を開催し、

放射線モニタリングの現状、放射性廃棄物の管理など、本県の環境回復等

に関する情報について、幅広く発信した。 

・ 「第８回福島県環境創造シンポジウム」において、過年度の人材育成講

座修了生等がパネリストとして出演し、ゼロカーボン、ごみ減量、水環境

保全等に関する取組を発信した。 

・ 県庁関係課と連携し、「コミュタンフェスティバル in Autumn」におい

て、統計データのクイズ、グラフ作り体験等により楽しく学べるワークシ

ョップを開催し、県の取組等を発信した。 

・ 小中学生向け人材育成講座「コミュタンサイエンスアカデミア」受講生

が、講座で学習した成果をポスターにまとめ、発表会で発信するととも

に、コミュタン福島に展示した。 

・ 自治体主催または自治体と共催する以下のワークショップ等を通して情

報発信に取り組んだ。 

「ふくしまゼロカーボンDAY！2024」において、立体地図に地球温暖化

による福島県への影響を表すデータを投影するとともに、NIESの取組を紹

介した。 

「OKUMA ODYSSEY 復興交流イベントおおくま学園祭2025」において、大

熊町と連携したNIESの研究の取組、関連するコンテンツの紹介及び立体地

図による情報発信を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

コミュタンサイエンスアカデミア成果発表会 ブース出展 

（あつまれっ！ハイテクプラザ） 
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４４  交交流流棟棟「「ココミミュュタタンン福福島島」」ににおおけけるる取取組組  

 

(1) 県民等のニーズを踏まえた交流棟における情報発信【福島県・JAEA・

NIES】 

・ ロボットプログラミング体験、ペットボトル霧箱づくり、防災グッズづ

くりなど、来館者のニーズを踏まえつつ様々な週末イベント等を開催し、

環境及び科学に関する子どもたちの興味・関心を高めた。 

・ 社会情勢及び県民ニーズを踏まえ、交流棟展示及び案内スタッフの知識

のアップデートを行いながら、交流棟の運営を行った。 

・ 週末イベントや「コミュタンフェスティバル」を春と秋に２回開催し、

環境及び科学に対する子どもたちの関心を高めた。 

・ 開所８周年を記念した「コミュタン福島スタディキャンパス 2024 in 

Summer」を２日間開催し、ふくしまの環境と未来を楽しく学べるイベント

とした。 

・ 環境創造センター３施設（交流棟「コミュタン福島」、野生生物共生セ

ンター、猪苗代水環境センター）を周遊し、各施設の取組をテーマにした

クイズラリーを開催した。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

(2) 県内外からの交流棟来館促進【福島県】 

・ 県教育委員会等と連携し、教育事務所等主催の学校長会議への出席、小

中学校、高校への訪問等により、交流棟利用促進に向けた誘致活動を実施

した。  

・ 特に県内小学校については、約 22.2％にあたる 91 校に直接訪問し、交

流棟利用促進に向けた誘致活動を行うとともに、交流棟での教員研修開催

を働きかけた。 

・ 県観光物産交流協会が実施する福島県教育旅行誘致キャラバンに参画

し、県外学校団体等の交流棟来館に向けた誘致活動を実施した。 

ふれあい科学館 

GW サイエンスフェスティバル 

コミュタン福島スタディキャンパス 2024 

 in Summer 
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・ 近隣市町村をはじめ、多くの県内市町村広報誌等にコミュタン福島にお

いて開催するイベント等の掲載を依頼し、広く県民等に周知を図った。 

・ チラシ・ポスター配布に加え、自治体広報誌、フリーペーパー、旅行情

報誌、業界誌、TVCM、SNS 広告等を用いて、コミュタン福島の魅力を発信

するとともに、各種イベント情報について適時発信した。   

・ 三春町内の園児と協力しながら「コミュタン福島お花でお出迎えプロジ

ェクト」を開催し、来館者を明るく迎える雰囲気を構築した。 

・ 令和６年７月１日に本県とヤマト運輸株式会社間において、地域におけ

る安全・安心の確保、地域の魅力発信等を目指すことを目的とした包括連

携協定を締結したことを踏まえ、コミュタン福島のステッカーを製作し、

県内の配送トラックに掲示してもらうことにより、コミュタン福島の周知

を図った。 

・ コミュタン福島を活用して学習活動を行う県内小中高等学校団体に対し

て、交通費の補助を実施した（215 件）。 

 

(3) 学会、国際会議等の誘致【福島県】 

・ 原子力事故又は放射線緊急事態発生時を想定した IAEA 主催の国際ワー

クショップを当センター等において開催した。 

・ いわき市で開催された環境放射能除染学会の研究発表会において、環境

創造センターの取組等について発信した。 

 

(4) 他館及び関係機関との連携及びボランティア活用による館運営【福島

県】 

・ 国立科学博物館と連携し、コミュタン福島春季特別企画展「博物館が支

える日本の生物多様性の保全」及び冬季特別企画展「WHO ARE WE 観察と

発見の生物学」を開催した。 

・ 県内の多様な団体が連携・協力して、県民に科学、技術等を伝える

「spff（サイエンスプラットフォームふくしま）」の構成団体として、情

報交換及びイベント出展を実施した。 

・ 福島市こむこむ館及び郡山市ふれあい科学館におけるコミュタン福島の

ブース出展、「コミュタン福島スタディキャンパス 2024 in Autumn」にお

けるアクアマリンふくしま「移動水族館アクアラバン」、ムシテックワー

ルド「移動昆虫館」の展示等、相互の強みを活かした連携・交流を実施し

た。 

・ 環境創造センター成果報告会のポスターセッションにおいて、東日本大
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震災・原子力災害伝承館の研究員が研究成果を報告した。 

・ 研究機関、環境団体、学校、企業等の取組状況、成果等を共有する場と

して「第８回福島県環境創造シンポジウム」を開催した。 

・ イベント等においてコミュタン福島ボランティアスタッフの活動の場を

提供するとともに、ボランティアスタッフ新規登録に向けた説明会を２回

開催した。 

・ 「コミュタン福島の魅力伝え隊」に任命した県立田村高校生がコミュタ

ン福島における各種イベントで展示案内の補助、ブース出展のサポート等

のボランティア活動を実施した。 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

５５  評評価価とと課課題題  
 

((11))  主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜１１次次評評価価：：福福島島県県環環境境創創造造セセンンタターー＞＞  

 

ア モニタリングデータ及び調査研究成果の収集・発信 

・ 県民等が求めるモニタリングデータ、研究情報等について、ウェブサ

イト等を活用し、わかりやすく情報発信した。 

・ 三機関の成果報告会を会場及びオンラインで開催するとともに、会場

においてポスターセッションを実施した。また、口頭発表についてはア

ーカイブ動画、ポスターセッションについてはポスターをホームページ

に公開し、三機関の取組及び研究成果を発信した。 

・ 研究員等との対話による情報発信の機会を増やすなど、研究成果につ

いて親しみやすくわかりやすい発信に努めた。引き続き専門的な知見等

をわかりやすく発信する機会を創出する。 

 

イ 環境回復・地域再生・環境創造に関する情報発信 

・ これまでの人材育成講座修了生による環境活動報告の機会を創出し、

冬季特別企画展 

「WHO ARE WE 観察と発見の生物学」 

コミュタン福島スタディキャンパス 2024 

 in Autumn 
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環境回復に向けた環境活動を実施するとともに、取組の成果を発信し

た。 

・ 県内外へのアウトリーチ活動で、本県の環境回復等について情報発信

を実施した。引き続き風評払拭・風化防止に向けた情報発信について、

機会を捉え積極的に実施する。 

 

ウ 交流棟「コミュタン福島」における取組 

・ 気候変動対策をテーマにするなど県民ニーズ、環境を巡る社会情勢の

変化等を踏まえたイベントを開催した。また、イベント内容に応じて土

日の連日開催を行うなど来館機会の創出に取り組んだ。 

・ イベントごとにアンケートを実施し、来館者のニーズ等を的確に捉え

た事業構築に努めた。 

・ 交流棟の展示内容及び運営スタッフの案内については、常に情報のア

ップデートを意識し、社会情勢の変化及び県民ニーズを踏まえた運営に

努めた。 

・ 交流棟の利用者数は、96,484 人であり、前年度比約 96％であった。 

・ 県教育委員会等と連携し、教育事務所等主催の学校長会議への出席、

小中学校、高校への訪問等により、交流棟利用促進に向けた誘致活動を

実施した。小中学生の利用にとどまらず、高校生以上の幅広い年代の利

用促進に向けた取組を更に行う必要がある。 

・ 県民に科学や自然等を伝える spff 等の関係団体と連携し、専門的な

内容についてもわかりやすく情報発信を実施した。 

 

((22))  主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜２２次次評評価価：：田田崎崎由由子子氏氏（（福福島島県県消消費費者者団団体体連連絡絡協協議議会会  

事事務務局局長長））＞＞  

 

・ センター研究員の取組発信について、成果のみでなく、今やっているこ

となども発信すれば、センターがどのような研究をしている施設なのか知

ってもらえる機会となる。 

・ 福島県環境創造センターニュースレターなどで、写真付きでイベント等

の開催報告が行われていてよい。どのようなイベントを開催したのか視覚

的に確認でき、来館促進につながる。 

・ 人材育成講座について、１年を通して、学んだことを整理し、ポスター

にまとめて発表することが学校以外でできることはよい。講座を通して、

親子の対話にもつながり、学びの力に寄与するため継続してほしい。 
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・ コミュタン福島のスタッフは、子どもの反応を見て、年齢に合わせて案

内していてよい。引き続き工夫して、子どもに分かりやすく、大人も理解

して、質問しやすい雰囲気をつくって欲しい。 

・ SNS 等での情報発信が主流になりつつあるが、自治体広報誌や新聞など、

年代によって情報を得る媒体が異なるため、様々な手法で、多くの方に伝

わる発信をしてほしい。紙媒体での発信も継続いただくとともに、可能な

限り、テレビや新聞などのマスメディアの活用も行っていただきたい。 

・ 国立科学博物館の巡回展など他の博物館等の展示をコミュタン福島で行

うことは有意義である。県中地区以外からも車でのアクセスがしやすく、

また、磐越東線三春駅からの三春町町営バスは乗車無料で来館できるため、

普段見ることができない展示が見られる機会は継続してほしい。 

・ ボランティア活動は、年代を問わず、様々な経験ができるよい機会であ

る。特に、高校生のボランティアスタッフは、子どもにとって大人より身

近に感じて接しやすいとともに、本人の経験にもなり、その後の活躍の自

信にもつながると思うので、積極的に参加されることを期待している。 

・ コミュタン福島は、大人にとっても学べる施設であるため、体験研修な

ど、学校団体以外に、一般の方も学べる環境があるとよい。 
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ⅤⅤ  教教育育・・研研修修・・交交流流  

交流棟「コミュタン福島」において、展示及び体験研修を通じて放射線に関

する知識の普及及び原子力災害を経験した本県の環境の現状を発信した。 

人材育成講座については、小・中学校及び高校といった各年齢層を対象とし

た講座を開催した。 

野生生物共生センター及び猪苗代水環境センターにおいては、県民の環境に

関する意識醸成に向けた取組を積極的に実施した。 

１１  放放射射線線等等にに関関すするる教教育育  

(1) 放射線等に関する学習活動への支援【福島県】

・ 県内の小・中学校及び高校の交流棟を活用した学習を支援するため、交

通費を補助するとともに、放射線及び環境に対応した学習プログラムを提

供し、県内小学校については約 56％にあたる 229 校、中学校については約

11％にあたる 25 校、高校については約 12％にあたる 14 校が交流棟を活用

した。 

・ 県教育委員会等と連携し、教育事務所等主催の校長会議において、交通

費補助制度及びコミュタン福島の学習コンテンツの活用等について紹介し

た。 

・ 県庁関係課室を通して交流棟の活用を呼びかけ、幼児教育指導担当者研

修会、特別支援学校初任者研修会など、様々な教員研修の場として交流棟

を提供した。

・ 三機関が連携し、原子力災害によって生じた様々な問題、放射線に関わ

る基礎知識等について県内中学校を対象に出張講座を実施した。

三機関連携講座 
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(2) 各種来館者層に合わせた運営体制の構築【福島県】

・ 外国人の来館者に対応するため、展示の多言語化、英語で案内のできる

スタッフの配置を行い、来館者のニーズに合わせた案内を実施した。

・ 東日本大震災を改めて振り返り、災害時の乳幼児のケアをテーマとした

子育て世代向けの「コミュタンサロン」を開催した。 

(3) 「放射線に関するご質問に答える会」の実施【JAEA】

・ 磐城森林管理署（４月23日）、林業アカデミーふくしま（7月12日）、

会津学鳳中学校（11月19日）に対して「放射線に関するご質問に答える

会」を実施した。 

２２  環環境境のの回回復復・・創創造造にに関関すするる人人材材育育成成・・研研修修  

(1) 環境の回復・創造に関する研修等の開催【福島県】

・ 小学４年生から中学３年生を対象に年齢層ごとの人材育成講座「コミュ

タンサイエンスアカデミア（Basic コース及び Advanced コース）」を開設

し、原子力災害を経験した福島に関する知識の習得及び講座で学んだこと

を自分の言葉で伝えることができる人材の育成に努めた。 

・ 人材育成講座修了生が「コミュタンフェスティバル」におけるブース出

展や「第８回福島県環境創造シンポジウム」のパネリストとして参加する

など、育成した人材が習得した知識等を活用できる機会を設けた。  

・ コミュタン福島において、夏休みの理科自由研究のテーマ選び、データ

のまとめ方等についてアドバイスする「夏休み小学生理科自由研究サポー

ト」を実施した。

・ 小学生の理科自由研究発表会において口頭発表及びポスターセッション

を開催し、発表を通じて科学への探究心の喚起及びプレゼンテーション能

力の向上を図った。 

・ 「せせらぎスクール」を実施する団体（参加団体数 41 団体（2,049

名））へ必要な教材等の支援を行い、水環境保全への意識醸成を図った。

また、「せせらぎスクール」の実施拡大のために必要な指導者を養成する

講座（初級編・中級編・実践編）を開講し、延べ 23 名が受講した。 

・ 環境アドバイザーを 25団体（838 名）に派遣し、地域における環境保全

の意識を高めた。 
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・ 県内の化学物質取扱事業者及び工業高校の生徒を対象にセミナーを開催

し、化学物質の取扱いに関するリスクコミュニケーションについての理解

を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 附属施設を活用した教育・研修【福島県】 

・ 猪苗代水環境センター及び野生生物共生センターにおいて、猪苗代湖・

裏磐梯湖沼群の水環境保全、人の営みと野生生物との関わりについての意

識醸成に向けた環境学習会を開催した。 

・ 野生生物共生センターにおいて、小学校等 16 団体にスタッフによる施

設案内、傷病鳥獣の治療に関する講話等を実施し、生物多様性に関して普

及啓発を図った。 

・ 野生生物共生センター及び猪苗代水環境センターにおいて、県庁関係課

が主催した、ふくしまの豊かな自然及び環境について学べる県内 41 施設

を巡るスタンプラリーに参加し、来館者へ施設の役割及び取組を発信し

た。 

 

(3) 高校生、大学生等への環境の回復・創造に関する人材育成【福島県・

JAEA】 

・ 県立福島高等学校、安積高等学校及び会津学鳳高等学校を対象に研究体

験講座を開催し、当センター研究員の講義、参加した生徒との試料の調

製、測定機器の操作体験等を行い、科学への興味喚起を図った。 

・ コミュタン福島において、IAEA職員がこれまで本県とIAEAが協力してき

たプロジェクトの研究成果等を踏まえた講義を実施し、放射線及び本県の

環境回復の現状について、県内の大学生の理解を深めた。 

・ 令和６年７月から９月にかけて、JAEAの人材育成制度による夏期休暇実

習生として、東京都立大学、京都大学大学院、長岡技術科学大学院及び日

本大学の４大学から６名の実習生を受け入れた。 

・ 夏期休暇実習では、山地森林及び河川等で採取した土壌・水試料につい

理科自由研究発表会 化学物質リスクコミュニケーション講演会・交流会  
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て、元素組成及び放射性核種濃度の分析に係る試料処理及び機器分析等の

実習を実施した。 

３３  県県民民・・NNPPOO・・関関係係機機関関ととのの交交流流  

(1) 交流の場及び機会の創出【福島県】

・ 環境創造センター取組発信イベント「コミュタン福島スタディキャンパ

ス2024 in Autumn」、郡山女子大学短期大学部、桜の聖母短期大学の学生

等を対象とした三機関の研究員による「コミュタンサイエンストーク」を

開催し、放射線及び環境に関する理解を深めるとともに、研究員と参加者

との交流の機会を創出した。 

・ 郡山女子大学短期大学部と連携し、学生の見聞を広めるためにコミュタ

ン福島の見学会を実施するとともに、一部学生による展示案内等の職業体

験の場を提供した。 

・ 「第８回福島県環境創造シンポジウム」において、研究機関、環境団

体、教育機関、学校、企業等のブース出展者間の交流の場を提供した。 

・ 「サイエンスショーフェスティバル in かわまた」、「相馬市子ども科

学フェスティバル」、「郡山市ふれあい科学館サイエンスフェスティバ

ル」などの様々なイベントにコミュタン福島のブースを出展し、県民との

交流機会を創出するとともに、放射線及び環境に関する理解を深めた。 

・ ふくしま環境活動支援ネットワークの構成団体、県内自治体等へメール

マガジンを配信し、各構成団体の取組について情報共有するとともに、関

係団体間の交流を促した。 

・ 「コミュタンフェスティバル in G.W.」において、福島トヨタ自動車株

式会社と連携して、最先端の電気自動車、水素自動車など環境に配慮した

自動車の展示、乗車体験等を実施し、来館者の環境保全の意識醸成を図っ

た。 

(2) 市民との交流イベント、ワークショップ等の開催【NIES】

第８回環境創造シンポジウム コミュタンフェスティバル in G.W.
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・ 地域協働のパートナーである NPO 法人しんせいの山の農園（環境に配慮

した福祉農園）において「山の学校」を同法人とともに立ち上げ、その中

で、「環境学習プログラム」の企画・運営を行い、参加者である県外の社

会人及び地元の高校生に体験学習の場を提供した。 

・ 震災を経験した「福島ならでは」の探求的な学びを実践し、地域の

人々を支える担い手の育成に向けた連携・協力を進めていくため、NPO法

人しんせいとあさか開成高校との３者で、災害に強く持続可能な地域共

生社会の実現に向けたパートナーシップ協定を締結した。 

(3) 次世代層との連携強化【NIES】

・ 安積黎明高校２学年の生徒を対象に、総合的な探究の時間の支援を行っ

た。 

４４  評評価価とと課課題題  

((11)) 主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜１１次次評評価価：：福福島島県県環環境境創創造造セセンンタターー＞＞

ア 放射線等に関する教育について

・ 令和６年度の小学校団体の来館割合については、全体の約 56％であっ

た。 

［県内小学校来館実績］ 

令和元年度 258 校 56.3％ 

令和２年度 191 校 42.6％ 

令和３年度 231 校 52.7％ 

令和４年度 213 校 50.2％ 

令和５年度 235 校 56.2％ 

・ 県教育委員会等と連携し、県内小中学校のコミュタン福島の活用等に

ついて周知した。コミュタン福島での放射線等に関する学習の支援につ

いて、引き続き周知等を行う必要がある。 

・ 三機関が連携して出張講座等を実施し、放射線等について子どもたち

が自ら考え、主体的に行動できる力を育むことに寄与した。 

イ 環境回復・創造に関する研修等の開催について

・ 各年齢層を対象とした講座において、福島に関する情報等を効果的に

発信できる人材を育成するとともに、受講生による情報発信を実施し
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た。また、講座修了生によるアドバイザーの立場での講座への参加、

「第８回福島県環境創造シンポジウム」におけるパネリストとしての登

壇など、受講修了後も講座で得た知識等を活用できる機会を設けた。引

き続きコミュタン福島の強みを活かした講座を開催していく。 

・ 附属施設を活用した環境学習会を開催し、県民の環境保全への意識醸

成を図った。 

[附属施設による環境学習会等実績] 

猪苗代水環境センター環境学習会（２回）参加者数 56 名 

（令和５年度 204 名） 

野生生物共生センター環境学習会（４回）参加者数 151 名 

（令和５年度 235 名） 

環境創造センター３館周遊クイズラリー 参加者数 6,144 名 

（令和５年度 5,448 名） 

ウ 県民・NPO・関係機関との交流について

・ 出張講座、県内各施設での出張コミュタン等を開催することで県民等

との交流の機会を設けた。この取組は、理科及び科学に関心が薄い子ど

も並びに保護者にコミュタン福島を知ってもらえる良い機会になってい

ると考えられるため、継続して取組を実施する。 

・ 「コミュタンフェスティバル」を開催し、環境及び科学について体験

をとおして楽しく学びながら、コミュタン福島を利用する機会を創出し

た。 

((22)) 主主なな評評価価とと課課題題  ＜＜２２次次評評価価：：飯飯村村新新市市氏氏（（田田村村市市教教育育委委員員会会  教教育育長長））＞＞

・ 原発事故から 14 年が経過する中で、放射線や環境問題について、小中

学生を中心に基本的な理解を定着すべく、様々な取組が続けられているこ

とは評価できる。 

・ 小学生の来館者が増えてきているものの、県内小学校の団体来館割合が

50％程度であることは残念である。教育課程への位置付けなど、原発事故

を陳腐化させないためにも、2011 年以降に出生した子どもたちにコミュ

タン福島を活用して、記録を見聞し、記憶に留める方策を小学校とともに

考えていただきたい。 

・ 小・中学校及び高校の教員にコミュタン福島を広報する機会を県教育委

員会及び市町村教育委員会と連携して設けてほしい。 
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・ 展示室にある霧箱や環境創造シアターを子どもたちに見学してもらえれ

ば、放射線教育への関心が高まると思う。 

・ 様々な年代が放射線教育などの基礎を学べる機会を創出してほしい。 

・ 研究施設において、実際に使用している機器等を体験できることはよい

経験になる。研究員との関わりも刺激になるので、全県的に対象を広げて、

引き続き、センターの研究施設や研究員の強みを生かし、県内の学生らへ

の人材育成を図ってほしい。 

・ 開設 10 周年を迎えるにあたり、単なるメモリアルイベントに終わるこ

となく、コミュタン福島の今後の位置付け（ポリシー転換等）を思考した

企画や施設改修などを考えていくべきと思う。 

・ 大震災から 5,000 日が経過し、これからの 5,000 日には、小・中学生を

中心に、どのようなことを提供していったらよいのか（不易と流行も考

え）、新コミュタン福島を創造してほしい。 
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ⅥⅥ  総総合合的的なな事事業業評評価価  

環境創造センターでは、放射性物質により汚染された環境の回復及び県民が

将来にわたり安心して暮らせる環境の創造のため、中長期取組方針の基本的考

え方を踏まえ、三機関連携の下、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収

集・発信」、「教育・研修・交流」の４つの事業を推進した。 

モニタリング事業では、環境放射能モニタリング及び有害物質等モニタリン

グについては滞りなく事業を実施することができた。緊急時のモニタリングに

ついては、定期的な訓練を通じて、体制の維持強化を図ることができた。 

調査研究事業では、環境回復・環境創造に関する課題解決に向けて、４部門

において調査研究に取り組んだ。取組の成果は、成果報告会、学会発表、論文

等の様々な機会を通じて発信した。また、今年度はフェーズ３の最終年度であ

り、これまでの成果を取りまとめた。部門長からは、今後の調査研究を進める

にあたり、以下の取組が必要との意見があった。 

・ 開発した分析・測定手法による分析結果の精度の担保等による、周辺住民

等の安全・安心に寄与 

・ 自治体の行政判断に寄与する正確な情報の提供

・ 部門間や機関間の連携を一層進めることによる、県の発展への貢献

・ これまでの成果を総括的にまとめ、国内外、県民向けへの発信

・ 住民の安全・安心等の地域のニーズに直接応えるため、連携機関との協力

による推進 

・ 成果の地域社会への貢献と実践等による、福島県内の多様な地域社会への

貢献 

・ グローバルな社会構造の変化を見据え、持続可能性とカーボンニュートラ

ルを実現する地域社会規範の継続した探求

情報収集・発信事業では、研究員等との対話による情報発信の機会を増やす

など、研究成果について親しみやすくわかりやすい発信に努めた。また、これ

までの人材育成講座修了生による環境活動報告の機会を創出し、環境回復に向

けた環境活動を実施するとともに、取組の成果を発信した。 

教育・研修・交流事業では、各年齢層を対象とした講座において、福島に関

する情報等を効果的に発信できる人材を育成するとともに、受講生による情報

発信を実施した。また、講座修了生によるアドバイザーの立場での講座への参

加、シンポジウムでのパネリストとしての登壇など、受講修了後も講座で得た

知識等を活用できる機会を設けた。また、出張講座、県内各施設での出張コミ

ュタン等を開催し、県民等との交流の機会を設けた。 
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令和７年度からは、これまでのセンターにおける連携・協力体制に F-REI を

加え、本県、JAEA、NIES 及び F-REI の４者による新たな連携・協力体制の下、

「第２期環境創造センター中長期取組方針」に基づき、４つの事業を推進する。 
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1
R6.3.1（金）

～R6.4.14（日）
コミュタン福島 ○ 福島県

企画展「博物館が支える　
日本の生物多様性の保
全」

国立科学博物館所有の巡回展を開催

2
R6.4.12（土）

～R6.4.13（日）
山の農園 NIES 山の学校

NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

3 R6.4.13(土) コミュタン福島 福島県
2024前期ベジKIDSクラブ　
第１回

4 R6.4.23（火）
環境創造セン
ター研究棟

JAEA 放射線の基礎知識等
磐城森林管理署で除染等関連業務及び
特定線量下業務に従事する職員に対する
安全教育を実施

5
R6.4.24(水),5.15
(水),6.12(水),6.1

9(水),7.10(水)
安積黎明高校 NIES 総合的な探究の時間 NIESの研究に係る講義を実施

6 R6.4.25(木)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第１回除染・廃棄物部門
会議

7 R6.4.28(日) コミュタン福島 ○ 福島県
コミュタンフェスティバル
inG.W.

ワークショップ、ホールイベント

8 R6.5.2(木)
須賀川創英館
高校

NIES 総合的な探究の時間 講義『わたしたちの生活・地域とSDGs』

9 R6.5.5(日)
郡山市ふれあ
い科学館

福島県
GWサイエンスフェスティバ
ル

ワークショップ

10 R6.5.8(水)
環境創造セン
ター

三機関
第１回放射線計測部門会
議

11 R6.5.10(金)
環境創造セン
ター

三機関 第１回環境動態部門会議

12 R6.5.14(火)
ふたば未来学
園高校

NIES 総合的な探究の時間 読書会におけるミニ講義

13
R6.5.17（金）

～R6.5.18（土）
山の農園 NIES 山の学校

NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

14 R6.5.18(土)
猪苗代水環境
センター

福島県 3万人記念セレモニー 来館者３万人達成記念のセレモニー

15 R6.5.19(日) コミュタン福島 福島県
2024前期ベジKIDSクラブ　
第２回

16 R6.5.20(月)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第１回環境創造部門会議

17
R6.5.22（水）

～R6.5.24（金）
東京ビッグサイ
ト

NIES NEW環境展
「中間貯蔵施設周辺復興地域の融合的な
環境再生。環境創生に向けた研究」につ
いて展示

18 R6.5.26(日) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

19 R6.5.26(日)
郡山市河内ふ
れあいセンター

福島県
せせらぎスクール指導者
養成講座初級編

「せせらぎスクール」の指導者養成講座の
初級編

20 R6.5.26(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第１回）

小学生向け通年科学講座

21 R6.5.26(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第１回）

小中学生向け通年科学講座

22 R6.5.28(火)
福島県立会津
学鳳中学校

福島県
令和６年度熱中症対策出
前講座

熱中症対策予防を促す出前講座

23 R6.5.30(木) コミュタン福島 福島県
コミュタン福島お花でお出
迎えプロジェクト

三春幼保園の園児20名が花苗の植栽活
動を実施

24
R6.6.8(土)

～R6.6.9(日)
いくとぴあ食花
（新潟県）

福島県
ばんえつ発見の旅サポー
ト共同イベント

ワークショップ

25 R6.6.9(日) コミュタン福島 福島県 コミュタンサロン 座談会、ワークショップ

概 要

ⅦⅦ　　令令和和６６年年度度ににおおけけるる環環境境創創造造セセンンタターーのの取取組組

№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

１１　　環環境境創創造造セセンンタターーのの取取組組
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概 要№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

26 R6.6.15(土) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

27 R6.6.15(土) コミュタン福島 福島県
2024前期ベジKIDSクラブ　
第３回

28 R6.6.16(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第2回）

小学生向け通年科学講座

29 R6.6.16(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第2回）

小中学生向け通年科学講座

30 R6.6.22(土) コミュタン福島 福島県
夏休み小学生理科自由研
究サポート2024①

夏休みの自由研究について相談会を実施

31 R6.6.23(日) 福島大学 福島県
せせらぎスクール指導者
養成講座中級編

「せせらぎスクール」の指導者養成講座の
中級編

32 R6.6.25(火) コミュタン福島 ○ 三機関
令和６年度環境創造セン
ター成果報告会

令和５年度の三機関の研究成果等報告

33 R6.6.30(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第3回）

小学生向け通年科学講座

34 R6.6.30(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第3回）

小中学生向け通年科学講座

35 R6.7.5(金)
福島大学附属
小学校

福島県
令和６年度熱中症対策出
前講座

熱中症対策予防を促す出前講座

36 R6.7.6(土)
環境創造セン
ター

三機関
環境創造センター三機関
連携研究体験講座

高校生を対象とした三機関連携での研究
体験講座（安積高等学校）

37 R6.7.7(日)
福島市小鳥の
森ネイチャーセ
ンター

NIES とりトレ体験イベント
オンライン学習ツール「とりトレ」を体験する
イベントを実施

38 R6.7.8(月)
いわき市立長
倉小学校

福島県
令和６年度熱中症対策出
前講座

熱中症対策予防を促す出前講座

39 R6.7.8(月) コミュタン福島 四機関
「環境創造センターにおけ
る連携協力に関する基本
協定」締結式

福島県、JAEA、NIES及びF-REIの４者の
間で環境創造センターにおける連携協力
に関する基本協定を締結する。

40 R6.7.12(金)
林業研究セン
ター及び同試
験林

JAEA 林業アカデミーふくしま
林業アカデミーふくしま受講生による森林・
林業に関する幅広い「知識」の習得

41 R6.7.13(土) コミュタン福島 福島県
2024前期ベジKIDSクラブ　
第4回

42 R6.7.14(日)
郡山市ふれあ
い科学館

福島県
夏のサイエンスフェスティ
バル

ワークショップ

43 R6.7.20(土)
恵比寿ガーデ
ンプレイス

福島県
ふくしまフェスタ in 恵比寿
ガーデンプレイス

ワークショップ

44 R6.7.20(土) コミュタン福島 福島県
夏休み小学生理科自由研
究サポート2024②

夏休みの自由研究について相談会を実施

45
R6.7.20(土）

～R6.10.31(木）

コミュタン福島
野生生物共生
センター
猪苗代水環境
センター

福島県
ネイチャーハンタークイズ
ラリー

福島県環境創造センター３施設を巡るクイ
ズラリーイベント

46 R6.7.26(金)
環境創造セン
ター

三機関
環境創造センター三機関
連携研究体験講座

高校生を対象とした三機関連携での研究
体験講座（会津学鳳高等学校）

47 R6.7.27(土)
環境創造セン
ター

NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

48 R6.7.27(土)
福島市こむこむ
館

福島県
出張コミュタンatこむこむ
館

ワークショップ

49 R6.7.28(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第4回）

小学生向け通年科学講座

50 R6.7.28(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第4回）

小中学生向け通年科学講座

51 R6.7.28(日)
須賀川市長沼
保健 センター

福島県
せせらぎスクール指導者
養成講座実践編

「せせらぎスクール」の指導者養成講座の
中級編
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概 要№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

52
R6.7.29（月）

～R6.8.6（火）
環境創造セン
ター研究棟

JAEA 夏期休暇実習生受入れ
福島地区における放射性核種の環境動態
に関する研究を実施（東京都市大学）

53 R6.8.1(木)
環境創造セン
ター

三機関
環境創造センター三機関
連携研究体験講座

高校生を対象とした三機関連携での研究
体験講座（福島高等学校）

54 R6.8.2(金)
環境創造セン
ター

三機関
環境創造センター三機関
連携研究体験講座

高校生を対象とした三機関連携での研究
体験講座（福島高等学校）

55 R6.8.2(金)
環境創造セン
ター

三機関
環境創造センター三機関
連携研究体験講座

高校生を対象とした三機関連携での研究
体験講座（会津学鳳高等学校）

56 R6.8.3(土)
環境創造セン
ター

NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

57 R6.8.3(土) コミュタン福島 福島県
2024後期ベジKIDSクラブ　
第１回

58 R6.8.3(土) コミュタン福島 福島県
野生生物共生センター
環境学習会（第１回）

小学生親子向け環境学習会

59 R6.8.4(日) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

60 R6.8.4(日) 猪苗代湖北岸 福島県
猪苗代水環境センター
環境学習会（第１回）

小学生親子向け環境学習会

61 R6.8.4(日) コミュタン福島 福島県
夏休み小学生理科自由研
究サポート2024③

夏休みの自由研究について相談会を実施

62 R6.8.4(日) ハイテクプラザ 福島県
あつまれっ！ハイテクプラ
ザ2024

ワークショップ

63 R6.8.8(木)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第２回除染・廃棄物部門
会議

64 R6.8.11(日)
郡山カルチャー
パーク

公益社団
法人郡山
青年会議
所

明日からやりたい発見隊
になろう！！＠郡山カル
チャーパーク

ワークショップ

65 R6.8.17(土) コミュタン福島 福島県

センター開所８周年記念イ
ベント「コミュタン福島スタ
ディキャンパス2024 in
Summer」

環境を巡る世界的動向、福島の環境や
SDGsについて、身近な視点から楽しく学
べるイベント

66 R6.8.18(日) コミュタン福島 福島県

センター開所８周年記念イ
ベント「コミュタン福島スタ
ディキャンパス2024 in
Summer」

環境を巡る世界的動向、福島の環境や
SDGsについて、身近な視点から楽しく学
べるイベント

67 R6.8.18(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第5回）

小学生向け通年科学講座

68 R6.8.18(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第5回）

小中学生向け通年科学講座

69 R6.8.19(月)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第２回環境動態部門会議

70
R6.8.19（月）

～R6.8.30（金）
環境創造セン
ター研究棟

JAEA 夏期休暇実習生受入れ
福島地区における放射性核種の環境動態
に関する研究を実施（日本大学）

71 R6.8.24(土)
環境創造セン
ター

NIES
コミュタン福島・国環研 福
島拠点 見学バスツアー

三島町公民館事業

72 R6.8.25(日)
柳津町ビジター
センター

福島県
野生生物共生センター
環境学習会（第２回）

小学生親子向け環境学習会

73
R6.8.26（月）

～R6.8.30（木）
環境創造セン
ター研究棟

JAEA 夏期休暇実習生受入れ
福島地区における放射性核種の環境動態
に関する研究を実施（京都大学）

74
R6.8.26（月）

～R6.9.6（金）
環境創造セン
ター研究棟

JAEA 夏期休暇実習生受入れ
福島地区における放射性核種の環境動態
に関する研究を実施（長岡技術科学大学）

75
R6.8.27(火)

～R6.8.29(木)
コミュタン福島 福島県

郡山女子大学短期大学部
地域創成学科職業体験

郡山女子大学短期大学部地域創成学科
の学生を対象とした職業体験をコミュタン
福島で実施

76 R6.8.31(土) コミュタン福島 福島県
2024後期ベジKIDSクラブ　
第２回

77 R6.9.2(月)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第２回環境創造部門会議
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概 要№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

78 R6.9.4(水)
環境創造セン
ター

三機関
第２回放射線計測部門会
議

79
R6.9.4(水)

～R6.9.5(木)
いわき市文化
センター

〇 福島県
第13回環境放射能除染研
究発表会

センター紹介（霧箱見学含む）
研究発表（計測部門、除染廃棄物部門）

80 R6.9.7(土)
農業総合セン
ター

福島県
第17回農業総合センター
まつり

ワークショップ

81 R6.9.8(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第6回）

小学生向け通年科学講座

82 R6.9.8(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第6回）

小中学生向け通年科学講座

83 R6.9.14(土) コミュタン福島 福島県
2024後期ベジKIDSクラブ　
第３回

84 R6.9.14(土) 大玉村 福島県
野生生物共生センター
環境学習会（第３回）

小学生親子向け環境学習会

85 R6.9.14(土) いわき市 福島県
ふくしま産業廃棄物
EXPO2024

ワークショップ

86 R6.9.29(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンフェスティバル in
Autumn

ワークショップ、ホールイベント

87 R6.10.5(土) 猪苗代北岸 福島県
猪苗代水環境センター
環境学習会（第２回）

小学生親子向け環境学習会

88 R6.10.5(土) 相馬市 福島県
相馬市子ども科学フェス
ティバル

ワークショップ

89
R6.10.5(土)

～R6.10.6(日)
御殿場プレミア
ム・アウトレット

福島県
ふくしまフェスタ in 御殿場
プレミアム・アウトレット

ワークショップ

90 R6.10.6(月)
まちなか広場・
まちなか交流施
設「ふくふる」

NIES ゼロカーボンDAY！2024 ブース出展

91 R6.10.6(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第7回）

小学生向け通年科学講座

92 R6.10.6(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第7回）

小中学生向け通年科学講座

93 R6.10.12(土) 天栄村 福島県
野生生物共生センター
環境学習会（第４回）

小学生親子向け環境学習会

94 R6.10.12(土)
福島市こむこむ
館

福島県
出張コミュタンatこむこむ
館

ワークショップ

95 R6.10.12(土) 鶴ヶ城体育館 福島県
第32回環境フェスタ×ふく
しまゼロカーボンDAY！
2024 in あいづ

ワークショップ

96 R6.10.16(水) あさか開成高校 NIES
持続可能な地域共生社会
の実現を目指したパート
ナーシップ協定締結式

特定非営利活動法人しんせい・福島県立
あさか開成高等学校・NIESの三者でパート
ナーシップ協定を締結

97 R6.10.17(木) コミュタン福島 福島県
コミュタン福島お花でお出
迎えプロジェクト

三春町岩江幼稚園及び中郷幼稚園の園
児25名が花苗の植栽活動を実施

98 R6.10.19(土) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

99
R6.10.19(土)

～R6.10.20(日)
あづま総合運
動公園

LIVE 
AZUMA

実行委員
会

LIVE AZUMA 2024 霧箱展示とコミュタン福島CMの放映

100 R6.10.26(土) コミュタン福島 福島県
2024後期ベジKIDSクラブ　
第４回

101
R6.10.26(土)

～R6.10.27(日)

ラゾーナ川崎プ
ラザ（神奈川
県）

福島県
ふくしまフェスタ in ラゾー
ナ川崎プラザ

ワークショップ

102 R6.10.31(木) コミュタン福島 ○ 三機関
環境創造センター連絡調
整会議

第２期環境創造センター中長期取組方針
（素案）に係る検討

103 R6.11.2(土)
ビッグパレットふ
くしま

福島県 そなえるふくしま2024 ワークショップ

-96-
96



概 要№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

104 R6.11.3(日) コミュタン福島 三機関
コミュタン福島スタディキャ
ンパス2024 in Autumn

環境創造センター本館・研究棟を周遊しな
がらセンターの取組、環境回復及び環境
創造について学ぶイベント

105 R6.11.4(月) コミュタン福島 三機関
コミュタン福島スタディキャ
ンパス2024 in Autumn

環境創造センター本館・研究棟を周遊しな
がらセンターの取組、環境回復及び環境
創造について学ぶイベント

106 R6.11.9(土) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

107 R6.11.10(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第8回）

小学生向け通年科学講座

108 R6.11.10(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第8回）

小中学生向け通年科学講座

109 R6.11.12(火)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第３回環境創造部門会議

110 R6.11.13(水) コミュタン福島
福島県
ＮＩＥＳ

コミュタンサイエンストーク サイエンストーク

111 R6.11.16(土) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

112 R6.11.17(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第9回）

小学生向け通年科学講座

113 R6.11.17(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第9回）

小中学生向け通年科学講座

114
R6.11.17(日)

～R6.12.27(金)
コミュタン福島 福島県 ５０００日　～　パネル展示 パネル展示

115 R6.11.19(火)
福島県立会津
学鳳中学校

福島県
JAEA

三機関連携講座
会津学鳳中学校の学生を対象に県及び
JAEAによる出前講座を実施

116 R6.11.19(火)
東日本国際大
学

福島県
IAEA

IAEA職員による講義
東日本国際大学の学生を対象にIAEAの
職員が講義を実施

117 R6.11.20(水) 福島大学
福島県
IAEA

IAEA職員による講義
福島大学の学生を対象にIAEAの職員が
講義を実施

118 R6.11.21(木)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第３回放射線計測部門会
議

119 R6.11.22(金)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第３回除染・廃棄物部門
会議

120 R6.11.22(金) コミュタン福島
福島県
IAEA

IAEA職員による講演
原子力施設等放射能調査機関連絡協議
会の会員を対象にIAEAの職員が講演

121 R6.11.23(土) コミュタン福島
福島県
IAEA

IAEA職員による講義
福島大学の学生を対象にIAEAの職員が
講義を実施

122 R6.11.23(土)
ムシテックワー
ルド

福島県
spffサイエンス屋台村atム
シテックワールド

科学や技術のおもしろさを伝えるイベント

123 R6.11.26(火)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第３回環境動態部門会議

124 R6.11.30(土) 鶴沢公民館
川俣町教
育委員会

川俣サイエンスショー サイエンスショー

125 R6.11.30(土) コミュタン福島 福島県 理科自由研究発表会
小学生が夏休みに取り組んだ理科自由研
究に関する口頭発表及びポスタ-セッショ
ン

126 R6.12.1(日) コミュタン福島 福島県 理科自由研究発表会
小学生が夏休みに取り組んだ理科自由研
究に関する口頭発表及びポスタ-セッショ
ン

127 R6.12.8(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第10回）

小学生向け通年科学講座

128 R6.12.8(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第10回）

小中学生向け通年科学講座

129
R6.12.12(木)

～R7.1.24(金)
コミュタン福島 福島県

企画展「WHO ARE WE 
観察と発見の生物学」

国立科学博物館所有の巡回展を開催

130 R6.12.18(水)
郡山北工業高
校

福島県
高校生のための化学物質
リスクコミュニケーション講
演会・交流会

郡山北工業高校の学生を対象に環境省
の化学物質アドバイザーが講義を実施
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概 要№ 年 月 日 開 催 場 所 等
オンライン

活用
実施機関 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 等

131 R6.12.20(金) コミュタン福島 ○ 三機関
環境創造センター県民委
員会（第１回）

第２期環境創造センター中長期取組方針
（素案）、第２期環境創造センター調査研
究計画（素案）の審議

132 R6.12.22(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第11回）

小学生向け通年科学講座

133 R6.12.22(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第11回）

小中学生向け通年科学講座

134 R7.1.13(月) コミュタン福島 福島県
コミュタン福島スタディキャ
ンパス2025 in Winter

環境について楽しく学べるワークショップ
の開催

135 R7.1.17(金)
桜の聖母短期
大学

福島県
JAEA

コミュタンサイエンストーク サイエンストーク

136 R7.1.19(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアBasic（第12回）

小学生向け通年科学講座

137 R7.1.19(日) コミュタン福島 福島県
コミュタンサイエンスアカデ
ミアAdvanced（第12回）

小中学生向け通年科学講座

138 R7.1.28(火)
環境創造セン
ター本館

NIES
福島拠点ステークホル
ダー会合

福島拠点の活動についてステークホル
ダーとの状況共有や意見交換

139 R7.2.5(水) コミュタン福島 ○ 福島県
化学物質リスクコミュニ
ケーション推進セミナー

事業者向けセミナー

140 R7.2.6(木) コミュタン福島 ○ 三機関
環境創造センター連絡調
整会議

令和６年度環境創造センター事業報告
（中間報告）及び令和７年度環境創造セン
ター年次計画

141 R7.2.16(日) コミュタン福島 福島県
コミュタン福島スタディキャ
ンパス2025 in Winter

環境について楽しく学べるミニイベントの
開催

142 R7.2.19(水)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第４回放射線計測部門会
議

143 R7.2.21(金)
環境創造セン
ター

○ 三機関
第4回除染・廃棄物部門会
議

144 R7.2.22(土)
環境創造セン
ター

NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施

145 R7.2.25(火)
環境創造セン
ター

○ 三機関 第4回環境動態部門会議

146 R7.3.3(月)
環境創造セン
ター

三機関 第4回環境創造部門会議

147 R7.3.15(土) 大熊町 NIES
ゼロカーボンフェスティバ
ル

「OKUMA ODYSSEY 復興交流イベントお
おくま学園祭 2025」と同時開催されたゼロ
カーボンフェスティバルにおけるブース出
展

148 R7.3.18(火) コミュタン福島 ○ 三機関
環境創造センター県民委
員会（第２回）

令和６年度環境創造センター事業報告
（中間報告）及び令和７年度環境創造セン
ター年次計画の審議

149 R7.3.28(金) 福島県庁 ○ 四機関
環境創造センター運営戦
略会議

150 R7.3.29(土) 山の農園 NIES 山の学校
NPO法人しんせい・福島県立あさか開成
高校と開催する環境学習プログラムの実
施
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2 学会発表

1 ⼤⻄悟 ⼀般廃棄物処理施設焼却熱の産業⽤熱利⽤
バイオマス産業社会ネットワーク
（BIN）第222回研究会

2 Clergue T.C. 他

Assessing the impact of soil 
decontamination on radiocesium and 
sediment transfers in a catchment affected 
by Fukushima nuclear accident, Japan, using 
a reservoir sediment core.

European Geosciences Union 
General Assembly 2024

3 Tsuji H. 他
Effect of 137Cs desorption from sediment on 
the formation of dissolved 137Cs 
concentrations in dam discharge water,

European Geosciences Union 
General Assembly 2024

4 Seiya Maki 他

Consideration of industrial database format 
for the resource recycling and for matching 
recyclable resources using between 
industries

The 19th International Conference 
on Waste Management and 
Technology

5 樊少艶 他

Suspended Sediment Discharge and 137Cs 
Discharge from Land Use and 
Decontamination in rivers in Fukushima 
Prefecture
（福島県浜通りの河川における懸濁物質と懸
濁態セシウム137の移⾏量と⼟地利⽤・除染
の影響の関係）

JpGU 2024

6 福⽥美保 他

Amount of radiocaesium transferred in 
stream and river water in the towns of 
Namie and Futaba, Fukushima
（福島県浪江町の沢⽔と河川⽔の放射性Cs移
⾏量）

JpGU 2024

7 樊少艶 他
福島県を流れる河川における137Csの⻑期観
測

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

8 福⽥美保 他
福島県複数河川にて採取した浮遊砂中の
237NpとPu同位体について

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

9 ⼩松仁 他
ブタにおける消化管内での安定セシウム吸収
率

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

10 神⽥幸亮 他
福島県内におけるキジ(Phasianus colchicus)
の⾏動調査

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

11 村上貴恵美 他
福島県内における野⽣傷病⿃獣の放射性セシ
ウムのモニタリング

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

12 橋本晃佑 他
環境試料中トリチウムの相互⽐較分析に関す
る検討

2024年度_ERANキックオフミー
ティング

13 S. Ohnishi
Symbiotic strategy for Carbon Neutrality: 
Industry & Waste management sector 
synergy as a case in Japan

The 19th International Conference 
on Waste Management and 
Technology

No. 発表者 発表タイトル 学会名
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No. 発表者 発表タイトル 学会名

14 ⾼瀬和之 他
Numerical Study on Controlling Factors 
Affecting Combustion Gas Flow Dynamics in 
a Municipal Solid Waste Incinerator

19th International Conference on 
Numerical Combustion

15
Yukihisa Sanada 
他

Tritium monitoring to monitor ocean 
discharge of TEPCO treated water

KRSconference

16 市川恒樹 他
エトリンガイトの遅延⽣成によるコンクリー
トの膨張劣化メカニズム 結晶の脱⽔と界⾯変
性→結晶復活→変性界⾯経由の結晶成⻑

第78回セメント技術⼤会

17 Tanaka Y 他
Development of Evaluation Method for Cs 
Adsorbent for Advanced Volume Reduction 
of Decontamination Waste in Fukushima

2024 Spring Scientific Conference 
by Korea Society of Waste 
Management 

18 辻英樹 他
底質からの溶出を考慮した数値計算モデルに
よるダム湖の放射性セシウム動態の再現

Japan Geoscience Union Meeting 
2024

19 ⼩松仁 他
福島県内におけるイノシシの放射性セシウム
濃度の⻑期モニタリング

令和６年度環境創造センター成果報
告会

20 樊少艶 他
福島県を流れる河川における放射性セシウム
の⻑期観測

令和６年度環境創造センター成果報
告会

21 福⽥美保 他
帰還困難区域の沢⽔及び河川⽔における溶存
態放射性セシウム濃度の経年変化

令和６年度環境創造センター成果報
告会

22 那須康輝 他
出⽔期間の阿武隈川における懸濁物質の放射
性セシウム濃度変化と移⾏量について

令和６年度環境創造センター成果報
告会

23 神⽥幸亮 他
福島県内におけるキジ（Phasianus 
colchicus）の⾏動調査

令和６年度環境創造センター成果報
告会

24 村上貴恵美 他
福島県内における野⽣傷病⿃獣の放射性セシ
ウムのモニタリング

令和６年度環境創造センター成果報
告会

25 蛭⽥真史 他
⽣物季節でみる気候変動による福島県内の動
植物の変化について（カエデ・イチョウ編）

令和６年度環境創造センター成果報
告会

26 三成映理⼦ 他
県外最終処分に向けた導⼊技術システムシナ
リオ

令和６年度環境創造センター成果報
告会

27 ⽟置雅紀 他
低線量放射線による花成促進への植物ホルモ
ンの関与

令和６年度環境創造センター成果報
告会

28 ⽯井⼸美⼦ 他
淡⽔⽣態系⾷物網内の放射性Cs動態 - 栄養段
階と餌資源 -

令和６年度環境創造センター成果報
告会

29 ⼤和⽥興 他
⾃給的農業から特産品化への取り組み-⾼齢農
家によるハウスブドウ栽培の事例-

令和６年度環境創造センター成果報
告会

30 ⼤⻄悟
浜通りの復興まちづくりにおける産業形成と
脱炭素化に関する研究

令和６年度環境創造センター成果報
告会

31 深澤圭太 他
福島から世界へ：カメラトラップによる野⽣
動物モニタリングとそのネットワークの形成

令和６年度環境創造センター成果報
告会

32 ⼾川卓哉 他
環境まちづくり先進都市の⽣成プロセスの記
述と展開

令和６年度環境創造センター成果報
告会
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33 ⽣島詩織 他
帰還困難区域に⽣息する野⽣動物における放
射性セシウムの排泄動態

令和６年度環境創造センター成果報
告会

34 佐々⽊美雪 他
フラクタル形状検出器による3次元放射線イ
メージングの新展開

令和６年度環境創造センター成果報
告会

35 中⻄貴宏 他
沿岸表層堆積物の放射性セシウム濃度の変動
要因

令和６年度環境創造センター成果報
告会

36 松枝誠 他
放射性同位体の迅速分析における質量分析技
術の進展

令和６年度環境創造センター成果報
告会

37 寺島元基 他 落葉から⽔への放射性セシウムの溶出挙動
令和６年度環境創造センター成果報
告会

38 橋本晃佑 他
電解濃縮装置を⽤いた海⽔の極低濃度トリチ
ウム分析

令和６年度環境創造センター成果報
告会

39 佐々⽊祥⼈ 他
森林⽣態系における放射性セシウムの分布と
動き

令和６年度環境創造センター成果報
告会

40 ⽇下部⼀晃 他
福島県が取り組む廃棄物及び⽊質バイオマス
に関する調査研究

令和６年度環境創造センター成果報
告会

41 前川暁洋 他
発電所周辺モニタリングにおける⼤気中セシ
ウム-137濃度評価⼿法の検討

令和６年度環境創造センター成果報
告会

42 髙瀨和之 他
⼀般廃棄物焼却炉を⼿動運転する際の燃焼条
件の最適化に関する検討

令和６年度環境創造センター成果報
告会

43 ⽇下部⼀晃 他
福島県内の森林におけるリターの放射性セシ
ウム濃度の地理的分布調査

令和６年度環境創造センター成果報
告会

44 村沢直治 他 バイオ炭の⾃然発⽕危険性の評価
令和６年度環境創造センター成果報
告会

45
Makoto Morito 
他

Development of a control system for core-
sampling USV that combines Sliding Mode 
Control and Neural Network

⽇本⽔環境学会東北⽀部セミナー

46 ⾼瀬和之 他
不均⼀な空隙構造を有する廃棄物層の中を浸
透⽔とともに移動する放射性微粒⼦のシミュ
レーション

第29回計算⼯学講演会

47 ⾼瀬和之 他
複数の⼀般廃棄物最終処分場における深さ⽅
向の放射性セシウム濃度分布の⽐較と評価

⽇本環境学会第50回研究発表会

48 辻岳史 他
福島イノベーション・コースト構想における
政策ネットワークの構造

地域社会学会第49回⼤会

49 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物焼却炉及び最終処分場埋⽴物の内
部を移動する放射性セシウム付着微粒⼦の数
値的可視化

第52回可視化情報シンポジウム

50 ⽥中悠平 他
海⾯最終処分場でのホルミウムキレート剤に
よるトレーサー試験の実施に向けた検討

第59回地盤⼯学研究発表会
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51
Yukihisa Sanada 
他

Environmental radiation measurement after 
the nuclear power plant accident 
i) Current status of environmental 
radiological survey and government policy 12 
years after the accident

16th International Congress of the 
International Radiation Protection 
Association

52
Shigeo Nakama 
他

Environmental radiation measurement after 
the nuclear power plant accident
ii) Radiation Survey of the Ground Surface 
Using a Radiation Detector with GPS

16th International Congress of the 
International Radiation Protection 
Association

53 Kotaro Ochi 他

Environmental radiation measurement after 
the nuclear power plant accident 
iii) Direct radioactivity measurement at the 
bottom of the water

16th International Congress of the 
International Radiation Protection 
Association

54 Yuki Abe 他

Environmental radiation measurement after 
the nuclear power plant accident 
iv) New Radiological Imaging with Fractal 
Shaped Detectors

16th International Congress of the 
International Radiation Protection 
Association

55
Miyuki Sasaki 
他

Environmental radiation measurement after 
the nuclear power plant accident 
v) Radiation survey system using unmanned 
aerial vehicle for post-accident

16th International Congress of the 
International Radiation Protection 
Association

56 Yamada K.

Ion exchange theory and its application for 
the interaction of alkali metal ions with 
cation exchangers such as Cs adsorbent and 
geopolymer -numerical simulation and 
experiments

Intl Conf Atomistic Simulation of 
Cementitious Materials

57 中島⼤介
事故・災害時における化学物質のスクリーニ
ング分析

⼤気環境学会近畿⽀部2024年度シ
ンポジウム

58 ⼩井⼟賢⼆ 他
スギ燃料ガス化炉内のクリンカ⽣成抑制のた
めのマツ混合効果

スギ燃料ガス化炉内のクリンカ⽣成
抑制のためのマツ混合効果

59 Yoshioka A. 他
Combining camera trapping and deep 
learning for labor-saving monitoring of 
perching Sympetrum dragonflies

XXVII International Congress of 
Entomology

60 操上広志 他
放射性核種の環境動態と⼈間活動を考慮した
環境放射能評価の展望

8th International Forum on the 
Decommissioning of the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power 
Station (1FD8)

61 渡辺勇輔 他
⾛査型透過X線顕微鏡を⽤いた微⼩粒⼦中微
量核種の化学状態解明

8th International Forum on the 
Decommissioning of the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power 
Station (1FD8)

62 渡辺勇輔 他
Migration behavior of uranium from 
groundwater to the surface environment in 
uranium mine sites

Goldschmidt Conference 
(Goldschmidt 2024)
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63 蛭⽥真史 他
⽣物季節でみる気候変動による福島県内の動
植物の変化について（カエデ・イチョウ編）

全国環境研協議会北海道・東北⽀部
研究連絡会議

64 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物焼却炉を⼿動で運転する際の燃焼
条件の最適化に関する数値的検討

⽇本混相流学会・混相流シンポジウ
ム2024

65 ⼭⽥⼀夫 他
阿武隈川産砂利へのCsとSrの吸着評価と吸着
相の偏光顕微鏡観察

第13回環境放射能除染研究発表会

66 ⼭⽥正⼈ 他
福島県で発⽣した建設系廃棄物の処理処分に
伴う放射性セシウムの移動量の推計（その
４）

第13回環境放射能除染研究発表会

67 倉持秀敏 他
⽊質バイオマスのガス化特性に対する原料種
の影響

第13回環境放射能除染研究発表会

68 倉持秀敏 他
⽊質バイオマス燃焼発電施設における放射性
セシウムの挙動

第13回環境放射能除染研究発表会

69 ⼤⻄悟 他
浜通り地域の産業振興と脱炭素化および地域
共⽣の統合的研究

第13回環境放射能除染研究発表会

70 五味馨 他
中間貯蔵終了後の地域復興の⽅向性に係るシ
ナリオ・アプローチの提案

第13回環境放射能除染研究発表会

71 市川恒樹 他
バーミキュライトおよび関連鉱物のセシウム
吸着特性と吸脱着機構

第13回環境放射能除染学会発表会

72 ⼭⽥⼀夫 他
⾶灰中のK/Cs モル濃度⽐が⾶灰洗浄・吸着
濃縮に与える影響の試算

第13回環境放射能除染学会発表会

73 熊⾕純 他
⾶灰を導⼊したγ線照射⾼炉セメント硬化体
とジオポリマーの放射線分解⽔素発⽣挙動

第13回環境放射能除染学会発表会

74 ⽥中悠平 他
フェロシアン化銅の⼆段階化学共沈法による
最⼤減容化に向けた検討

第13回環境放射能除染学会発表会

75 安河内隆仁 他
Cs 吸着ゼオライト固型化体の凍結融解、海⽔
浸漬によるCs 溶出特性の変化

第13回環境放射能除染学会発表会

76 ⼭⽥⼀夫 他
実コンクリートの表⾯線量率経時低下の原因
に関する考察

第13回環境放射能除染学会発表会

77 紺野匠⾺ 他
コンクリート⾻材としての川砂利に対するCs 
およびSr 吸着特性

第13回環境放射能除染学会発表会

78 ⼩林遥 他

福島第⼀原⼦⼒発電所事故によるコンクリー
トの汚染履歴を考慮したモルタル試料におけ
る137Csと90Srの汚染⽔浄化に伴う脱着特性
の検討

第13回環境放射能除染学会発表会

79 ⼤場真 他
森林再⽣に向けた毎⽊サイズ推定による森林
資源量・成⻑量の予測

第13回環境放射能除染研究発表会

80 三成映理⼦ 他
複数の減容化技術シナリオにおける処分シス
テムの安全性の検討

第13回環境放射能除染学会発表会
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81 三成映理⼦ 他

除去⼟壌の限定再⽣利⽤・最終処分における
運搬データの⾒える化 
(1) 運搬時データから得られる福島県内の除去
⼟壌等の放射性Csの動き

第13回環境放射能除染研究発表会

82 三成映理⼦ 他

除去⼟壌の限定再⽣利⽤・最終処分における
運搬データの⾒える化 
(2) ⼟壌の発⽣⼟地区分に基づいた再⽣利⽤策
の検討

第13回環境放射能除染研究発表会

83 原⽥茂樹 他
森林バイオマスの減量・Cs低濃度化・TOC除
去のための「密閉容器法」の提案：湿式酸化
法の改善法として

第13回 環境放射能除染研究発表会

84 斎須要⽂ 他
帰還困難区域等における屋外作業者の被ばく
線量評価

第13回環境放射能除染研究発表会

85 操上広志 他
森林管理の追加対策が⽊材中Cs濃度に与える
影響に係る解析的検討

第13回環境放射能除染研究発表会

86 村沢直治 他 バイオ炭の熱危険性評価 第13回環境放射能除染研究発表会

87 ⼭⽥⼀夫 他
福島第⼀原⼦⼒発電所事故後の地域発展に貢
献することを⽬指した材料科学的研究

第22回社会産業理⼯学研究交流会

88 眞⽥幸尚 他 第27回⽇本⽔環境学会シンポジウム
第27回⽇本⽔環境学会シンポジウ
ム

89 TAN JIAZE
福島県を対象とした気候変動に伴う洪⽔被害
の間接被害の影響推計

第27回⽇本⽔環境学会シンポジウ
ム

90 牧秀明
東⽇本⼤震災以降の⼤船渡湾底質中の多環芳
⾹族炭化⽔素（PAH）モニタリング調査

第27回⽇本⽔環境学会シンポジウ
ム

91 ⼭⽥⼀夫 他
亜鉛によるセメントの⽔和阻害とアルミ酸ナ
トリウムによる硬化促進の機構のXRDによる
解析

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

92 安河内隆仁 他
Cs吸着ゼオライト(天然モルデナイト)のセメ
ント、GP固型化体からのCs溶出特性評価

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

93 ⼩林拓朗 他
メタン発酵固形残渣のバイオ炭の特徴と発酵
添加剤としての性能

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

94 ⽥中悠平 他
除染廃棄物等の⾶灰洗浄液に着⽬した⾼度減
容化に関する検討〜フェロシアン化銅を対象
としたカラムとバッチ試験の⽐較〜

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

95 中川岳
産業施設における⼤規模焼却熱利⽤に関する
シナリオ分析

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

96 ⼿島洋紀 他
⾸都直下地震を想定した災害廃棄物の海洋利
⽤に関するライフサイクルアセスメント（そ
の2）

第35回廃棄物資源循環学会研究発
表会

97 ⽟置雅紀 他
低線量放射線による花性誘導は植物ホルモン
バランスの崩壊によっておきる

第65回⼤気環境学会年会

98 ⼩荒井⼀真 他
微量の放射性核種の検出に向けた脱溶媒ネブ
ライザーによるICP-MSの測定性能の向上

⽇本放射化学会第68回討論会
(2024)
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99 ⼟肥輝美 他 地⾐類中の放射性セシウムの⻑期観測
⽇本放射化学会第68回討論会
(2024)

100 吉川英樹 他
樹⽪表⾯に繁殖するコケ類による放射性セシ
ウム保持についての研究

⽇本放射化学会第68回討論会
(2024)

101 松枝誠 他
ICP-MSによる超ウラン元素及びベータ核種
分析に対するオゾンリアクションの効果と検
証

⽇本放射化学会第68回討論会
(2024)

102 川端雄⼀郎 他
アルカリシリカ反応で⽣成したゾル状⽣成物
の分析の試みと考察

令和６年度⼟⽊学会全国⼤会第79
回年次学術講演会

103 ⽩⽯敢乃介 他
アルカリ岩⽯のアルカリ溶出挙動とASR促進
膨張試験結果の⽐較

令和６年度⼟⽊学会全国⼤会第79
回年次学術講演会

104 熊⾕純 他
γ線照射された⾼炉セメントペースト硬化体
のGH2照射・保持温度と⾶灰導⼊の影響

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

105 ⼭⽥⼀夫 他

放射性物質によるコンクリート汚染の機構解
明と汚染分布推定に関する研究 
(27) 福島第⼀原⼦⼒発電所事故による実コン
クリートの汚染解析に基づくセメントペース
トの炭酸化と⾻材の寄与

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

106 市川恒樹 他
セメント固化による放射性Cs吸着フェロシア
ン化銅の廃棄体化処理

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

107 三成映理⼦ 他
複数の処理・処分シナリオによるオフサイト
廃棄物の県外最終処分：処分モデルに関する
検討

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

108 斎須要⽂ 他
避難指⽰区域における屋外作業時の被ばく線
量に関する評価

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

109 眞⽥幸尚 他

原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(1) ⼤規模環境モニタリングの経験と残された
課題

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

110 佐々⽊美雪 他
原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(2) 航空機モニタリングの進展

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

111 阿部裕稀 他
原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(3) 新たな3次元放射能マッピング技術の開発

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

112 越智康太郎 他
原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(4) ⽔底モニタリングの進展

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

113 中間茂雄 他

原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(5) 陸域モニタリングによる空間線量率分布お
よび経時変化の特徴

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会
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114 御園⽣敏治 他

原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(6) 海域モニタリングデータのデータベース化
と無⼈測定技術開発

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

115 阿部智久 他

原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(7) 帰還困難区域内における⼤気放射能濃度モ
ニタリングと内部被ばく線量率評価

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

116 吉村和也 他

原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(8) モニタリングデータを活⽤し外部被ばく線
量の評価とその社会適⽤

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

117 ⾈⽊泰智 他
原⼦⼒機構による環境放射能モニタリングの
歩みと今後の展望
(9) 緊急時モニタリング⽀援システムの開発

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

118 佐久間⼀幸 他
福島における放射性物質分布調査
(14) 2011〜2022年における空間線量率統合
マップ解析

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

119 森下祐樹 他
α／β線弁別測定のための遠隔測定器及び解
析⼿法の開発

⽇本原⼦⼒学会 2024年秋の⼤会

120 篠⽥佳彦
原⼦⼒発電所の利⽤に対する賛否態度の動向
⼈⼝統計属性に着⽬した分析

⽇本原⼦⼒学会2024年秋の⼤会

121 栃⽊⾹帆⼦ 他
 カメラトラップデータの画像座標を⽤いた個
体ベースの軌跡推定：10種の哺乳類で検証

⽇本哺乳類学会2024年⼤会

122 深澤圭太 他
協働型カメラトラップ調査Snapshot Japan:初
年度の結果とこれから

⽇本哺乳類学会2024年⼤会

123 ⼩松仁 他
福島県内における野⽣⼤型哺乳動物の放射性
セシウム濃度の⻑期モニタリング

⽇本哺乳類学会2024年⼤会

124 樊少艶 他
福島県を流れる河川における懸濁態放射性セ
シウムの動きについて

2024年⽣物地球化学研究会 現地
セッション

125 ⼩松仁 他
福島県内の野⽣イノシシにおける消化管内容
物中の酸不溶性灰分の組成

2024年度飼育野⽣動物栄養研究会
⼤会

126 ⽯井⼸美⼦ 他
中間貯蔵施設周辺地域における⽣態系モニタ
リングと⽣態系サービス評価

応⽤⽣態⼯学会第27回さいたま⼤
会

127 ⼤和⽥興 他
「マイナー・サブシステンス」と「⾃給的農
業」の今⽇的意義-⽣業研究の整理をもとに-

共⽣社会システム学会2024年度⼤
会

128 Seiya Maki 他

Consideration of industrial database format 
for the resource recycling and for advanced 
matching recyclable resources using 
between industries by using Semantic WEB 
approach

19th Conference on sustainable 
development of energy, water and 
environment systems.Roma
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129 ⾦⾕弦
海岸エコトーンの攪乱、保全と再⽣−東⽇本
⼤震災後の仙台湾におけるいくつかの事例か
ら

⽣態系⼯学研究会2024年度第２回
RACESセミナー

130 ⾦⾕弦 他
宮城県蒲⽣潟の海岸エコトーンにおける東⽇
本⼤震災の影響と2023年までの移り変わり

2024年⽇本プランクトン学会・⽇
本ベントス学会合同⼤会

131 阿部博和 他
岩⼿県⼩友浦における⼲潟ベントス群集の⻑
期変化と⼈⼯⼲潟造成による影響の評価

2024年⽇本プランクトン学会・⽇
本ベントス学会合同⼤会

132 平野勇⼆郎 他
脱炭素地域づくりに貢献する地域エネルギー
事業の計画・評価

環境科学会2024年会

133 篠崎真希 福島県の環境と関連する研究紹介
2024年⽣物地球化学研究会 現地
セッション

134 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物最終処分場に蓄積された放射性セ
シウムによる環境への放射線影響の評価

⽇本機械学会・2024年度年次⼤会

135 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物最終処分場に蓄積された放射性物
質の拡散挙動に及ぼす埋⽴物温度の影響

⽇本機械学会・熱⼯学コンファレン
ス2024

136 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物最終処分場内を浸透する⾬⽔の流
れに及ぼすガス抜き管の影響予測

⽇本機械学会・第37回計算⼒学講
演会

137 蛭⽥真史 他
東⽇本⼤震災による福島県内のメタン濃度の
変化

⼤気環境学会北海道・東北⽀部研究
発表会

138 尾上成⼀ 他
Public Attitudes Toward Carbon Taxes: The 
Role of Institutional Rules Governing the 
Revenue Recycling Scheme.

2024年度⽇本政治学会総会

139 樊少艶 他
阿武隈川と福島県浜通り河川における⽔質と
流域⼟地利⽤の関係

第88回⽇本陸⽔学会

140 辻英樹 他
福島県秋元湖における放射性セシウム動態の
特徴

第88回⽇本陸⽔学会

141 蛭⽥真史 他
2100年三春滝桜の開花予報−福島県における
地域特性に即した気候変動影響予測⼿法の検
討−

第51回環境保全・公害防⽌研究発
表会

142 ⾼瀬和之 他
福島県内の複数の⼀般廃棄物最終処分場にお
ける浸出⽔中の放射性セシウム濃度等に関す
る分析結果

第51回環境保全・公害防⽌研究発
表会

143 Yuki Abe 他
Development on an omni-directional 
radiation detector for high dose gamma-ray

ESRAH

144
Takahiro 
Nakanishi 他

The 137Cs and 14C in freshwater fish (Masu 
trout) 7 years after the Fukushima nuclear 
accident: Comparison of wild fish and 
farmed fish

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

145 Hyoe Takata 他
Sorption behavior of 137Cs in a river‒sea 
system boundary

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)
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146
Toshiharu 
Misonou 他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident. -Variation of 137Cs 
concentration in sediments in a brackish 
lake, Matsukawa-ura lagoon-

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

147
Kazuya 
Yoshimura 他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident. -Source estimation of 
particulate 137Cs in rainwater drainage in 
residential area using tracers-

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

148
Tomohisa Abe 
他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident - Evaluation of the particle 
size distribution of the SPM and the 
radioactive SPM -

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

149
Hironori Funaki 
他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident. - Temporal changes of in 
radiocesium concentrations in a reservoir 
and a pond -

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

150
Kazuyuki Sakuma 
他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident: Simulation study on 137Cs 
behavior in brackish lake, Matsukawa-ura 
Lagoon

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

151 Ishii Y. 他
Stable isotope analysis reveals the 
important 137Cs sources for fish in river and 
lake food webs in Fukushima

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

152 Sakai M. 他
Competition differentiates Cs-137 
concentrations in between sympatric 
salmonids in a highly contaminated zone

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

153 Evrard O. 他
What is the impact of decontamination on 
radionuclide transfers across Fukushima 
landscapes

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

154 Misonou T. 他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident. -Variation of 137Cs 
concentration in sediments in a brackish 
lake, Matsukawa-ura lagoon

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)
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155 中⻄貴宏 他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident -137Cs and 14C in freshwater 
fish (Masu trout) 7 years after the 
Fukushima nuclear accident: Comparison of 
wild fish and farmed fish-

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

156 寺島元基 他
福島第⼀原⼦⼒発電所処理⽔放⽔前後におけ
る福島県沿岸域のヒラメ中組織⾃由⽔トリチ
ウムと有機結合トリチウム

6th International Conference on 
Radioecology \& Environmental 
Radioactivity (ICRER 2024)

157 Minari E. 他

Study on the construction of disposal 
scenarios and a tentative migration 
modeling of cesium for the final disposal pf 
radioactively contaminated waste outside of 
Fukushima Prefecture

9th Clay Conference

158 眞⽥幸尚 他
福島事故後の環境放射線計測経験と原⼦⼒防
災技術としてのレガシー化

海洋/航空・宇宙部会 定例部会・
講演会

159 眞⽥幸尚 他
福島事故後の環境放射線計測経験と原⼦⼒防
災技術としてのレガシー化

NPO法⼈南の⾵創⽣本部主催第11
回⽂化講演会

160 ⽣島詩織 他
帰還困難区域の野⽣動物における放射性セシ
ウムの吸収および排泄動態

第７回東北野⽣動物管理研究交流会

161 ⼾川卓哉
厄介な問題に挑戦する新しい対話の場のデザ
イン学の創⽣

第10回SPC研究会

162 ⽇下部⼀晃 他
災害廃棄物中セシウム137濃度推計⼿法の検
証

第51回環境保全・公害防⽌研究発
表会

163 牧誠也 他
深層学習を⽤いた家計消費品⽬分類における
時空間⾃動推計法の開発

第52回⼟⽊学会環境システム研究
論⽂発表会

164 ⼾川卓哉 他
中気候変動対策についての地域間での知⾒共
有に関する基礎的考察

第52回⼟⽊学会環境システム研究
論⽂発表会

165 ⼾川卓哉 他
気候変動対策についての地域間での知⾒共有
に関する基礎的考察

第52回⼟⽊学会環境システム研究
論⽂発表会

166 中島⼤介
平時調査につなげる事故・災害時の化学物質
スクリーニング技術

第388回ガスクロマトグラフィー研
究懇談会

167 Tanaka Y. 他
Development of Evaluation Method for Cs 
Adsorbent for Advanced Volume Reduction 
of Decontamination Waste in Fukushima

2024 Spring Scientific Conference 
by Korea Society of Waste 
Management

168 Seiya Maki 他

A consideration of data-format and 
utilization of spatial demand estimation 
method for efficient use of recyclable 
resources

The 16th Biennial International 
Conference on EcoBalance

169 Sakuma K. 他

Radiocesium mobility in the environment 
after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 
plant accident. -Simulation study on 137Cs 
behavior in brackish lake,

Matsukawa-ura Lagoon- 6th 
International Conference on 
Radioecology & Environmental 
Radioactivity.
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170 五味馨 他 南三陸いのちめぐるまち学会第３回⼤会
南三陸町3D 地図プロジェクション
マッピングシステムの開発

171 ⾼瀬和之 他
遮⽔シートの損傷部から流⼊した地下⽔が⼀
般廃棄物最終処分場内の浸透流に及ぼす影響
の検討

⽇本機械学会・第102期流体⼯学部
⾨講演会

172 前川暁洋 他
⾮破壊式放射能測定装置による野⽣⿃獣⾁の
放射性セシウムスクリーニング検査

第５回⽇本放射線安全管理学会・⽇
本保健物理学会合同⼤会

173 ⾼⽊毬⾐ 他
アンケート調査に基づく事故後復旧期におけ
る居住係数の評価

第５回⽇本放射線安全管理学会・⽇
本保健物理学会合同⼤会

174 佐々⽊美雪 他
全⽅位検知型放射線検出器によるイメージン
グ技術開発について

第15回 南東北原⼦⼒シンポジウ
ム

175 ⼩川結⾐ 他
⿃の鳴き声学習ツール「とりトレ」の体験イ
ベント開催による有効性評価

第29回「野⽣⽣物と社会」学会⼤
会

176 ⽣島詩織 他
原発事故帰還困難区域および周辺地域に⽣息
する野⽣動物における薬剤耐性菌保有要因

第30回⽇本野⽣動物医学会⼤会

177 ⽥中悠平 他
除染廃棄物等の⾶灰洗浄液に着⽬した⾼度減
容化に関する検討〜フェロシアン化銅を対象
としたカラムとバッチ試験の⽐較〜

第35回 廃棄物資源循環学会研究発
表会

178 中島⼤介
事故・災害時の化学物質漏洩への対応技術開
発と地⽅環境研究所との取組

第63回⽇本環境化学会講演会

179 Yuki Abe 他
Development of a fractal shape radiation 
detector suitable for use in high-dose 
environments

The 7th Bilateral Workshop on 
Radiation Research and its 
Related Issues 2024

180 ⽇下部⼀晃
廃棄物に対する個⼈の関⼼・⾏動が都道府県
別の⼀般廃棄物の排出量に与える影響の検討

2024年度環境情報科学研究発表⼤
会

181 牧誠也 他
⽤途分類における空間家計消費推計の⾃動・
時系列推計計算アルゴリズムの開発及びサブ
モデル分割による拡張法の提案

2024年度環境情報科学研究発表⼤
会 第21回環境情報科学ポスター
セッション

182
Koki Yoshimura 
他

Invention of a path-following method for 
unmanned surface vehicle that includes 
wasted time and delay as control inputs

AROB2025

183
Makoto Morito 
他

Development of a Dynamic Positioning 
System for unmanned mud sampling vessels 
using Variable Structure Control

AROB2025

184 樊少艶 他

Impact of Dams and Land Use on 
Suspended Sediment Runoff and 
Radioactive Cesium Flux in Rivers: 
A Long-term Survey of 27 sites in 
Fukushima

AGU 2024

185 ⼩松仁 他
福島県内のキジの⾏動特性と放射性核種のモ
ニタリング

令和６年度野⽣動植物への放射線影
響に関する調査研究報告会
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186
Maamoun 
Ibrahim 他

Developing carbon-metal nanohybrids for 
the simultaneous removal of heavy metals 
and radionuclides from contaminated water

IAHR AFRICA CONGRESS 2024

187 松枝誠
環境中⻑半減期核種の質量分析における迅速
化・⾼感度化に向けた取り組み

⽇本原⼦⼒学会東北⽀部第15回南
東北原⼦⼒シンポジウム

188 新⾥忠史 他
アクセス解析・テキストマイニングによる放
射能汚染対策に係るニーズ抽出

⽇本情報地質学会シンポジウム
2024「情報地球学の創成と発展に
向けて」

189 森下祐樹
異なる種類の放射線を同時検出かつ選別して
測る

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

190 中間茂雄 他
事故影響の全体像を明らかにする環境モニタ
リング

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

191 阿部智久 他
新たな被ばく線量評価が進める復興、そして
原⼦⼒防災へ

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

192 佐々⽊美雪 他 復興と防災を⽀える測定技術の更なる開発
令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

193 越智康太郎 他 福島のレガシーが繋ぐ未来の原⼦⼒防災
令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

194 御園⽣敏治 他 地域と歩む環境モニタリングによる知の結晶
令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

195 松枝誠 環境中の極微量の放射性ヨウ素を検出する
令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

196 萩原⼤樹
鉱物はなぜ河川のセシウムを吸着するのか; ミ
クロな構造から分かったこと

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

197 新⾥忠史 他 森林のセシウムの流出と循環を追う
令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

198 新⾥忠史 他
帰還困難区域で発⽣した林野⽕災はセシウム
の流出に影響したのか

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

199 新⾥忠史 他
台⾵や⼤⾬の⼟砂流出でセシウムは動いたの
か；令和元年（2019年）台⾵・⼤⾬の影響

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

200 佐々⽊祥⼈ 他
キノコへのセシウムの移⾏の特徴〜栽培して
分かったこと

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

201 伊藤聡美 他
研究成果を分かりやすく住⺠の⽅々が知りた
い形で伝えるために

令和６年度福島廃炉安全⼯学研究所
成果報告会

202 平野勇⼆郎 他
再⽣可能エネルギーを組み込んだエリアエネ
ルギーマネジメントの計画・評価

第41回エネルギーシステム・経
済・環境コンファレンス

203 蛭⽥真史 他
2100年三春滝桜の開花予測−福島県における
地域特性に即した気候変動影響予測⼿法の検
討−

第40回全国環境研交流シンポジウ
ム（主催：国⽴環境研究所）

204 橋本晃佑 他
環境試料中トリチウムの相互⽐較分析に関す
る検討

2024年度ERAN年次報告会

205 樊少艶 他
福島県を流れる河川における137Csの⻑期観
測

2024年度ERAN年次報告会
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206 福⽥美保 他
福島県複数河川にて採取した浮遊砂中の
237NpとPu同位体について

2024年度ERAN年次報告会

207 ⼩松仁 他
ブタにおける消化管内での安定セシウム吸収
率

2024年度ERAN年次報告会

208 村上貴恵美 他
福島県内における野⽣傷病⿃獣の放射性セシ
ウムのモニタリング

2024年度ERAN年次報告会

209 神⽥幸亮 他
福島県内におけるキジ(Phasianus colchicus)
の⾏動調査

2024年度ERAN年次報告会

210 Yamada K. 他
Cement solidification of incineration fly ash 
containing heavy metals with sodium 
aluminate

Waste Management Symposia

211 Yamada K. 他
Experimental and field study of changes 
over time in the conamination degree of 
concrete with radio-cesium

Waste Management Symposia

212 牧誠也 他
空間家計消費推計値を⽤いた時空間における
世帯特性を考慮した家庭活動からの環境影響
量推計

第20回LCA学会研究発表会

213 ⼟肥輝美 他
福島第⼀原⼦⼒発電所周辺環境中でのコケ
バッグを⽤いた放射性ダスト観測

第26回環境放射能研究会

214 ⼩松仁 他
福島県内におけるイノシシの放射性セシウム
濃度の⻑期モニタリング

第26回環境放射能研究会

215 ⻄畑 俊太朗 他
製品プラスチック、厨芥類の分別に伴う焼却
ごみ量、発熱量の全国推計

第46回全国都市清掃研究・事例発
表会

216 ⾼瀬和之 他
福島県内⼀般廃棄物最終処分場浸出⽔の性状
⽐較

第46回全国都市清掃研究・事例発
表会

217 蛭⽥真史
気候変動による福島県内のダム湖の⽔質影響
の検討のための現況データの解析

第59回⽇本⽔環境学会年会

218 ⾕圭祐 他
将来における最適な地域循環共⽣圏の構築を
⽬標としたバックキャスト型⽔環境政策⽴

第59回⽇本⽔環境学会年会

219 辻英樹 他
ダム湖の⽔･底質動態モデルによる放射性セシ
ウム放流負荷抑制対策の効果予測

第59回⽇本⽔環境学会年会

220 篠崎真希 他
猪苗代湖における⽔⽣植物を考慮した⽔質シ
ミュレーション

第59回⽇本⽔環境学会年会

221 中村和德 他
⽔⽥灌漑の影響が⼤きい集⽔域からの⾯源負
荷と負荷削減への休耕⽥の活⽤

第59回⽇本⽔環境学会年会

222 ⾼瀬和之 他
⼀般廃棄物最終処分場における放射性セシウ
ムを含む浸出⽔等の⽔質評価

第59回⽇本⽔環境学会年会

223 樊少艶 他
阿武隈川と福島県浜通り複数河川における懸
濁物質の粒度分布について

第59回⽇本⽔環境学会年会

224 福⽥美保 他
帰還困難区域の河川⽔における137Cs濃度と
⽔質、元素濃度との関係

第59回⽇本⽔環境学会年会

225 ⼩松仁 他 福島県内におけるキジの⾏動調査 第72回⽇本⽣態学会⼤会
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226 吉岡明良 他
無居住化数⼗年後の普通種チョウ類群集はど
うなる？データ統合による将来予測の試み

第72回⽇本⽣態学会⼤会

227 古川真莉⼦ 他
⽇本における気候変動に対する認識の世代間
ギャップ

第72回⽇本⽣態学会⼤会

228 ⼩川結⾐ 他
⿃の鳴き声学習ツールとりトレの効果検証：
体験者の種判別能⼒と⿃への関⼼の変化から

第72回⽇本⽣態学会⼤会

229 ⽣島詩織 他
原発事故⾮難区域を含む福島県北東部の野⽣
動物における薬剤耐性菌保有状況.

第72回⽇本⽣態学会⼤会

230 寺⼭加奈 他
⼤規模カメラトラップ調査の結果を基にした
⽇本とアメリカの動物個体数量の⽐較

第72回⽇本⽣態学会⼤会

231 ⽣島詩織 他
原発事故帰還困難区域および周辺地域に⽣息
する野⽣動物における薬剤耐性⼤腸菌保有要
因.

第72回⽇本⽣態学会⼤会

232 藤野正也 他 福島県双葉郡の⾃然環境に対する住⺠の意向 第136回⽇本森林学会⼤会

233 渡邊未来 他
野⽣⼭菜の利⽤による内部および外部被ばく
線量の推定

第136回⽇本森林学会⼤会

234 ⼤和⽥興 他
地元農家と新規就農者の⾃家菜園と贈与⽂化
に⾒る⽣業の意義：福島県⼆本松市東和町の
事例

2025年度⽇本農業経済学会⼤会

235 Tajima et al.
Disaster waste governance in Japan: actors 
and institutions

The 6th Symposium of the 
International Waste Working 
Group Asian Regional Branch

236 五⼗嵐康記 他
原発事故地域の森林リターに含まれる放射性
Cs溶出特性の評価

2024年度放射能環境動態・影響評
価ネットワーク共同研究拠点年次報
告会

237 辻英樹 他
河川⽔における温度と137Cs分配係数の関係
の熱化学的検証

2024年度放射能環境動態・影響評
価ネットワーク共同研究拠点年次報
告会

238 津旨⼤輔 他
陸域から海洋への放射性セシウムの供給にお
ける汽⽔域堆積物の影響

2024年度放射能環境動態・影響評
価ネットワーク共同研究拠点年次報
告会

239 遠藤豊明 他
福島県太⽥川におけるヤマメとイワナの
137Cs濃度と⾷性の⽐較

令和７年度⽇本⽔産学会春季⼤会

240 松枝誠 他
オンライン固相抽出ICP-MS分析によるアク
チノイド同位体の同時測定におけるサンプル
マトリックスの影響

Pittcon 2025

241 萩原⼤樹 他
北陸地⽅における福島第⼀原⼦⼒発電所事故
由来粒⼦の追跡

⾦沢⼤学環⽇本海域環境研究セン
ター2024年度共同研究成果報告会

242 平野勇⼆郎 他
福島県浜通り地域における地域エネルギー計
画・評価の⽔平展開

空気調和・衛⽣⼯学会東北⽀部第
14回学術・技術報告会
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243 平野勇⼆郎 他
脱炭素型復興まちづくりを⽀援する地域エネ
ルギー計画・評価システムの⽔平展開

2024年度第95回⽇本建築学会関東
⽀部研究発表会

244 ⾼瀬和之 他
準好気性埋⽴処分場のガス抜き管周りに想定
される流動現象の予測

⽇本機械学会北陸信越⽀部・2025
年合同講演会

245 ⾼瀬和之 他
埋⽴処分場のガス抜き管周辺を浸透する流れ
に伴う放射性セシウム挙動の数値解析

⽇本機械学会東海⽀部・第74期総
会/講演会
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